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経済企業委員会会議録 

 

平成２９年３月１４日 火曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ８時１４分閉議（実時間４７８分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第２号・平成２８年度八代市一般会計

補正予算・第１０号（関係分） 

１．議案第５号・平成２８年度八代市簡易水道

事業特別会計補正予算・第２号 

１．議案第６号・平成２９年度八代市一般会計

予算（関係分） 

１．議案第１０号・平成２９年度八代市簡易水

道事業特別会計予算 

１．議案第１５号・平成２９年度八代市久連子

財産区特別会計予算 

１．議案第１６号・平成２９年度八代市椎原財

産区特別会計予算 

１．議案第１７号・平成２９年度八代市水道事

業会計予算 

１．議案第１８号・平成２９年度八代市病院事

業会計予算 

１．議案第２６号・指定管理者の指定について

（八代市スポーツ・コミュニティ広場、八

代市弓道場、八代市球技場、八代市民プー

ル、八代市民球場、八代市総合体育館、八

代市立武道館、八代市相撲場） 

１．議案第３８号・八代市工場立地法地域準則

条例の一部改正について 

１．議案第３９号・八代市体育施設条例の一部

改正について 

１．議案第４０号・八代市農村運動広場条例の

一部改正について 

１．議案第４１号・八代市食肉センター条例及

び八代市食肉流通施設条例の廃止について 

１．平成２８年陳情第２１号・農用地区域から

の除外について 

１．所管事務調査 

 ・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

  （くまもと県南フードバレーフェアＩＮ台

湾基隆市及び香港における晩白柚プロモ

ーション活動の報告について） 

  （「ＤＭＯやつしろ」における事業進捗状

況について） 

 ・病院・水道事業に関する諸問題の調査 

  （八代市水道事業及び簡易水道事業経営戦

略について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  大 倉 裕 一 君 

副委員長  笹 本 サエ子 君 

委  員  上 村 哲 三 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  村 川 清 則 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

委  員  矢 本 善 彦 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 農林水産部長     黒 木 信 夫 君 

  農林水産部次長   枩 島 道 則 君 

  農地整備課長    沖 田 良 三 君 
 
  農地整備課副主幹兼 
            前 田 浩 信 君 
  農地整備係長 
 

  農林水産政策課長  小 堀 千 年 君 

  農林水産政策課長補佐 田 島 功一郎 君 
 
  農林水産政策課副主幹 
            田 島 良 洋 君 
  兼営農支援室長 
 
 
  農林水産政策課 
            徳 田 啓 治 君 
  泉農林水産地域事務所長 
 
 
  農業振興課長兼 
            豊 田 浩 史 君 
  食肉センター場長 
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  水産林務課長    竹 見 清 之 君 

  フードバレー推進課長 宮 川 武 晴 君 

 経済文化交流部長   宮 村 明 彦 君 

  経済文化交流部次長 福 元 章 三 君 

  経済文化交流部次長 桑 原 真 澄 君 

  国際港湾振興課長  緒 方   浩 君 

  スポーツ振興課長  下 村 孝 志 君 

  スポーツ振興課長補佐 松 村 哲 治 君 

  観光振興課長    岩 崎 和 也 君 

  観光振興課長補佐  村 上 修 一 君 

  商工政策課長    豊 本 昌 二 君 

  文化振興課長    吉 永   明 君 

 企画振興部 
 
  坂本支所 
            久木田 昌 一 君 
  地域振興課長 
 

 部局外 

 水道局長       宮 本 誠 司 君 
 
  水道局主幹兼 
            松 田 仁 人 君 
  簡易水道係長 
 
 
  市立病院事務部 
            田 中 智 樹 君 
  事務長 
 
 
  市立病院事務部 
            藤 澤 智 博 君 
  次長兼医事係長 
 

                              

○記録担当書記     土 田 英 雄 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（大倉裕一君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり） 

 それでは、定刻となり、定足数に達しました

ので、ただいまから経済企業委員会を開会いた

します。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第２号・平成２８年度八代市一般会計補

正予算・第１０号（関係分） 

○委員長（大倉裕一君） それでは、予算議案

の審査に入ります。 

 まず、議案第２号・平成２８年度八代市一般

会計補正予算・第１０号中、当委員会関係分を

議題とし、説明を求めます。 

 まず、歳出の第５款・農林水産業費につい

て、農林水産部から説明をお願いします。 

○農林水産部長（黒木信夫君） 改めまして、

おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり） 

 ただいま議案となっております、議案第２号

・平成２８年度八代市一般会計補正予算・第１

０号中、当委員会に付託されました農林水産部

関係分につきまして、その詳細を農林水産部、

枩島次長より説明をいたしますので、御審議方

よろしくお願いいたします。 

○農林水産部次長（枩島道則君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）農林水産部の枩島でございます。よろし

くお願いします。座って説明させていただきま

す。 

 それでは、一般会計補正予算書、２１ページ

をお開きください。 

 それでは、中段の、款５・農林水産業費、項

１・農業費、目３・農業振興費で、補正額３億

３５４２万５０００円を計上し、補正後の金額

を３５億１０６１万９０００円とするものでご

ざいます。 

 説明欄の経営体育成支援事業、地震災害関連

として、これまで１次、２次要望分を、９月補

正で御承認をいただいたところでございます

が、１月１３日までの３次要望分の追加募集に

伴いまして、補正額３億３５４２万５０００円

を計上しております。 

 本事業は、被災農業者向け経営体育成支援事

業補助金を活用し、熊本地震により農業被害を

受けた農業者が、農業経営を維持していくため

に必要な農産物の生産・加工施設の再建、修繕

及び農業用・加工用機械の再取得、修繕並びに

施設の撤去等の復旧に要する経費に対して補助
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するものであります。 

 補助率は、再建、修繕につきましては、国、

県、市、合わせて事業費の１０分の９以内、撤

去に関しましては、国、県、市、合わせて１０

分の１０の定額補助となっております。 

 特定財源として、県支出金２億５７１８万３

０００円を予定しております。 

 なお、補助対象の１８９経営体のうち１５４

経営体が、施工業者の不足等により、年内完了

が見込めませんので、補正後の当該事業費１２

億５８３７万８０００円のうち、１１億６９７

６万９０００円の繰越明許費の設定を予定して

おります。 

 この支援事業の内訳につきまして、御説明を

させていただきます。事前に配付しておりま

す、３月補正予算補足説明資料、被災農業者向

け経営体育成支援事業についてをお願いしま

す。お手元にございますでしょうか。こちらの

資料になります。よろしいでしょうか。（｢は

い」と呼ぶ者あり） 

 それでは、２枚目の平成２８年度熊本地震被

災農業者向け経営体育成支援事業総括表をごら

んください。 

 左の列が９月補正時で、補助額の合計が９億

２２９５万３０００円となっております。中央

の列が最終要望で、その補助額の合計が１２億

５８３７万８０００円になったところでありま

す。右の列が、過不足額で、補正額の合計３億

３５４２万５０００円が不足することになり、

今回、不足額の３億３５４２万５０００円の補

正をお願いしているところでございます。 

 中央の列の最終要望を、分類別に申し上げま

すと、農舎が１６８件で、補助額８億９３０万

２０００円、畜舎が４件で、補助額７８７万４

０００円、園芸用ハウスが５５件で、補助額３

億３１７８万円、上記以外の生産施設が１５件

で、補助額１２１６万１０００円、加工・集出

荷施設が７件で、補助額１５８５万２０００

円、農業用機械が１１件で、補助額８９０万９

０００円、そして、施設の撤去が５９件で、補

助額７２５０万円、合計しますと、３１９件、

補助額１２億５８３７万８０００円となってお

ります。経営体数では、１８９経営体となって

おります。 

 以上が、被災農業者向け経営体育成支援事業

の最終事業費となります。 

 それでは、引き続き、補正予算書の２１ペー

ジの御説明を申し上げます。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目４・

園芸振興費で、補正額４億５４２１万３０００

円を計上し、補正後の金額を４億８１７４万１

０００円とするものです。 

 説明欄の、産地パワーアップ事業として、補

正額４億５４２１万３０００円を計上しており

ます。 

 本事業は、国の２次補正予算に伴い実施する

もので、水田、畑作、野菜、果樹等について、

平場、中山間地など、地域の営農戦略として定

めた産地パワーアップ計画に基づき、意欲ある

農業者等が高収益な作物、栽培体系への転換を

図るための取り組みを、全ての農産物を対象と

して総合的に支援するもので、事業費の２分の

１以内を補助するものであります。 

 事業の内容としましては、２つの事業を予定

しております。 

 １つ目は、郡築のミニトマト生産技術向上研

究会、受益戸数５戸が、高度環境制御栽培施設

のミニトマト用ハウス５棟、１.９２ヘクター

ルを整備するもので、補助額３億９９７５万円

を予定しております。 

 高度環境制御栽培施設の内容でありますが、

軒高４メートルから５メートルの鉄骨高質フィ

ルムハウスに、自動開閉装置、二酸化炭素発生

装置及び養液栽培システムなどを兼ね備えたハ

ウスの導入となっております。 

 ２つ目は、鏡町のうえなか共同体、受益戸数
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３４戸が、キャベツ、レタス、ジャガイモの集

出荷貯蔵施設を整備するもので、補助額５４４

６万３０００円を予定しております。 

 集出荷貯蔵施設の内容でありますが、ジャガ

イモの選果機や貯蔵設備等の導入、並びにそれ

に伴う建屋１３２５平方メートルの整備となっ

ております。 

 特定財源として、全額県支出金を予定してお

ります。 

 なお、国の補正予算に伴う予算措置であり、

年度内完了が困難な状況にあるため、全額繰越

明許費の設定を予定しております。 

 続きまして、目８・農地費で、補正額１億５

６８９万７０００円を減額し、補正後の金額を

１２億２４５４万４０００円とするものです。 

 説明欄の、農山漁村活性化プロジェクト支援

交付金事業として、１１４３万円の減額補正を

計上しております。 

 本事業につきましては、鏡町文政地区及び八

代東部地区における生産基盤整備等において、

必要な地形図作成や、換地等の調整事業を実施

する予定でありましたが、国におきまして、本

事業が廃止されたこと、さらに、事業実施予定

地区において、地元や他の土地改良事業などと

の調整を要することが生じましたことから、当

該地区の調査業務委託料であります事業費の全

額を減額補正するものであります。 

 なお、今後、地元等との調整が終了し、事業

に取り組む際は、他の補助事業を活用してまい

りたいと考えております。 

 次に、県営土地改良事業負担金事業として、

２０６７万円の減額補正を計上しております。 

 本事業は、県が行う土地改良事業等に要する

経費について、各事業の規定に応じて、市町村

が負担すべき金額を支出するもので、基盤整備

関連事業、農地防災関連事業、基幹施設関連事

業及び海岸保全関連事業において、各事業費が

確定しましたことから、負担金の執行予定額の

残を減額補正するものであります。 

 次に、多面的機能支払交付金事業として、８

２１８万４０００円の減額補正を計上しており

ます。 

 本事業は、農業・農村の有する多面的機能の

維持、発展を図るため、農業者及び地域住民か

ら成る組織が、農地や農業用水路などの地域資

源を、適切に保全管理することに対して補助を

行うものであります。 

 減額の理由としましては、当初、立ち上げの

予定であった１０組織が、地元の合意形成がな

らず、設立できなかったこと、さらには、組織

の取り組み活動の一部が、地震等の影響ででき

なくなったことなどによるものであります。 

 次に、農業基盤整備促進事業として、４２６

１万３０００円の減額補正を計上しておりま

す。 

 本事業は、八代平野北部土地改良区及び八の

字土地改良区が実施する予定であった用水路改

修に対する補助金でありますが、事業予算が、

農地中間管理事業における重点実施地区を対象

とした農地耕作条件改善事業へ重点配分され、

農業基盤整備促進事業の予算が縮小となり、採

択が見送られたことから、事業費の全額を減額

するものであります。 

 続きまして、目９・水田営農活性化対策推進

事業費で、補正額１６０万円を減額し、補正後

の金額を１８８７万円とするものです。 

 説明欄の飼料用米等利用拡大支援事業とし

て、１６０万円の減額補正を計上しておりま

す。 

 本事業は、県が実施する事業で、生産量が全

国的に増加している飼料用米において、今後想

定される地域間競争を見据え、付加価値をつけ

ることにより、安定的な需要の確保を図るため

の実証試験等に対し補助するものであります

が、事業主体が、当該補助事業ではなく、国の

直接補助事業を利用し、実施することとなった
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ことから、事業費の全額を減額するものであり

ます。 

 以上で、一般会計補正予算・第１０号中、当

委員会に付託されました農林水産部関係分の説

明を終わります。御審議のほど、どうかよろし

くお願いいたします。 

○委員長（大倉裕一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（山本幸廣君） 今説明をいただいたん

ですが、農地費のところの多面的と農業基盤の

マイナス面について、もう少し詳しく説明して

いただけんかな、担当部は。 

○農地整備課長（沖田良三君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）沖田です。よろしくお願いいたします。 

 まず、多面的機能支払交付金の減額分でござ

いますけれども、年度当初、要望があった地

区、全ての地区について要望にお応えしたいと

いうことで、予算化したところでございますけ

れども、先ほどの次長の説明にもありました

が、新規予定地区１０地区ほどございました。

その中で、８地区が組織の立ち上げをできなか

ったということで、採択を見送られたという経

緯がございます。 

 ２地区については、新規に採択をしたところ

でございますが、８地区分に相当する面積分が

減となったところでございます。 

 それと、農業基盤整備促進事業でございます

けれども、こちらのほうも、平成２７年度に中

間管理事業との連携を強化するということで、

農地耕作条件改善事業というのが、国のほうで

創設をされております。国の方針としまして

は、農地の貸し借りを促進しながら、中心経営

体のほうに規模拡大をするというようなこと

で、その事業と連携しての基盤整備ということ

で、予算の配分自体が、そちらのほうに重点的

に配分するよというふうに変わってきておりま

す。 

 八代管内におきましても、その重点地区とい

うのが数地区ございますけれども、今後は、そ

の重点地区を広げながら、そちらの事業に乗り

かえるというところを検討していかなければな

らないというふうに、今考えております。残念

ながら、２８年度、本年度におきましては、そ

の配分がなかったということでございます。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） あと８地区について

も、今後の見通しというか、そこらあたりにつ

いては、できる方向というふうに理解してよろ

しいですか。 

 よろしかれば、基盤も整備も下も一緒ですけ

ども、ほとんど国、県の補助でありますので、

なるだけならばですね、やっぱし１年先の見通

しの中で、整備をしっかりしていくという、そ

ういうふうな努力をしていただきたいと思いま

す。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

○委員（橋本隆一君） お尋ねします。 

 経営体育成支援事業の中の対象団体が１８９

で、実際が、１５４は施工業者の不足というこ

となんですが、今後の見通しはどのようになっ

ているのか、施工業者の不足に対して。 

○農林水産政策課長（小堀千年君） 農林水産

政策課の小堀でございます。よろしくお願いし

ます。 

 今後の見通しでございますが、大変、業者の

不足ということで、進捗が厳しい状況でござい

ます。経営体数でいきますと、１８.５％、２

割に満たない。補助金ベースでいきますと、１

割にも満たないというような状況で、これが２

９年度に繰り越すわけでございますが、２９年

度に入りましても、この状況がすぐすぐ改善で

きるという状況にはございませんけども、一応

私どもとしましては、２９年度内の完了を目指
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して努力していくといったところでございま

す。 

○委員（橋本隆一君） 理解できました。 

 施工業者さんというのは、よく自分が理解し

てないんですが、熊本県内の業者さんですか、

それとも、幅広く、施工できればいいという捉

え方なんでしょうか。不足分を補うという考え

方はないのかなと思いますが。 

○農林水産政策課長（小堀千年君） 特に、市

内、県内とかいった限定はございません。幅広

く捉えた施工業者というふうに思っております

が、しかしながら、実際の施工は、県内の業者

さんが中心でございます。 

○委員（橋本隆一君） 状況はよくわかりまし

た。ありがとうございました。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

○委員（矢本善彦君） 経営体の、今、橋本委

員が言われました総括表の農業用の機械、これ

は機種は１２件と書いてありますけど、何か、

機種は。 

○農林水産政策課副主幹兼営農支援室長（田島

良洋君） おはようございます。営農支援室、

田島です。 

 農業用機械につきましては、そうですね、田

植え機とかですね、その他、トラクターのアタ

ッチメントとかですね、そういった機械がです

ね、農舎に保管している中で、資材等が倒れて

きて損壊したという状況でですね、修理が困難

という場合ですね、再取得ということで対応し

ているところでございます。 

 あと、基本的に、原形復旧、修繕が基本でご

ざいますので、この中にも修繕をされるという

ことで対応している部分もございます。 

 以上です。（委員矢本善彦君「わかりまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。ないですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

○委員（山本幸廣君） あとは繰り越しですけ

ん、しっかりしたですね、繰り越しの中でまと

めてするようにお願いをしておきます。意見で

す。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） なければ、以上で、

第５款・農林水産業費について終了いたしま

す。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午前１０時２２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２３分 本会） 

○委員長（大倉裕一君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第６款・商工費について、経済

文化交流部から説明をお願いします。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり） 

 議案第２号・平成２８年度八代市一般会計補

正予算・第１０号の経済文化交流部につきまし

て、説明をさせていただきます。 

 説明につきましては、経済文化交流部の次長

が、福元がさせていただきますので、よろしく

お願いいたします。 

○経済文化交流部次長（福元章三君） 皆さ

ん、おはようございます。（｢おはようござい

ます」と呼ぶ者あり）経済文化交流部の福元で

す。座って御説明させていただきます。 

 資料は、よろしいでしょうか、これになりま

す。 

 それでは、議案第２号・平成２８年度八代市

一般会計補正予算書・第１０号の２２ページを
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ごらんください。 

 款６・商工費、項１・商工費、目３・観光

費、補正額５２００万円を計上し、補正後の額

が３億７０３６万３０００円となっておりま

す。 

 財源は、特定財源の国県支出金２６００万

円、地方債２６００万円でございます。 

 事業は、広域交流センターさかもと館イベン

ト交流施設整備事業でございます。 

 内容につきましては、坂本地域の交流促進に

よる産業や観光振興を図り、地域の活性化を目

的として、広域交流センターさかもと館が整備

され、また、坂本地域の皆様方による坂本住民

自治協議会では、農林漁業等の体験型観光を推

進されておりますが、坂本地区の観光客は、交

流促進機能が十分でないこともあり、横ばい状

態であります。 

 さらに、荒瀬ダムが日本初のダム撤去として

脚光を浴び、交流促進機能としての役割を果た

しておりますが、平成２９年度にはダムが撤去

完了する見込みでもあります。 

 これらのことから、国の第２次補正予算の地

方創生拠点整備交付金を活用し、交流センター

さかもと館の敷地内に、交流拡大のためのイベ

ント開催や体験型観光事業の拠点として、また

地域の食文化の発信拠点としてイベント交流施

設を整備するものでございます。 

 以上で御説明を終わります。御審議方よろし

くお願いいたします。 

○委員長（大倉裕一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（矢本善彦君） このイベント交流です

けど、以前は、ジャズとか、いろんなイベント

されてましたけど、このごろはどんなイベント

をされているのか、ちょっと聞かせてくださ

い。 

○坂本支所地域振興課長（久木田昌一君） お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）坂本支所地域振興課の久木田で

ございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 今、矢本委員のほうからの御質問でございま

すけれど、さかもと館のほうでも積極的な形で

イベント等を開催をさせていただいておりま

す。 

 イベントの内容といいますのは、隣に隣接し

ます多目的広場あたりを利用しましたグランド

ゴルフ大会の開催、それと、毎月１回ですけ

ど、９８円市、それに合わせまして、近ごろ

は、例えば、チェンソー等を使いました、木を

切るチェンソーでございますけど、チェーンソ

ーアート博とか、そういうのをやったり、正月

前には餅つきイベントとか開催をしておる状況

です。 

 それ以外もですね、随時イベントを開催して

おりますけれど、本所でございます、さかもと

温泉センタークレオン、こちらとも協力しなが

ら展開をしておるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（大倉裕一君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。（｢頑張ってくださ

い」と呼ぶ者あり）ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２号・平成２８年度八代市一般会計補

正予算・第１０号中、当委員会関係分につい

て、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（大倉裕一君） 挙手全員と認め、本
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案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午前１０時２９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３０分 本会） 

◎議案第５号・平成２８年度八代市簡易水道特

別会計補正予算・第２号 

○委員長（大倉裕一君） 本会に戻します。 

 次に、議案第５号・平成２８年度八代市簡易

水道事業特別会計補正予算・第２号を議題と

し、説明を求めます。 

○水道局長（宮本誠司君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

水道局の宮本でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。座りまして、説明させていた

だきます。 

 議案第５号・平成２８年度八代市簡易水道事

業特別会計補正予算・第２号について、御説明

いたします。 

 別冊になっております議案書の１ページをお

願いいたします。 

 第１条歳入歳出予算の総額から、歳入歳出そ

れぞれ７５７万１０００円を減額し、歳入歳出

予算の総額を、歳入歳出それぞれ３億６１５２

万５０００円といたします。 

 第２項・歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出補正」により

ます。 

 第２条地方自治法第２１３条第１項の規定に

より、翌年度に繰り越して使用することができ

る経費は、「第２表繰越明許費」によります。 

 第３条債務負担行為の廃止は、「第３表債務

負担行為の補正」によります。 

 ６ページをお願いいたします。歳入歳出補正

予算事項別明細書でございます。 

 まず、歳出でございますが、款１、項１・簡

易水道事業費、目２・簡易水道維持管理費７１

９３万１０００円を７５７万１０００円減額

し、６４３６万円といたします。 

 これは、平成３１年度までに地方公営企業法

適用化が義務づけられたことにより、今年度は

法適用化業務委託費として７５７万１０００円

を計上いたしておりましたが、業務内容を見直

し、資産調査など、職員でできるところは職員

で作業することとし、委託が不要となったた

め、減額するものでございます。 

 歳入でございますが、維持管理費の財源とい

たしておりました、款２・使用料及び手数料、

項１・使用料、目１・簡易水道使用料７１９６

万４０００円を７５７万１０００円減額し、６

４３９万３０００円といたします。 

 ３ページをお願いいたします。第２表繰越明

許費でございます。 

 款１、項１・簡易水道事業費、坂本地区維持

管理事業でございますが、工事請負費１３５０

万８０００円のうち１１３３万９０００円を、

平成２９年度へ繰り越すものでございます。 

 これは、国土交通省の河川改修工事に伴いま

す水道倉庫の移転補償工事と県道改良工事に伴

います板持地区簡易水道の配水管移設工事でご

ざいます。 

 水道倉庫の移転補償工事は、６月議会に補正

予算を計上し、事業を進めてまいりましたが、

熊本地震の影響により設計業者が不足し、設計

業務の発注がおくれたことと、倉庫築造工事の

入札が、地震の影響で施工業者が不足し、不調

となったため、年度内の完了が困難となり、９

７６万６０００円を繰り越すものでございま

す。 

 また、板持地区簡易水道の配水管移設工事

は、県道改良工事のおくれにより工事発注がで

きず、年度内の完了が困難となったため、１５

７万３０００円を繰り越すものでございます。 

 なお、事業の完了は、いずれも平成３０年２

月末を予定いたしております。 
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 次に、泉地区建設事業でございますが、工事

請負費７５６０万円のうち６１９８万４０００

円を、平成２９年度へ繰り越すものでございま

す。これは、泉町の南川内簡易水道整備事業と

野添簡易水道整備事業でございます。 

 南川内簡易水道整備事業は、浄水施設の建設

用地として、地元から無償提供での承諾をいた

だいておりますが、狭小地であり、設備の配置

など内容の検討に不測の日数を要したことから

発注がおくれ、年度内の完了が困難となったた

め、３８６７万８０００円を繰り越すものでご

ざいまして、事業の完了は、平成２９年１２月

末を予定いたしております。 

 また、野添簡易水道整備事業は、工事発注

後、熊本地震の影響により配水池の納期がおく

れることが判明し、同じく年度内での完了が困

難となり、工事費２３３０万６０００円を繰り

越すものでございます。なお、事業の完了は、

平成２９年５月末を予定いたしております。 

 続きまして、第３表債務負担行為補正でござ

います。これは、当初予算に公営企業法適用化

業務委託といたしまして、平成２９年度から３

１年度まで債務負担行為限度額３２１７万３０

００円を設定いたしておりましたが、業務内容

を見直し、資産調査など、職員でできるところ

は職員で作業することとし、委託が不要となっ

たため廃止するものでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議よろしくお

願いします。 

○委員長（大倉裕一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑はありません

か。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） ないようですので、

以上で質疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

○委員（上村哲三君） 熊本震災後のいろんな、

こういう建設に当たる業者さんのことなんです

がね、市として、いろんな契約条項があると思

いますけどですね、国からの指針も新たに工事

期間の延長緩和をする、延長期間の話とか出て

きていると思いますけど、実際入札が終わって

からね、数カ月もほったらかしになっとるちゅ

うような事業が出ないようにしてもらわなけり

ゃいけないんで、今の時期に適正に契約をすべ

きかどうかもあわせてですね、やっていかない

と、不落とか不調とかね、資材が手に入らない

とかいう事態がたくさん出ているというふうに

聞いております。だから、まず、業者さんに当

たってもね、資材が調達できんのは前提で入札

を受けなければ、ね。実際は、現実的には管内

での調達がメーンになるということばね、中心

に、市のほうでもやってるというのはわかっと

だけど、それが、本当に必要なもんであればね、

急ぎということになれば、命にかかわることで

あればね、やはり、その資材調達については、

やっぱり管外からでもちゅうことも考えながら

ね、予算の組み方から、入札契約の仕方、その

あたりも十分、今後は考慮していかんと、もう

しばらくは続くんじゃなかろうかて、逆に心配

ばしてね、繰越明許も多くなっているような気

がするんですよ、ほかの部署でも。だから、そ

ういうところはどうなんですか、局長。 

○委員長（大倉裕一君） 意見でしたので。 

○委員（上村哲三君） 今んとはあれか。そん

なら、そこんところを十分頭の中に入れてです

ね、今後の新年度の対応に当たってもらいたい

と思います。 

○委員長（大倉裕一君） 意見として承りたい

と思います。よろしくお願いしておきます。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第５号・平成２８年度八代市簡易水道事

業特別会計補正予算・第２号について、原案の
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とおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（大倉裕一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午前１０時３８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４０分 本会） 

◎議案第６号・平成２９年度八代市一般会計予

算（関係分） 

○委員長（大倉裕一君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、議案第６号・平成２９年度八代市一般

会計予算中、当委員会関係分を議題とし、説明

を求めます。 

 まず、歳出の第５款・農林水産業費及び第１

０款・災害復旧費について、農林水産部から説

明をお願いします。 

○農林水産部長（黒木信夫君） それでは、た

だいま議案となっております、平成２９年度の

八代市一般会計予算書について、詳細について

説明する前に、まず、私のほうから農林水産部

としての予算編成方針について、座って説明を

させていただきます。 

 農林水産部としましては、昨年４月の熊本地

震、６月から７月にかけての梅雨前線豪雨と、

未曾有の災害が発生し、本市におきましても、

平野部では農地の液状化、ハウスや農舎の損壊

など、また山間部では林道が被災するなど、甚

大な被害が発生しておりますので、まずは、早

急に生活の安定が図られるよう、復旧復興に全

力で取り組みます。 

 その内容は、被災農業者向け経営体育成支援

事業の円滑な実施、海岸堤防等の強化、排水機

場等の整備更新、農業基盤整備等の強化を目的

とした県営土地改良事業負担金、市道等の被災

時に迂回路としての利用が見込まれます林道２

路線の整備事業、避難所の施設整備として、東

陽定住センターのバリアフリー化などでありま

す。 

 このような中、平成２９年度は、市長提案の

８つの基本政策であります、豊かな自然と地域

資源を活用し、農林水産業の振興を図ることと

しまして、次のように取り組んでまいります。 

 まず、農業の振興では、本市の農業は、平た

ん部を中心に、農業基盤整備や生産施設・設備

への投資による労働負担の軽減や生産の効率化

を図りながら規模を拡大し、イグサや飼料作

物、露地野菜などの土地利用型農業と、トマ

ト、メロンなどの施設園芸型の労働集約型農業

がバランスよく発展してきております。また山

間部におきましては、ショウガや果樹など傾斜

地を利用した作物や冷涼な気候を生かしたブラ

ンド米や有機農業への取り組みなど、それぞれ

に特色ある農業生産が行われております。その

結果、冬春トマトでは、日本一の産地として成

長してきたところです。 

 近年の地球規模による気象変動から、局所的

な集中豪雨や大型台風の襲来など、農業生産リ

スクの高まりから設備投資が比較的少ない露地

野菜の生産がふえてきている状況にあります。 

 一方で、イグサ生産にあっては、販売価格が

高値で推移しているものの、後継者不足などか

ら生産者、作付面積ともに減少が続いておりま

して、厳しい状況にありますので、本年度よ

り、イグサ生産を維持するため、イグサ専用機

械ハーベスタの導入支援を実施することとして

おります。 

 また、構造的な問題として、農業従事者の高

齢化、担い手の減少が進んでおり、耕作放棄地

や遊休農地の増加が懸念される状況にありま

す。さらには、国内の産地間競争による価格の

低迷に加え、輸入農産物の増加が懸念されるな

ど、農業経営における不安定要因が増大してい

る状況にあります。 

 このような状況を踏まえて、予算編成方針と



 

－11－ 

しましては、農産物の品質向上、販売強化や農

業経営の改善指導、支援等により、農家経営の

安定を図り、農地を担い手へ集積しながら農地

の有効利用を進め、担い手の確保、育成に努め

てまいります。 

 また、露地野菜等畑作転換が進む中、暗渠排

水、客土など農地の汎用化が望まれており、農

業者と連携し、より一層の基盤整備に取り組ん

でいきます。 

 あわせて、近年の集中豪雨により排水不良地

域の発生も見られることから、排水機場を含め

た農業用施設の適切な維持管理に努めてまいり

ます。 

 次に、林業の振興についてであります。 

 本市の林業は、長引く木材価格の低迷による

労働者の減少、伐採期を迎えても伐採されず、

間伐も行われていない森林が多く見られる状況

にあります。一方で、中国や東南アジア諸国の

経済成長に伴う木材輸出の拡大や温暖化対策に

有効な木材バイオマス燃料としての利用など高

まっている状況にあります。 

 このような状況を踏まえて、予算編成方針と

しましては、持続的な森林整備を推進し、かつ

木材利用を促進することが重要なため、間伐、

下刈り、再造林等森林施業に対して、県や森林

組合と連携し、積極的な支援を行います。 

 また、木材の利用促進への取り組みでは、八

代産材利用促進事業、木の駅プロジェクト事業

等に引き続き推進してまいります。 

 次に、水産業の振興についてであります。 

 本市の水産業は、漁業者の高齢化、平成２３

年の記録的大雨によるアサリの大量へい死な

ど、漁獲量の減少及び魚価の低迷による漁業経

営の悪化など、水産業を取り巻く環境は依然と

して大変厳しい状況にあります。 

 しかしながら、アサリにつきましては、ケア

シェルや被覆網により、わずかながら効果が出

始めております。また、鏡町漁協が経営安定の

ため始められた鏡オイスターハウスの営業も順

調であり、今後も期待しているところでありま

す。 

 このような状況を踏まえて、予算編成方針と

しましては、漁業経営の安定のため、アサリの

資源回復を第一に、水産資源確保のための稚ア

ユの放流事業等に継続して取り組んでまいりま

す。 

 次に、フードバレー推進についてでありま

す。 

 本市が平成２６年３月に策定いたしましたフ

ードバレーやつしろ基本戦略構想をもとに、ア

グリビジネスセンターの活用を通じて、くまも

と県南フードバレー構想とも密接に連携し、６

次産業化、大都市圏との流通拡大、海外への輸

出促進に取り組んでいきます。そのような中、

６品目の商品開発や農林水産物２品目の輸出な

ど、成果としてあらわれてきております。 

 このような状況を踏まえて、予算編成方針と

しましては、全国有数の農林水産資源を有して

いる本市の多様な資源、環境を生かした生産、

販売、加工、商品開発等によりまして、高付加

価値商品の開発、新たなビジネスの創出、農林

水産業の所得・雇用の向上の実現を目指して、

流通推進関係では、農林水産物ＰＲ事業や国内

流通アドバイザー委託事業など、輸出促進関係

では、台湾における八代フェア開催事業、晩白

柚プロモーション委託事業、リーファーコンテ

ナ利用補助金など、また６次産業化関係では、

６次産業化推進アドバイザー委託事業やトマト

フェスタ開催補助金などを引き続き積極的に取

り組むこととしております。 

 最後に、地籍調査であります。 

 地籍調査事業は、国の予算が伸びない中、事

業費の確保が厳しい状況ですが、公共事業や土

地取引、課税の適正化、土地にかかわるトラブ

ルの未然防止など大変重要な事業ですので、早

期完了を目指し、事業進捗を図ります。 
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 以上が、農林水産部の予算編成方針でありま

すが、各事業の詳細につきましては、枩島農林

水産部次長より説明いたしますので、御審議方

よろしくお願いいたします。 

○農林水産部次長（枩島道則君） 農林水産部

の枩島です。引き続き、説明をさせていただき

ます。 

 当委員会に付託されております、農林水産部

所管の農林水産業費及び災害復旧費につきまし

て、御説明をさせていただきます。座って説明

をいたします。 

 それでは、八代市一般会計予算書の７ページ

をお願いいたします。 

 款５・農林水産業費の歳出でございますが、

総額で３１億３２０３万３０００円を計上いた

しております。一般会計予算総額に占める割合

は４.７６％でございます。前年度予算額３１

億９１９０万２０００円と比較しますと、５９

８６万９０００円の減額となっております。率

にしまして１.９％の減でございます。 

 主な要因としましては、林務費におきまし

て、緑の再生プロジェクト促進事業に取り組む

経営体が、今年度なかったために、同事業の予

算を計上しなかったことによるものでございま

す。 

 次に、項別で見ますと、農業費が２６億５８

２２万３０００円で、前年度と比較しますと５

５５万６０００円の減額、林業費が３億６６４

６万円で、５７３５万円の減額、水産業費が１

億７３５万円で、３０３万７０００円の増額と

なっております。 

 主な歳出の内容につきまして、それぞれの目

の中で御説明いたします。８０ページをお願い

いたします。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目１・

農業委員会費では７０１６万６０００円を計上

いたしております。前年度と比較しますと、７

３６万円の減額となっております。減額の主な

要因としましては、職員給料等の人件費の減に

よるものでございます。 

 主な事業について御説明いたします。 

 説明欄の、農業委員会事務事業２３２０万円

は、農地法に基づき、適正な農地の維持に努め

るため、農地の権利移転、農地の転用、農業生

産法人の育成、賃貸借の解約・和解の仲介及び

遊休農地対策などによる経費でございます。 

 次に、農業者年金事務事業１０８万円は、農

業者年金基金法に基づき、老後の生活安定を図

るため、農業者に対し制度の普及、加入の推進

などに係る経費でございます。 

 その他の事業としまして、担い手の育成確

保、農地の利用集積及び国有農地の適正管理な

どを行います。 

 特定財源といたしまして、農業委員会費補助

金５０２万２０００円、機構集積支援事業補助

金５７万７０００円、権限移譲事務市町村交付

金２３６万７０００円、国有農地等管理事務委

託金２２万３０００円、農業者年金業務事務費

１３１万９０００円、農地関係証明手数料１６

万２０００円などを予定しております。 

 続きまして、目２・農業総務費では４億７６

３４万６０００円を計上いたしております。前

年度と比較しますと、２０６８万８０００円の

増額でございます。増額の主な要因としまして

は、職員３名の増によります人件費の増加によ

るものでございます。 

 ８１ページの上段の、節２８・繰出金６３２

６万１０００円は、東陽町、泉町で供用してお

ります農業集落排水処理施設事業特別会計への

繰出金でございます。 

 続きまして、目３・農業振興費では３億８３

０９万２０００円を計上いたしております。前

年度と比較しますと、６９９５万円の増額でご

ざいます。増額の主な要因としましては、青年

就農給付金事業及びいぐさ・畳表生産体制強化

緊急対策事業などの事業拡充によるものでござ
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います。 

 主な事業につきまして、御説明いたします。 

 説明欄の、青年就農給付金事業９６８５万４

０００円は、新規就農者の就農意欲の喚起と就

農後の定着を図るため、経営が不安定な就農直

後の所得を確保するため、最長５年間、１人当

たり年間、最大１５０万円を給付するものでご

ざいます。 

 給付は、半年ごとに７５万円ずつ支給されま

すが、平成２９年度は、１年分の１５０万円の

受給者５５名と、半年分の７５万円の受給者４

名を予定し、あわせて、夫婦ともに就農した場

合に支給される夫婦特例加算７５万円を１２名

分予定しております。 

 特定財源としまして、青年就農給付金事業補

助金９５７０万円を予定しております。 

 次に、い業振興対策事業３１０２万３０００

円は、畳表張りかえ１畳当たり１０００円を助

成いたします畳表張り替え促進事業５００万

円、いぐさ・畳表専用機械のオーバーホール等

に係る経費の２分の１以内、上限１０万円を助

成します、い業機械再生支援事業２３００万円

を予定しております。このほか、熊本県いぐさ

・畳表活性化連絡協議会への負担金１４０万１

０００円などを予定しております。 

 次に、いぐさ・畳表生産体制強化緊急対策事

業１億４００万円は、ひのみどりなどの優良品

種を生産し、高品質な畳表を生産する組織に対

して、移植機など機械を導入する場合や、畳表

に生産履歴を表示するＱＲコードつきタグを挿

入する装置の導入に対して、その経費の２分の

１以内で補助します高品質生産組織育成事業２

０００万円のほかに、新規事業といたしまし

て、イグサ作付面積の拡大や、作業の集約化等

に資するための、いぐさ収穫機ハーベスタの導

入に対して、導入価格から国庫補助金を差し引

いた残額を、県と市が、それぞれ３分の１以内

で補助しますいぐさ収穫機ハーベスタ導入支援

事業８４００万円を予定しております。 

 なお、平成２９年度導入予定台数は２８台

で、そのうち、氷川町分２台が含まれておりま

す。 

 特定財源といたしましては、いぐさ・畳表生

産体制強化緊急対策事業補助金６２００万円

と、いぐさハーベスタ導入支援事業の、氷川町

負担金３００万円を予定しております。 

 ４つ飛びまして、八代市農地集積対策事業２

５００万円は、農地を一定の割合、規模拡大し

た意欲ある担い手が、機械等を導入する場合、

その経費の２分の１以内、上限１００万円を補

助します農地集積者支援事業２０００万円のほ

かに、新規事業としまして、農地を、農地中間

管理機構を通じて担い手に貸し付けされた場合

に、貸し手に対して、平野部１０アール当たり

２万円、中山間部１０アール当たり３万５００

０円を補助します機構利用促進事業５００万円

を予定しております。 

 なお、この事業は、後ほど説明いたします、

国の補助事業であります機構集積協力金交付事

業の補助要件の対象とならない農地の貸し付け

に対して行うものでございます。 

 １つ飛びまして、中山間地域等直接支払制度

事業３１０８万４０００円は、中山間における

耕作放棄地、遊休農地発生の防止、水源の涵養

など、中山間地の多面的機能の維持と、集落機

能の再生を図る活動に対し、その取り組み面積

に応じて交付するものでございます。 

 取り組み地区としましては、八代４地区、９

９１万４０００円、坂本９地区、７５３万１０

００円、東陽１７地区、１０７１万５０００

円、泉２地区、１３３万６０００円を予定して

おります。 

 特定財源としまして、中山間地域等直接支払

制度交付金２１２９万５０００円、推進事業交

付金８０万円を予定しております。 

 次に、機構集積協力金交付事業１３２５万円
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は、農地を貸し付けることにより、農業をやめ

る場合などに、農地中間管理機構を経由して、

担い手に農地を貸した場合、貸し手に対して交

付される経営転換協力金８７５万円、地域内の

農地をまとめて機構に貸した場合、その割合に

応じて、地域に交付される地域集積協力金１５

０万円、機構が借りている農地の隣接地など

に、機構を経由して担い手に貸した場合、農地

の所有者または耕作者に交付される耕作者集積

協力金３００万円を予定しております。 

 特定財源としまして、全額機構集積協力金交

付事業補助金を予定しております。 

 次に、営農支援事業２４１万９０００円は、

農業に精通した専門スタッフを配置した営農支

援室におきまして、新規就農者のサポートや、

人・農地プラン策定地域へのアドバイスなど

を、直接現場に赴き、行うことにより、担い手

の育成、確保及び農業経営の改善などの支援を

行うための経費で、営農支援員１名分の人件費

２３０万８０００円が主なものでございます。 

 なお、営農支援員は２名配置しております

が、その１名分は、先ほど御説明いたしました

特定財源のある青年就農給付金事業で、予算を

計上しております。 

 次に、地域特産物支援事業１３０万５０００

円は、地域での特産物のブランド化に向けた活

動推進や、特産農産物の振興と産地確立を図る

ために支援するもので、鏡地区の葉たばこ乾燥

施設の換気整備補助金５６万３０００円、泉地

区の柚子産地育成対策事業補助金３１万５００

０円などを予定しております。 

 次に、農地中間管理事業４３８万５０００円

は、農地中間管理機構として指定された、熊本

県農業公社から市町村に事業の一部を委託され

て行うもので、農地の貸し借りに係る相談窓

口、出し手の掘り起こし及び交渉や契約締結な

どに係る経費で、非常勤職員人件費や、自動車

リース料などが、主なものでございます。 

 特定財源としまして、全額農地中間管理機構

委託金を予定しております。 

 次に、フードバレー流通推進事業１２２７万

円は、本市の豊かな農林水産物、加工品等を、

関東、関西、福岡といった都市圏への販売の拡

大を目指すもので、国内の流通を促進するため

の商談会やイベントへの参加旅費１４８万９０

００円、国内流通アドバイザー委託２３０万

円、魅力発信及び販路拡大事業委託９８万円、

公用車購入のための備品購入費１５４万４００

０円、全国ふるさとふれあいショップとれたて

村負担金５１万９０００円、そして、八代産農

林水産物等ＰＲ事業補助金５００万円などでご

ざいます。 

 特定財源としまして、地方創生推進交付金３

６５万円を予定しております。 

 次に、フードバレー輸出促進事業１４７３万

２０００円は、東南アジアを初めとした国外へ

の販路の拡大を目指すもので、台湾、香港、シ

ンガポールなど、海外の流通を促進するための

商談会や展示会への参加旅費２７２万４０００

円、台湾における八代フェア開催事業委託４６

９万円、海外流通アドバイザー委託１６０万

円、海外展開サポート事業委託１３６万６００

０円、晩白柚プロモーション委託３２９万円、

そして、農産物輸出リーファーコンテナ利用補

助金４５万円などでございます。 

 特定財源としまして、地方創生推進交付金６

５４万１０００円を予定しております。 

 次に、山村活性化支援対策事業２４８５万７

０００円は、山村の農林水産物や景観、伝統文

化といった地域資源を活用し、農林水産業を核

とした地元の所得、雇用の増大に向けた取り組

みを、地域住民が主体となった地域協議会が、

平成２７年度から２９年度までの３カ年事業で

行うものでございます。 

 事業の内容としましては、坂本地区のブラン

ド米を中心とした地域活性化の取り組みに対し
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て５７０万円、東陽地区のキノコ・山菜栽培や

加工品開発などの取り組みに対して９７０万

円、そして、五家荘地区の農産加工品製造、山

菜農園などの取り組みに対して９４５万７００

０円の山村活性化支援対策つなぎ資金貸付金を

予定しております。 

 特定財源としまして、全額山村活性化支援対

策事業貸付金返還金を予定しております。 

 次に、フードバレー６次産業化等推進事業９

０６万３０００円は、６次産業化推進アドバイ

ザーを核とした６次産業化・農商工連携による

新商品開発支援や、地域内特産物の高付加価値

化支援などに取り組むもので、６次産業化アド

バイザー委託３３４万円、熊本県立大学との域

学連携による６次産業化支援事業委託５０万

円、くまもと県南フードバレー推進協議会負担

金４２２万３０００円、そして、トマトフェス

タ開催補助金１００万円を予定しております。 

 特定財源としまして、地方創生推進交付金１

６７万円を予定しております。 

 次に、被災住宅畳購入支援事業地震災害関連

３００万円は、熊本地震により住宅に被害を受

け、家屋の被害の程度が半壊以上の判定を受け

た方で、市内に住宅を新築、改築、修繕を行う

際に、八代産畳を新規に購入するために要する

経費の２分の１以内、１畳当たり６０００円を

補助するものでございます。 

 なお、この事業は、平成２８年９月補正から

開始しておりまして、引き続き、平成２９年度

も実施するものであります。 

 続きまして、目４・園芸振興費では１０１４

万３０００円を計上いたしております。 

 説明欄の園芸・果樹振興対策事業３４２万７

０００円は、農産物を鹿、イノシシなどの有害

獣による被害から守るため、電気柵などの設置

に対し補助する有害鳥獣防護柵設置事業費補助

金１００万円、一般家庭向けに黄色粘着シート

の配付を行い、家庭菜園から農業者への病気拡

散を防止するためのトマト黄化葉巻病対策消耗

品５２万４０００円、そして、新規事業としま

して、国、県補助事業の対象要件を満たさない

晩白柚の改植、いわゆる植えかえを支援するこ

とで、園地の若返り化を促進し、日本一の産地

である晩白柚の生産維持、拡大を図る八代市晩

白柚改植支援事業９０万円などでございます。 

 特定財源としまして、ふるさと八代元気づく

り応援基金繰入金９０万円を予定しておりま

す。 

 次に、環境保全型農業推進事業６７１万６０

００円は、化学肥料や化学合成農薬の５割低減

の取り組みとセットで取り組む営農活動に対し

まして、１０アール当たり４０００円から８０

００円の支援を行います環境保全型農業直接支

払交付金６４９万６０００円などでございま

す。なお、対象面積としましては、約９５ヘク

タールを見込んでおります。 

 特定財源としまして、環境保全型農業直接支

払交付金４８７万１０００円、推進交付金２２

万円を予定しております。 

 ８２ページをお願いします。 

 目５・農業後継者育成費では８８万３０００

円を計上いたしております。 

 説明欄の農事研修センター自主事業８４万３

０００円は、農業経営に必要な知識及び技術を

習得するための八代市農業技術者養成講座、並

びに後継者育成研修や、婚活事業などを行う農

業後継者育成協議会負担金などでございます。 

 続きまして、目６・農事研修センター費では

２９２５万７０００円を計上いたしておりま

す。前年度と比較しますと、５０５万４０００

円の減額でございます。減額の主な要因としま

しては、コミュニティセンター移行に伴いまし

て、施設の光熱水費、機械等の保守点検委託、

及び施設管理委託などを総務費へ移管したこと

によるものでございます。 

 説明欄の土壌分析診断事業５６万２０００円
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は、土壌の適正な管理を行うことで、安定した

生産性の高い農業を目指すもので、土壌分析器

具資材や、土壌分析用試薬などの経費でござい

ます。なお、２９年度からは、これまでの９項

目から１項目ふやし、１０項目の成分分析を行

うこととしております。 

 特定財源としましては、土壌分析手数料４０

万円を予定しております。 

 続きまして、目７・畜産業費では１億３５３

５万円を計上いたしております。前年度と比較

しますと、１億３４２５万３０００円の増額で

ございます。増額の要因としましては、食肉セ

ンター解体工事費の計上によるものでございま

す。 

 説明欄の食肉センター管理事業１億３４７８

万５０００円は、食肉センター解体工事請負費

１億３４６０万円が主なものでございます。 

 解体の理由といたしましては、食肉センター

は、平成１２年に業務を休止してから１６年が

たち、施設の老朽化が進み、防災や防犯など、

周辺の環境に悪影響を与える状況にありますこ

とから、地域の安全性の向上を図るため解体を

行うものでございます。 

 特定財源としましては、市債１億２１１０万

円を予定しております。 

 続きまして、目８・農地費では１１億７９６

４万３０００円を計上いたしております。前年

度と比較しますと、２億３７０万１０００円の

減額でございます。 

 減額になりました要因としましては、農地耕

作条件改善事業におきまして、平成２９年度施

工予定が、２８年度に対し１地区減となり、事

業費が大幅に縮小されたこと、農業基盤整備促

進事業において、国の予算が縮小され、採択が

見込めなくなったこと、また、多面的機能支払

交付金事業におきまして、地域からの要望はあ

るものの、熊本地震の影響もあり、新しい活動

組織の設立準備が整わないなど、年度当初での

活動が見込めなくなったことなどが主なもので

ございます。 

 主な事業につきまして、御説明をいたしま

す。 

 上から３つ飛びまして、排水機場維持管理事

業５１８４万１０００円は、市が管理する排水

機場１４施設、地区ごとで申しますと、旧八代

市が５施設、千丁町が３施設、鏡町が６施設、

この施設の重油代、電気料、修繕料及び運転業

務委託料などの維持管理に係る経費でございま

す。 

 次に、土地改良施設維持管理適正化事業２２

９４万９０００円は、市が管理する排水機場等

の農業水利施設の機能を維持し、長寿命化する

ため、エンジンやポンプのオーバーホール等の

整備、補修を計画的に行うものでございます。 

 事業の内容としましては、昭和第２排水機場

のエンジン整備、及び硴原排水機場真空ポンプ

等の更新に係る経費１７０８万１０００円、並

びに土地改良施設維持管理適正化事業拠出金５

８６万８０００円を予定しております。 

 特定財源としまして、土地改良施設維持管理

適正化事業交付金１５３０万円を予定しており

ます。 

 次に、市内一円土地改良整備事業１億９９３

３万７０００円は、市内の集落排水路、かんが

い排水路、農道等の維持・改修などに係る工事

費等でございます。 

 事業の内容としましては、集落排水路改修２

４カ所、７９９０万円、農道改良９カ所、２９

００万１０００円、道路改良１カ所、９５６万

円、農道・排水路などの修繕料１７２４万８０

００円、生コン・砂利などの原材料支給１１８

９万円などを予定しております。 

 特定財源としまして、市債８６０万円、日本

中央競馬会事業所周辺環境整備などの寄附金２

９４万４０００円を予定しております。 

 次に、非補助土地改良融資事業９２００万円
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は、国、県の補助事業とならない排水路や農道

等の基盤整備を、資金の融資を受けて行うもの

で、かんがい排水路改修など９カ所に係る工事

費でございます。 

 特定財源としまして、全額非補助かんがい排

水路改修事業分担金を予定しております。 

 ８３ページをお願いします。 

 上段の県営土地改良事業負担金事業２億４４

１万４０００円は、県営で実施する土地改良事

業に対しまして、市負担分を支払うものでござ

います。 

 事業の内容としましては、単県農業農村整備

調査計画２地区、３２５万円、海岸堤防等の強

化３地区、１７５０万円、排水機場等の整備更

新４地区、９０６６万４０００円、農業基盤整

備の強化５地区、９３００万円を予定しており

ます。 

 特定財源としまして、市債１億８０６０万円

を予定しております。 

 次に、土地改良融資償還補助金事業２億５４

９６万４０００円は、土地改良区などが、事業

資金として、株式会社日本政策金融公庫から借

り入れている地元負担金分につきまして、市が

事業負担しなければならないものに対して、償

還補助を行うものでございます。 

 ３つ飛びまして、多面的機能支払交付金事業

２億３０００万３０００円は、農業・農村の有

する多面的機能の維持・発揮を図るため、農業

者及び地域住民から成る組織が、農地や農業用

水路などの地域資源を適切に保全・管理する活

動に対しまして支援を行うものでございます。 

 事業の内容としましては、水路の泥上げな

ど、農地や農業用水路等を保全管理する活動に

対して補助します農地維持支払補助金８５７１

万１０００円、水路等の軽微な補修などの活

動、並びに施設の長寿命化のための活動に対し

て補助します資源向上支払補助金１億４４０６

万６０００円などでございます。事業に取り組

む地区としましては、４１カ所を予定しており

ます。 

 特定財源としまして、多面的機能支払交付金

事業補助金１億７２３３万２０００円、推進交

付金２４１万５０００円を予定しております。 

 １つ飛びまして、農地耕作条件改善事業４９

０万円は、農業の競争力強化に向けて、農地中

間管理事業における重点実施地区を対象とし

た、農地の大区画化・汎用化等の基盤整備を行

うもので、鏡町下村、内田地区の排水路測量設

計委託及び排水路改修工事を予定しておりま

す。 

 特定財源としまして、熊本県農業農村整備事

業補助金７３万５０００円、農地耕作条件改善

事業補助金２４５万円、市債１５０万円を予定

しております。 

 続きまして、目９・水田営農活性化対策推進

事業費では２０２４万６０００円を計上いたし

ております。 

 説明欄の米需給調整総合対策事業６２９万１

０００円は、水稲の生産調整推進のための臨時

職員の賃金、及び八代地域農業協同組合への推

進事務費補助金などでございます。 

 特定財源としまして、新需給システム推進事

業費補助金２６２万７０００円を予定しており

ます。 

 次に、戸別所得補償推進事業１３９５万５０

００円は、国、県、市町村が策定した米、麦、

大豆などの生産数量目標を達成するために、農

業者に対しまして、説明会の開催や申請手続の

指導、支援に係る臨時職員などの経費、並びに

現地確認事務など行う八代市農業再生協議会へ

の補助金でございます。 

 特定財源としまして、全額戸別所得補償推進

事業補助金を予定しております。 

 続きまして、目１０・地域農政特別対策事業

推進費では２６３万円を計上しております。 

 説明欄の担い手育成総合支援事業２２５万円
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は、認定農業者の育成、確保、農業経営の法人

化及び集落営農組織化などの総合的な対策を行

います八代市担い手育成総合支援協議会への補

助金でございます。 

 特定財源としまして、元気な認定農業者づく

り事業補助金１５０万円を予定しております。 

 続きまして、目１１・農業研修施設管理費で

は１７６５万５０００円を計上しております。

前年度と比較しますと、２２２１万５０００円

の減額でございます。 

 減額の主な要因としましては、郡築運動広場

のトイレ改修工事及び龍峯農業研修所の屋根防

水工事の減によるものでございます。 

 なお、この目は、農林水産部が所管しており

ます、各種施設の維持管理のための経費でござ

います。 

 ８４ページをお願いします。 

 説明欄の４つ目にあります、定住センター及

び農産物加工施設管理運営事業８５８万１００

０円では、災害時において、第１避難所に指定

されております、東陽定住センターの施設バリ

アフリー化等の工事を予定しております。 

 特定財源としましては、市債３１０万円を予

定しているところでございます。 

 続きまして、目１２・地籍調査費では３億３

２８１万２０００円を計上いたしております。

前年度と比較しますと、７６３万５０００円の

増額となっておりますが、事業費の増によるも

のでございます。 

 説明欄の地籍調査事業２億３８１万２０００

円は、国土調査法に基づく土地に関する基礎的

な調査を行うもので、臨時職員賃金、調査立会

人への謝礼、測量業務委託料、その他事務費な

どの経費でございます。２８年度末の進捗率は

５７.２４％を予定しております。 

 平成２９年度の調査は、八代地区２.４９平

方キロメートル、東陽地区７.８３平方キロメ

ートル、泉地区４２.３１平方キロメートルを

予定しておりまして、計画どおりに調査が進み

ますと、進捗率は５８.９７％となる見込みで

あります。現在の事業費でいきますと、全体完

了予定年度は、平成６０年ころとなると思われ

ます。 

 特定財源としまして、地籍調査事業費補助金

１億３８８２万５０００円を予定しておりま

す。 

 続きまして、８５ページをお願いします。 

 項２・林業費につきまして、御説明いたしま

す。 

 目１・林業総務費では６４２０万５０００円

を計上いたしておりますが、職員９人分の給料

や職員手当等の人件費が主なものでございま

す。 

 続きまして、目２・林業振興費では１億１４

３５万８０００円を計上いたしております。前

年度と比較しますと、５５１７万８０００円の

減額でございます。 

 減額の主な要因としましては、緑の再生プロ

ジェクト促進事業、いわゆる大型の林業機械や

木材関連施設等の導入に対して支援を行う事業

でありますが、平成２９年度におきましては、

事業に取り組む経営体がなかったことによるも

のでございます。 

 主な事業につきまして、御説明いたします。 

 説明欄の森林整備事業６７５１万９０００円

は、森林が持つ資源を持続的に利用するために

行うもので、作業路等修繕５００万円、林道・

作業道舗装用原材料費４５１万９０００円、そ

して、間伐などの経費を、森林組合や森林所有

者等に一部助成します森林環境保全整備事業補

助金５８００万円でございます。 

 １つ飛びまして、木材利用促進事業１８７９

万５０００円は、木の駅プロジェクトの運営を

行う実行委員会へ助成します、八代木の駅プロ

ジェクト運営費７２９万５０００円、八代産材

を利用した住宅の新築や増改築等を行う場合



 

－19－ 

に、新築で２０万円、増改築・リフォームで１

０万円を上限として補助します八代産材利用促

進事業補助金３２０万円、木材の皆伐に要する

費用の一部を補助します原木生産促進事業補助

金８００万円などでございます。 

 １つ飛びまして、有害鳥獣被害対策１７８５

万９０００円は、鳥獣被害対策実施隊員１６８

名分の活動に対する報酬や費用弁償などを助成

します有害鳥獣対策実施隊事業６０２万４００

０円、鹿捕獲に要する経費として、１頭当たり

５０００円を助成します特定鳥獣保護管理補助

金１１００万円、実施隊員のハンター保険料の

一部を助成します有害鳥獣捕獲対策助成金６７

万２０００円、そして、野生動物による林産物

への被害防止のための電気柵等の購入費の一部

を助成します林産物被害対策事業補助金１０万

円などでございます。 

 特定財源としまして、特定鳥獣適正管理事業

費補助金２２０万円を予定しております。 

 続きまして、目３・林道維持費では４３６１

万３０００円を計上いたしております。 

 説明欄の市内一円林道維持事業は、路面の舗

装、安全施設の設置、草刈り等の維持管理を行

うもので、林道施設整備修繕料４００万円、林

道除草作業業務委託料１０２７万７０００円、

林道等修繕並びに舗装に係る工事請負費２６７

０万円、そして、生コンなどの原材料費９７万

５０００円などを予定しております。 

 特定財源としまして、市債１０００万円を予

定しております。 

 続きまして、目４・林道新設改良費では１億

４０９８万４０００円を計上いたしておりま

す。 

 説明欄の市内一円林道新設改良事業２７３０

万３０００円は、木々子走水線及び渋利瀬高線

の舗装に係る測量設計委託料及び工事請負費２

２５０万円、幹線林道菊池人吉線に係る負担金

及び受益組合償還金の助成金３８０万３０００

円などでございます。 

 特定財源としまして、市債２２５０万円を予

定しております。 

 次に、道整備交付金事業９７８７万４０００

円は、国の認定を受けた八代・五木地域再生計

画に基づきまして、林道の整備を行うものでご

ざいます。 

 事業の内容としましては、林道７路線の舗装

工事に係る測量設計委託料及び工事請負費７６

０２万円、林道２路線の改良工事に係る測量設

計委託料及び工事請負費２００２万円などを予

定しております。 

 特定財源としまして、道整備交付金３７９５

万８０００円、森林・林業・木材産業基盤整備

交付金８６４万円、市債４８３０万円を予定し

ております。 

 ８６ページをお願いします。 

 治山事業では３３０万円を計上いたしており

ます。治山事業は、山間部における山地災害の

予防と被害拡大を防止し、市民生活の安全性を

高めるために行うもので、東陽町座連地区の山

腹予防工事を予定しております。 

 続きまして、項３の水産業費につきまして、

御説明いたします。 

 目１・水産業総務費では３６２４万２０００

円を計上いたしておりますが、職員５人分の給

料や職員手当等の人件費が主なものでございま

す。 

 目２・水産業振興費では７１１０万８０００

円を計上いたしております。前年度と比較しま

すと、４７６万５０００円の増額でございま

す。 

 主な事業につきまして、御説明いたします。 

 説明欄の漁場環境保全事業３６８６万４００

０円は、魚の生息環境の保全、船舶航行の安

全、並びに漁業操業の効率化を図るための漁場

環境の調査、整備に係る経費でございます。 

 事業の内容としましては、環境センター建設
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に関し、漁業関係者より要望があったアサリ漁

場の整備、藻場の造成及び指定漁場への簡易魚

礁の投入などを行う藻場造成・魚礁設置事業負

担金２２００万円、八代市水産振興協議会など

協議会負担金１０７０万７０００円、食害生物

の駆除、対策に補助します漁場環境保全事業補

助金５１万６０００円、八代、昭和、鏡地先へ

の航路標識設置に対する補助金１００万円、そ

して、海面・内水面の清掃に対する清掃補助金

１６７万円などを予定しております。 

 ８７ページをお願いいたします。 

 環境生態系保全事業１５０万円は、鏡町漁協

が行います、アサリ復活のための干潟の耕う

ん、保護区の設定、有害・食害生物の除去、並

びにモニタリングなどに対します県協議会への

負担金でございます。 

 ２つ飛びまして、栽培漁業振興事業２０８１

万７０００円は、水産資源の回復、増大を図る

ために、クルマエビ、ヨシエビ、ヒラメ、アサ

リ、アユなどの放流に係る経費２０００万円な

どを予定しております。 

 次に、水産基盤整備交付金事業５５０万円

は、水産資源の回復、増大に資する事業や共同

利用施設の整備等に対する支援を行うものでご

ざいます。 

 事業の内容としましては、八代漁協及び鏡町

漁協が行うアサリ増殖用のケアシェルなどの設

置に補助します二枚貝等着底促進事業４００万

円、鏡町漁協が、水揚げ後のカキの処理を効率

的に行うためのろ過装置導入に対する補助金１

５０万円を予定しております。 

 特定財源としましては、水産基盤整備交付金

５００万円を予定しております。 

 １つ飛びまして、地域水産業活性化支援事業

２００万円は、漁協及び漁業者を初め、水産業

者が、水産振興策やブランド化等による水産物

の高付加価値化への取り組みや、６次産業化へ

の取り組みなどに対しまして、その経費の２分

の１以内、上限５０万円を補助するものでござ

います。ただし、浜の活力再生プランを作成さ

れている漁協につきましては、上限１００万円

を補助することとしております。 

 以上で、農林水産業費の説明を終わります。 

 続きまして、１１６ページをお願いいたしま

す。 

 款１０・災害復旧費、項１・農林水産業施設

災害復旧費、目１・農業施設災害復旧費で、工

事請負費１０００円を計上いたしております。

これは、存目のため、計上いたすものでござい

ます。 

 以上で、農林水産部所管の農林水産業費及び

災害復旧費の説明を終わります。御審議のほ

ど、どうかよろしくお願いいたします。 

○委員長（大倉裕一君） それでは、以上の部

分について、質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本隆一君） 年度予算ということ

で、説明のほうは大変だったと思いますけれど

も、ありがとうございました。 

 一番最初のころに御説明いただきました、青

年就農給付金事業ということで、これまでの実

績というのが、どういったものかちゅうのを、

ちょっとお聞きできればなと思うんですけれど

も。 

○農林水産政策課長（小堀千年君） 青年就農

給付金の実績というような御質問ですが、これ

は、次長の説明にもございましたように、最長

で５年間ということで、給付されるということ

で、平成２４年度から受給者がおられまして、

現在５０名の方が受給されているというような

状況でございます。 

 ２４年度は５名、それから、２５年度は１０

名、その後、大体１０名程度ずつふえてきてい

るというような状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員（橋本隆一君） ありがとうございま
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す。 

 もくろみというか、当初の見込みとしては妥

当なところだというところで思っておられます

か、どうでしょうか。 

○農林水産部次長（枩島道則君） この青年給

付金事業、先ほど課長のほうからも説明があり

ましたとおり、年々ふえてきている状況でござ

いまして、私どものほうからは、確かにこうい

った形で後継者の支援するという形の中で、順

調に推移しているものと思っております。 

 今後ですね、このあたりについては、再度、

今の営農指導員等を含めまして、いろいろ御案

内をしているところでございますので、引き続

き周知を図っていきたいというふうに考えてお

ります。 

○委員（橋本隆一君） 今後も、その事業ので

すね、進捗を見守っていきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） 資料の、予算に関連す

るもんですけんでから、資料等、２つだけ、ま

あ、１つでいいですけども、ちょっとお願いし

たいと思いますので、委員長のお許しをいただ

ければと思いますが、よろしいですか。 

○委員長（大倉裕一君） はい、どうぞ。 

○委員（山本幸廣君） 平成１９年から２８年

度まで、農産物の粗生産額、品目ごとに政策課

かどこか、振興課かわかりませんけども。それ

と、農家の戸数の推移、そしてまた、農業の従

事者、並びに専業農家の戸数等について、資料

の要求を求めますので、委員長、お諮りをして

ください。 

○委員長（大倉裕一君） ただいま山本委員か

ら、資料の請求がございました。 

 平成１９年度から２８年度の粗生産額、農家

の戸数、それから、（委員山本幸廣君「従事

者」と呼ぶ）従事者数、そういったところの資

料をですね、請求の申し出がありました。 

 お諮りをしたいというふうに思います。 

 本委員会として、資料を請求することに御異

議ございませんでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 執行部のほうは、どれぐらいで資料の準備は

できますでしょうか。 

○農林水産政策課長補佐（田島功一郎君） 資

料のほうは、今ちょっと手元にはないんです

が、作成している分がありますので、そちらの

ほうを提供できると思います。（｢時間」と呼

ぶ者あり） 

 この委員会中、午後一でよければ、午後一で

準備をしたいと思います。 

○委員長（大倉裕一君） 山本委員、それで間

に合いますか。 

○委員（山本幸廣君） 審議中ですけど、よか

れば早目に出していただければ、予算審議の中

で活用させてください。 

○委員長（大倉裕一君） 執行部のほう、大丈

夫でしょうか。 

○農林水産政策課長補佐（田島功一郎君） た

だいまある資料を、すぐ準備をしたいと思いま

す。 

○委員長（大倉裕一君） よろしくお願いしと

きます。 

 ほかに質疑ありませんか。 

○委員（村川清則君） 園芸果樹振興対策事業

のトマト黄化葉巻病対策のために、昨年は一般

家庭向けに粘着シートを配付されたわけですけ

れども、昨年の実績とか、市内一円に配付され

たのか、あるいは平野部のトマトを植えつけて

ある、その辺の交付だけだったのか、その辺の

ところを、わかればお願いします。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（豊田浩史

君） 農業振興課、豊田でございます。 
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 昨年度配付いたしましたのは、主にトマト生

産地域の一般家庭農家を中心にということで配

付しております。 

○委員（村川清則君） 枚数とかわかります

か。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（豊田浩史

君） 枚数につきましては、１０アール当たり

２００枚を中心に配っておりますので、５０ア

ールで１０００枚近く配付したのかというとこ

ろで、実績であります。 

○委員（村川清則君） 一般家庭向けだから、

畑だから、１０枚単位であげられたんじゃな

い。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（豊田浩史

君） 失礼いたしました。１０枚単位で配って

おります。大体５０ヘクタールをめどに配付し

ておるところでございます。 

○委員（村川清則君） ことし、トマト農家の

黄化病にかかった割合というのが、非常に現場

では多いように感じます。耐病性も多くなって

るんですけれども、耐病性でない品種のほう

が、どうしてもおいしいもんだから、そっちの

ほうを、生産者はつくりたいんですけれども、

そういう品種になると、黄化病にかかってしま

うということで、ことしの被害状況の認識とい

うのはどんなですか。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（豊田浩史

君） 例年より、平成２８年産のトマト黄化葉

巻病の罹病率、発生率は高くなっております。

例年１.３％でしたのが、ことし、平成２８年

産は８.４％という調査結果が出ております。 

 これにつきましては、夏場の雨が少なかった

こと、それと、台風など、そういった風の被害

が少なかったことによりまして、全体的に害虫

の発生も多くなったというところで、コナジラ

ミの発生数も多くなったというところが要因か

と思われております。 

 以上です。 

○委員（村川清則君） 農家と話してみまし

て、どうしても、以前のように、農家に対し

て、以前３分の１の補助がありましたよね、苗

床だけのあれで。ああいう補助を復活してほし

いという要望も、多数聞きますんで、ぜひ、ぜ

ひぜひ御一考願えればと思います。 

 以上です。 

○委員長（大倉裕一君） 村川委員、今のは回

答、答弁は入りませんか。要望でよろしいです

か。（委員村川清則君「はい」と呼ぶ） 

○委員（山本幸廣君） 今、村川委員の黄化葉

巻病対策の中での予算計上を見る中で、私は一

昨年も、この黄化葉巻に対してはですね、粘着

テープを配付しなさいと、予算化しなさいとい

うことで、大変強く要望した経緯があって、今

回の２９年度の予算についても、トマト黄化葉

巻の、そのチラシ関係でも、一昨年と同じ４５

万６０００円で同額、同じ枚数ならばですね、

その４５万６０００円は、どこの印刷屋にやっ

たかわかりませんけども、印刷屋は、同じ印刷

屋で、同じ、一昨年の同額という、その数字の

根拠というのをですね、しっかり位置づけて、

もう答弁要りません、説明要りません。これ、

しっかり反省してください。４５万６０００

円、一昨年と同額ですよ。 

 それと、上の消耗品の５２万４０００円、こ

れについては、去年が新規でやった事業の中

で、ことしは５２万４０００円、下がっていま

すよね、一昨年の予算よりも。なぜ下がったの

かと、今、村川委員が言われたように、そして

また、答弁された課長からの答弁の中、説明の

中では、七・何％もですよ、黄化葉巻病が異常

な発生をしたと、私は異常と言うんですよ、２

８年度は。大変苦慮なされている、生産農家の

方々が。私は毎日のように現場へ行っておりま

すが、娘のところもトマトをつくっております

ので、ほとんど現場に行く機会が多いです。大

変です。ミニトマトであろうか、丸トマトであ
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ろうが、夏場の、今課長が答弁されたとおり、

夏場には異常な発生をしたと。そういう中での

影響というのは、やっぱし今の収穫時期でなく

ても、この３月末になっても、まだでも黄化葉

巻が発生をしとるという、そういう状況はです

ね、やはり現場に行って、現場をしっかり見な

がらですね、次の年度の当初予算には、どうい

う予算化するかということで、先ほど来資料要

求したのは、この予算編成の中で、どういう思

いを持ってですね、まずは、八代市の農家の粗

生産額というのを推移を見て、単年度の、５年

ぐらいを見てですよ、じゃあ、どこにポイント

してから予算をつけたらいいかのということ、

そしてまた、農家戸数がどれだけ、従事者がど

れだけ、そしてまた、兼業農家と非農家の差と

いうのをですね、どれがという、そういう分析

をしながらですね、農業の振興予算というのは

ですね、きちっと位置づけていかなければ、八

代市の農業というのがですね、基幹産業の中で

も、やはり日本の食糧基地なんですよ。そうい

う中で、予算はほとんど変わらない。そしてま

た、事業の見直しをしてない。これは執行部と

してはですね、私の言葉で言えば、これは厳し

い言葉になりますけども、申し上げいたしませ

ん。 

 そこらについて、私の今の質問に対してです

ね、ちょっとばかり説明してください。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（豊田浩史

君） トマト黄化葉巻病に関しましては、やは

り農家さん被害、かなり発生ということで、危

惧されております。 

 昨年は、先ほど申しましたように、天候の影

響もかなりございました。平成１４年には発生

率１４％という壊滅的な被害が発生したところ

でございます。それに対しまして、直接的に粘

着板を補助いたしまして、配付いたしまして、

急場をしのいだという実績がございます。 

 年々、抵抗性品種の品質もよくなってまいり

まして、そういったものの早期の、八代市の冬

トマトへの定着を図るべく、品種比較試験も行

っております。 

 なかなか、食味のほうで影響が、農家さんが

つくりたがらないというのもありますが、今、

新しい品種、食味のいい品種も、実証で行って

いるところでございます。 

 そういったものを含めまして、さらに農家さ

ん、生産農家様の自助努力によらない被害の発

生、そこを抑えるべきではないかというところ

で考えております。 

 トマト黄化葉巻病を抑えるためには、やはり

発生させないということも大事ですが、ハウス

の中にコナジラミを入れないというようなこと

も大事です。そして、発生した場合は、そこ

で、ハウス内で防除して、外に出さない、それ

も被害の蔓延を防ぐという、それだけしかござ

いません。 

 それで、外的要因によりますトマト圃場への

飛び込み、それを抑えるために、生産ハウスの

近くにありますトマト園、一般家庭のトマト園

からの飛び込みを、まずは抑えようではないか

というところで、この事業を行っているところ

でございます。これは、昨年度から、平成２８

年度から実施したところでございます。 

 昨年度、気候要因によりますといったところ

ではございますが、やはり生産農家様への、私

どもの啓発が、ちょっと足りなかったのではな

いかというところは、反省するところでござい

ますので、今後も引き続きですね、生産農家様

にしっかりした防除対策をとっていただけます

よう、関係機関と一緒に呼びかけをしてまいり

たいと、そういうところで、今努力していると

ころでございます。 

○委員（山本幸廣君） 課長の今の説明の中

で、理解するところはたくさんあります。それ

をですね、予算化する、予算と、じゃあ、そう

いうのをですね、今の説明の中でされた、それ
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を取りまとめた中で、新しい当初、新年度予算

にはどういう新規事業をしたらいいのか、対

策、対応の中でですよ、今の説明の中で。それ

が足らないから、結果としてですね、こういう

ひとつの状況になってきとるわけです。 

 当初予算ですからね、当初予算はしっかりで

すね、１年間を、２年前を振り返りながら、１

年を振り返りながら、新しい年度に向かって、

こういう事業をやろうということがですね、や

はり部課内、部内の中でですね、やはり現場を

知りながら、予算づけをしていくというのが、

これが一つの予算の計上なんです、予算編成の

時期から。 

 そういう中で、やはり病気の拡散を防止しよ

うというのが、新しい新規事業で、去年度スタ

ートしたんですよね。それならば、やはり現場

を見ながらですよ、非農家のところか、消費者

の方々を含めて、現場を見ながら、その調査を

しながらですね、やはり新年度に、じゃあ、予

算がどう予算化するか。先ほど来の説明があっ

たように、農家の自助努力も大事ですよ。それ

ははっきり言って、抵抗性のトマトと品種の、

やはりコナジラミを防除するという中で、品種

の改良を、やはり種子会社というのは、種子苗

会社がつくり上げた。ところが、それがやっぱ

りマンネリ化して、何年ごとには、こういうふ

うに、やっぱりコナジラミが異常発生をしてく

るという、じゃあ、どうしたらいいのかという

こと。苗床から、やはり今の、先ほど来村川委

員が質問されたように、やはり苗床で、いかに

コナジラミを対策、撲滅するかということなん

です。それは粘着テープしかないんですよ。防

除しかないんですよ。そういうのをしっかり見

た中でですね、新しい対策の予算というのを、

事業する、対策予算をする、そしてまた、各団

体、ＪＡ等にですね、啓蒙活動をしていくと。

防除の活動、そしてまた、はっきり言って、チ

ラシばかりじゃ読まっさんけんでから、ネット

でもいいかと。はっきり言ってから、広報車で

どんどんどんどん、生産者に位置づけていくか

という、そういうふうなですね、啓蒙の運動を

しなければ、私は、先ほど来言うように、農家

の粗生産額にかかわってくるんですよ。農家の

所得にかかってくるわけですよ。 

 そういうことで、きょうは、私としてはです

ね、課長をいじめることじゃありません。た

だ、課長だけじゃありません。やはり関係部署

がですね、しっかりですね、営農指導員も、さ

っき２人の予算計上してあるじゃないですか。

そういう方々にも、やはり候補者はしっかりし

た候補者で、営農指導をするとかですね、後か

ら質問しますけども、今回の、一昨年の新規事

業、それから、黄化葉巻のチラシ関係について

も同額だったということは、大変残念だったと

いう、私は思いであります。それについても、

反省をしながらですね、やはり予算づけをもっ

と、予算づけしながら、対策をしていくとい

う、その方向性でいってもらいたいと思います

が、いかがですか、課長。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（豊田浩史

君） 私も、黄化葉巻病については、やはりト

マトの生産にかなり影響するということで、日

々、５月から常に一般家庭にも呼びかけるため

のチラシを作成しています。 

 それと同時に、実際生産圃場のほうに伺いま

して、防除のほうの徹底を、広報活動も４回ぐ

らい、昨年は実施いたしました。 

 そういった中で、中には農家様がこちらのほ

う、話を聞いていただけない部分もございます

ので、そういったところは、やはり私どもの詰

めの甘さがあったのかなと思います。 

 やはり生産部会など、そういったところの会

合にも伺いながら、今後はですね、農家様に御

理解いただけるような訴えをしていきたいと考

えております。よろしいでしょうか。 

○委員（山本幸廣君） 行政指導の壁というの



 

－25－ 

はどこまでかということを、しっかりですね、

線を引きながらということでお願いしたいと思

いますが、そこで、黒木部長、今の担当部の説

明があったわけですので、部長としては、予算

編成のときを含めてですよ、やはり財政運営は

しっかりしたですね、位置づけをしてくださ

い。トマトの粗生産額を見てくださいよ、ナン

バーワンですからね。そういうのを含めて、ど

ういう振興策をするかということをですね、し

っかり、やはり部長なり、次長あたりが、やは

り部下のですね、働きぐあいの中でですね、理

解をして、財政部についてはですね、予算要求

時期には、強く要望してください。お願いをし

ておきます。要望ですので。 

 要望じゃなくしてから、部長に、その熱意ば

聞かせてください、黒木部長の熱意を。トマト

は、あなたは山だけん知らんどばってんが。

（農林水産部長黒木信夫君「申しわけないで

す、東陽なので」と呼ぶ） 

○委員長（大倉裕一君） 部長、答弁をお願い

します。 

○農林水産部長（黒木信夫君） ただいま山本

委員の御提案ですが、先ほど課長が申し上げま

したように、行政でできる範囲内のことを、ま

ずはやっていくと、それが大事だと思ってます

が、委員の御提案も含めて、今後検討をしてい

きたいと思ってます。 

 以上でよろしいでしょうか。 

○委員（山本幸廣君） これは要望ですので、

先ほどの村川委員からも質問がありましたが、

豊田課長、よかければ、被害状況をね、よろし

かれば、はっきり言って、八代市全体のトマト

黄化葉巻の被害状況、それについても、調査し

て、実績があればですね、結果としての資料が

あれば、提出をしてください。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

○委員（矢本善彦君） ８３ページの担い手育

成総合支援事業、これは婚活も入っているんで

すかね。 

○農林水産政策課長（小堀千年君） 今の御質

問の担い手育成総合支援事業につきましては、

認定農業者の育成確保、それから、農業経営の

法人化及び集落営農の組織化などの総合的な支

援対策を行う協議会への負担金というふうなと

ころで、婚活は別途、八代市農業後継者育成支

援事業のほうでやっております。（委員矢本善

彦君「何ページ」と呼ぶ） 

 予算書でいきますと、８２ページの目５のほ

うで、説明欄に農事研修センター自主事業とい

うのがございますが、この中に、今申しました

後継者育成支援事業、――協議会がございまし

て、そこで婚活事業も行っているところでござ

います。 

○委員（矢本善彦君） やはりね、はっきり書

いとかんとわかりにくい。婚活なら婚活で、大

々的に書かんとね、青年給付金の１５０万もい

いけどね、やはり農業関係で結婚してもろうて

子供を産んでもろうて、そして跡継ぎばつくら

にゃ、やっぱりいかんとよ。そこはちょっと考

えてやらんと、全然、私も一般質問したけど、

活動してない。やっぱりＪＡと企画振興課に、

一緒になって力入れていかんと、ね、そんなの

大事と思いますから、ぜひひとつ、力入れて頑

張ってください。そして、どんどんＰＲしてい

ただいて、お願いします。 

 以上です。 

○委員（橋本隆一君） 当初、冒頭のですね、

部長の方針と、それから、現状についての御認

識のところで、ちょっと確認させていただきた

いんですけども、水産業のところの、具体的な

ところで申しわけないんですが、鏡のオイスタ

ーハウスですね、あれで、部長のお話の中、私

の記憶で申しわけないんですけども、順調にと

いうことがあったと思うんですが、実際に、私

もちょっと、何度か確認させていただいたら、
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かなり前年度より落ち込んでいるような状況な

んですよね。そういうふうに聞いているんです

よ。それが、決算が出てないもんですからあれ

なんですが、私の認識が間違っているのか、そ

ちらがどんな状況を捉えているのかが、ちょっ

と確認させていただければなと思ったもんです

から。 

○水産林務課長（竹見清之君） 水産林務課の

竹見でございます。 

 鏡のオイスターハウスにつきましては、１つ

は、橋の関係で、お客さんが減ったというのも

ございます。それと、もう３年目になりまし

て、皆さん来られたということで、今、できる

だけ、少しでも中身を変えたり、いろいろし

て、お客さんに新鮮な、今までとは、また違っ

た方法でオイスターをいただたいていただくと

いうような形になるよう、水産林務課のほうも

県と一緒になって、今指導を行っているところ

でございます。 

 以上です。 

○委員（橋本隆一君） ということは、必ずし

も順調というところではなくて、課題があり、

それも道路、橋のですね、環境的な要因と、そ

れから、今言いました、やっぱり工夫と創意が

必要かなというところで認識させていただきま

した。ありがとうございました。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありませんか。

（｢休憩しましょうや」｢休憩でよか、よかば

い」と呼ぶ者あり） 

 それでは、質疑の途中ではありますが、午前

中の審議はここまでとし、しばらく休憩いたし

ます。 

 午後は１３時から再開したいと思います。 

（午前１１時５９分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後 １時００分 開議） 

○委員長（大倉裕一君） それでは、休憩前に

引き続き経済企業委員会を再開いたします。 

 第５款・農林水産業費及び第１０款・災害復

旧費についての質疑を継続いたします。 

 まず、私のほうから、午前中資料請求のあり

ました資料のほうを、お手元のほうにお配りし

ております。御確認をお願いしたいというふう

に思います。 

 それでは、質疑を受け付けていきたいという

ふうに思います。質疑ございませんか。 

○委員（笹本サエ子君） ８２ページ、食肉セ

ンター管理事業１億３４７８万５千円、上程さ

れています。 

 質問ですけれども、ここで、現在の建物の面

積、どれほどか。それから、市有物件はないの

か。そして、もし、市有地がありましたら、そ

の面積。そして、更地にした後の総面積につい

て、質問いたします。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（豊田浩史

君） 食肉センターの建物の面積でございます

が、それぞれの施設ごとでよろしいでしょう

か。 

 大動物屠室が５２９.４平米、小動物屠室が

１１４.２平米、食肉流通施設が１２８０.７平

米、管理棟が２００平米、主な建物はそのよう

にございます。合計しまして、２１２４.８平

米でございます。 

 更地にした場合の市有地、面積でございます

が、１万３０００平方メートル、約でございま

す。 

 それと、市有地、全て市の所有地でございま

す。 

 以上でございます。 

○委員（笹本サエ子君） ありがとうございま

した。 

 続けて、意見のほうを言わせていただきます

けれども、私も、この地にしばらくの間、学生

時代過ごしたことがあります。御当地の皆さん

は、この食肉センターが使わなくなって、非常

に危惧されておりました。長い長い期待が、今
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回更地にするということで、実現いたしますけ

ど、大変期待を持っておられます。 

 一般質問でも、大倉議員から質問がありまし

たように、ぜひ、この地が更地になったら、関

係者の皆さんや地域の皆さんの要望をしっかり

受けとめながら、合意の上で、住民に役に立つ

ものをつくっていただきたいと願っておりま

す。強く要望しておきます。よろしくお願いし

ます。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありませんで

しょうか。 

○委員（矢本善彦君） イグサ、畳張りかえ、

実績ばちょっと教えてください。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（豊田浩史

君） 実績と申しますと、昨年度の実績でよろ

しいでしょうか。 

 平成７年度の張りかえ実績は、（｢２７年」

と呼ぶ者あり）済みません、平成２７年度です

ね、決算額が４８３.５万円でございます。張

りかえ枚数は４８４枚でございます。 

 ２７年度でよろしいでしょうか。（委員矢本

善彦君「２８年度、わかる」と呼ぶ）２８年度

現在は、現在決算額は６１０万円でございます。

枚数は、それの１０００分の１。（委員矢本善

彦君「枚数は」と呼ぶ）６１０枚。 

○委員（矢本善彦君） はい、わかりました。 

 公共施設は、５年越しの張りかえだったか

な。公共施設の畳の張りかえは。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（豊田浩史

君） 現在、公共施設の張りかえ事業は実施し

ておりません。 

○委員（矢本善彦君） ああ、してないの。 

 今、私たち、和室におるんだけど、畳、ズボ

ンについてな、張りかえんと。やはり本場だか

らね、いろんなコミュニティーも、住民自治で

やるから、そんなのも気をつけてね、張りかえ

を推進していただきたいと。 

 以前私、一般質問したときに、５年越しの公

共施設での張りかえて聞いとったんもんだか

ら。よかです、もう。わかりました。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） まずもって、資料を、

提出を求めたところ、本当に担当部署の部の

方、御協力いただきましてありがとうございま

した。目を、今通させていただいております。 

 一番問題なのは、やはり、農業従事者という

のが、２０年に半分、そしてまた、これからの

２０年後には、農業従事者が、もういないよう

な状態になるという、過疎化が進んでいるとい

うのをですね、この資料でわかりました。 

 同時に、作物についても、米、そしてまたト

マトがいかに、２３０億という、今回はまだ２

５０億ぐらい、ＪＡの試算の中ではお聞きして

おるわけでありますけども、そのように、トマ

トが基幹作物になってきたという中で、やはり

日本一の産物ということを考えれば、先ほど来

質問したように、やはりトマトの病気の発生、

そしてまた販売促進、そして価格の安定等に、

担当部署は大変努力をされとるということは、

それについては評価をさせてください。 

 ただ、事業の内容については、先ほど来質問

したようにですね、もう少し内容等には、十分

気を使って、当初予算では、やはりしっかりし

た予算編成の中で位置づけをしてください。そ

のトマトの園芸の振興も含めてですね。 

 そういうことで努力をしてほしいと思います

が、予算の計上等についても、先ほど来黒木部

長からもお話がありましたように、次長には、

しっかり補正でも組んでから、粘着テープにつ

いてやりなさいよという発言も、別なところで

しておりましたので、どう対応されるか、期待

をいたしております。 

 それでは、フードバレーの推進課の方々、ち

ょっと質問しますので、お願いをいたします。

答弁してください。 
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 概要の１８ページと、そしてまた、当初の予

算の予算書も含めてでありますが、１８ペー

ジ、フードバレーについては、もう本当に、県

が推進をしてから、２分の１の補助で、どんど

んどんどん進んでいった気がするわけでありま

すけども、実際に実務の中でですね、この予算

編成の中で、効果はどれだけあるのかというの

がですね、問われているような気がしてならな

いんですね。 

 といいますのは、まず、フードバレーの輸出

の促進事業のところです。海外流通を促進する

経費等も含めて、地方創生の交付金であります

ので、２分の１でありますが、台湾なり、そし

てまた海外の流通のアドバイザー、海外展開の

サポート、晩白柚のプロモーション、農産物の

輸出等々の利用の補助金と合わせてですね、１

４７０万という数字であります。危惧するの

が、ほとんど担当部が、その説明の中で、台湾

の晩白柚はですね、マスコミ等も報じて、あの

ような中で、一昨年の反省、どういうところに

反省があったのかということを、まず聞かせて

いただきたいと思います。 

 それと、輸出について、農水産物の輸出、こ

れについても利用補助金等が出ております。こ

れについて、一昨日も一般質問で、部長の答弁

の中では、米もですね、輸出をしなきゃいけな

いという、そういうふうな答弁がなされたの

が、耳に聞こえてきたわけでありますが、米を

輸出した場合のコストの問題、農産物は全部コ

ストです、ですね。コストの問題と、実務利益

がどれだけあるのかというのとをですね、どこ

まで計算されているのか、そこ当たりを聞かせ

てください、まず。晩白柚も含めて。 

○フードバレー推進課長（宮川武晴君） フー

ドバレー推進課、宮川でございます。よろしく

お願いいたします。 

 今御質問の、まず、晩白柚を海外に輸出する

際に、一昨年からの取り組んでいることに対し

ての反省点ということについて、お答えをさせ

ていただきます。 

 一昨年、晩白柚をですね、香港に持っていき

たました際には、博多港から出したというとこ

ろがございます。地域の農産物であります晩白

柚を八代港から出すことができなかったという

ことを踏まえまして、昨年度からは、八代港か

らですね、荷主の皆様、それから、荷役の皆様

の御理解、御協力をいただいて、昨年度、それ

から今年度は、八代港から出すことができたと

いうのは、非常にですね、ありがたかったかな

と思います。 

 それから、実際のコストの部分につきまし

て、申しわけございません、コスト部分につい

ては、あくまでも民間事業者様の取り組みとい

うことになりますので、私どもといたしまして

は、こちらの概要書のですね、説明に書いてあ

りますようなプロモーション活動の委託料、そ

ういったものでお手伝いをさせていただいてい

るということになりますので、実際の荷主とい

うことになりますと、例えば、大きな出荷組合

でありますＪＡさん、経済連さんあたりが荷主

となってですね、その辺のコストのほうも計算

してやられていらっしゃるということになりま

すので、申しわけございませんが、私どもで

は、そこまでですね、今資料としては持ってい

ないというようなところで、お答えとさせてい

ただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員（山本幸廣君） 私が意図するところ

は、行政としてもですね、なぜ私がこういう質

問をするかといいますと、うちの今回の一般会

計の予算を見てください。その中で税収を見て

ください。税収がいかにですね、自治体の指針

になるかということ、ほとんど７割以上という

のは、交付金に頼っておるという自治体なんで

すね。だからこそ、私は今回農家の所得という

のを、いかに向上していくかという、その中
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で、利益の調査もですよ、そこらあたりについ

ては、課長、今後はですね、もう言いませんの

で、しっかりした利益ですね、はっきり言っ

て、コストを引いた中で、これだけですよとい

うですね、計算方式の中ではですね、その中で

は、どうやって次の予算をつけるかと、そうい

うことは、やっぱし、しっかり私は精査して、

その指針というのは、私は示すべきだと思う。 

 ＪＡはＪＡの団体としていいわけですけど

も、やはり、ＪＡがしたのは、そこらあたりＪ

Ａにどれだけもうかりましたかと、コストどれ

ぐらいかかりましたかという試算表は、これは

もらうべきであってですね、うちはもう、はっ

きり言って、フードバレーというのは、ＰＲす

ればいいという問題じゃないわけですね。な

ぜ、その次の中で、フードバレーの６次化産業

の推進の事業、これは９００万でありますが、

この中で、いろんなマスコミ等も出てきますけ

ども、その方と、何回か企業なり、団体の方々

と、６次化を進めておる方と聞きましたところ

が、そがなもうからんとたいなということで、

企業の方々が、どれくらいの企業が参加され

て、どれくらいの企業が、今本当に、この６次

化にですね、進んでおられるのか、そこあたり

の、ひとつ状況を教えてください。 

○フードバレー推進課長（宮川武晴君） 現在

のですね、今年度の６次化に向けました取り組

みでございますけれども、少し済みません、資

料を確認します。 

 申しわけございません、時間を使いまして。 

 今、フードバレーの県の組織であります協議

会のほうが、７００を超える事業者様が、今参

加をされておりまして、うち八代市内がです

ね、２１０の事業者様が、現在いらっしゃいま

す。 

 この方々にはですね、毎年、年度当初に今年

度の取り組み状況などにつきまして、まず、お

手紙などを出しましてですね、御意向のほうを

確認させていただくということをやらさせてい

ただいております。 

 そういった中で、また新たな取り組みにチャ

レンジしたいとかですね、こういったことで悩

みがあるからということで、ヒアリングを希望

されたところは全て回るようにしておりまし

て、その中から、今年度は特に６つの事業者様

をですね、重点支援ということで、重点的なサ

ポートをやらせていただいていると。その中

で、プラス７社ぐらいはですね、こういったお

悩みがあるからということで、毎月のですね、

巡回指導の中で御相談を受けたり、お悩みを聞

いたり、その解決方策を一緒に探っているとい

うようなところで、この辺をですね、アドバイ

ザーとも連携しながら取り組まさせていただい

ているという状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） １８ページの資料の中

でも、約９００万ぐらいの予算を組んでますよ

ね、課長。その中で、アドバイザーが、委託費

が３３４万ですよね。それと、その協議会の負

担というのが４２３万、４２２万３０００円、

ほとんど協議会の負担とアドバイザーですよ

ね。 

 そこで、私がちょっとお願い、質問したいの

はですね、今、６社と言われたんですが、この

６社の中で、２１０社って、ほとんど変わって

ない。これは前から変わっておりませんか、２

１０社の事業所。減っておりますか、ふえてま

すか。 

○フードバレー推進課長（宮川武晴君） 済み

ません、正確な数字を持っておりませんが、微

増ということで、若干ふえ気味ということで御

理解いただければと思います。 

○委員（山本幸廣君） 微増ですね。 

 重点的にという言葉がありましたが、これ

は、私からのお願いというか、私の考えも含め

てでありますけれども、この６次化をどんどん
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どんどん進めていく中でですね、この予算でい

いのかと、この予算の内容でいいかのというこ

とですね。アドバイザーに３００万の委託費、

かけられておるわけですけれども、そのアドバ

イザー、アドバイザーといってもですね、私

は、今の状況で、事業主の方々が聞けばです

ね、何か冷ややかなという感じを、ちょっと最

近聞くんですけども。６次化って、なかなか難

しいと。販売までいく途中で座礁するんですよ

という、そういう考え方の方々が多いというこ

とは、課長、大体おわかりでしょう。それをち

っょと発言してください。 

○フードバレー推進課長（宮川武晴君） 今、

山本委員の御意見につきましてですが、私ど

も、事業者様のヒアリングをさせていただいて

いる中で、今まさに御指摘のとおり、生産から

生産物を加工し、それから販売をするという、

いわゆる６次化というのはですね、大変厳しい

という御意見は伺っております。そういったこ

とからですね、農商工連携、今つくる、生産を

される、それから、加工の部分を、また別のと

ころで、材料を生かしてやっていただいて、売

る、販路は、また別の専門の方にお任せする、

お願いをするという、農商工連携のほうをです

ね、どちらかというと、これに対してのニーズ

が非常に高くなっているなというふうに受けと

めておりますので、今後、そういった、これこ

そ生産者様の御意向に沿う形になりますので、

一貫してやりたいとおっしゃる方も、まだいら

っしゃいますし、そういった分業的なもので加

工品のですね、商品開発を取り扱いたいという

御意向もございますので、そこは、生産者様の

ニーズに応じた対応をさせていただきたいと、

かように考えております。 

○委員（山本幸廣君） 推進事業の目的という

のが、６次化の産業化ということでありますの

で、これについては、しっかりした６次化とい

うのをですね、事業主の方々というのは、事業

者の参加の方々というのは、それはわかってお

られるんですよね。ところが、それがなかなか

難しいということの認識が高いということはで

すね、今、課長が言われてから、それについて

も付加価値をつけ、新商品も含めて付加価値を

高めたいと、これがまた難しいんですよね。 

 フードバレーの事業に参加される方は、何社

かは、はっきり言って、経営不振になっとると

いう方々もたくさんおられるということはです

ね、やはり、そこらあたりの線引きをしながら

ですね、フードバレー事業という中で６次化と

いうのを進めていかなければ、窓口だけをどん

どん広げっとってから、もうはっきり言って、

何年かしたときには倒産してからいなかったと

いう、これはどこに責任があるかというのもで

すね、私たちは、このフードバレーの６次化と

いうのはですね、しっかり分析をしながら、こ

の事業者ならば、この６次化をどんどん進めて

いこうという、そういうふうな選別をしていた

だきたいと、私は思うんですよ。あんまりパフ

ォーマンス的なフードバレー、フードバレーっ

て、今県がやっておりますけども、中身につい

ては大変ですよ、その市町村は。みんな、頭こ

ぎゃん下げておられるんですけれども、私が言

うのは事実ですからですね。その中で、今回の

予算についても、９００万推進についてはです

よ、先ほど来言ったように、輸出の促進につい

ても、それは米を輸出したならばですね、赤字

ですよ、黒木部長。八代の八代米を、米をです

ね、台湾とかなんかに輸出、海外に輸出したら

赤字ですよ。赤字の事業を何するかということ

になるわけですから、輸出については。輸出の

産物の線引きをせないかんということをです

ね、しっかり言っておきますから。輸出、輸出

というんですけれどもですね、それはもう本当

に厳しいですよ。今回２国間の中でも。アメリ

カに輸出なんかでも、何もないですよ、はっき

り言ってから。 
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 あとは、私が今言ったように、６次化の中

で、加工品をどうやって輸出するかということ

なんです。これを、加工品に対するですな、あ

る程度の補助したらいいんですよ、と思いま

す。 

 米なんかは、それはもう絶対そうしたら、新

潟とかねですね、おいしい米があるわけですか

ら、八代米を輸出したら赤字でですね、１回行

ったら、二度としないですよ。と、私は思いま

すが、いかがですか、部長。 

○農林水産部長（黒木信夫君） 先ほど課長か

らの話もありましたが、選択は大事だと思いな

がら、自分たちで協力できる部分を探しながら

やっていかなければいけないというふうには思

ってます。 

○委員（山本幸廣君） これからの地方自治体

の、このフードバレーというのは、県がしたか

らって、せいのって、あくまでですも、泥船に

乗ってから沈没するようなことはしないでくだ

さい。これだけお願いしときますから。台湾基

隆市を含めてですね、パフォーマンスはいいん

ですけども、中身にとって、八代市が果たす役

割というのをですね、物申すときには、県には

物申していかないかんと思います、フードバレ

ー事業については。これは絶対いつか頓挫しま

すから、私は言っときます。そんなに厳しいん

ですよ、６次化というのが。それだけはです

ね、課長、しっかり捉えてください。 

 そしてまた、伸び率のある事業者には、どん

どんどんどん伸び率の中で援助していくとい

う、そういうふうな方向性がいいと思います。

あんまり幅、窓口を広げてしまったらですね、

じゃあ、あと倒産した事業者にはどう責任とる

かということになるわけですからですね、強

く、これについては要望しておきます。 

 まずもっていいです、これくらいの質問で。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） １９ページです。市内

一円の土地改良事業の農地整備課について問い

たいと思います。 

 １億９９００万、ほとんど一昨年と変わらな

いような予算で計上してあります。少し分析を

してみました。その下のほうに、集落排水から

農道の整備の道路維持改良を行うということで

ありますので、大変農家にとってはですね、こ

の事業の整備事業については、感謝をしており

ます、私も。 

 感謝をしておる中で、当初予算でありますの

で、その分析をしますと、測量設計の委託が、

排水路、農道で４７９０万１０００円計上して

あります。その下の集落排水の排水路の改修で

７９９０万、農地、農道の改良で３８５６万１

０００円、改修と改良で合わせて、御存じのよ

うに、１億ぐらいになりますが、私が意図する

ところは、測量設計の委託料が、約５０００万

ぐらいの測量の委託料がかかるんですよね。な

ぜこんなに測量委託がかかるのか、まずはそこ

を説明していただいて、じゃあ、この測量設計

委託料をどうやってコストを下げたならば、コ

ストを下げる努力というのは、どういう問題を

したらコストが下がるのか、ここらあたりにつ

いて、まずは答えてください。余りにも測量設

計委託料が高いということをですね、私から指

摘をさせていただいて、その説明を求めます。 

○農地整備課副主幹兼農地整備係長（前田浩信

君） 農地整備課、前田でございます。よろし

くお願いいたします。 

 委員御指摘の測量設計委託についてですけれ

ども、まず、一番大きいのが、この中に入って

おります測量設計費の中で、用地測量が７００

万ほど入っております。こちらについては、今

現在、補助事業のほうで進めております日奈久

新開東割、こちらのほうの用地に関しまして、

現状の工事と、現状がちょっと、余りにも違う

もんですから、そちらのやつについて、ちょっ
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と補助事業ではできないということで、単独と

いうことで、２００万計上しております。 

 それから、排水路の設計ということで、今、

水島のほうで一番長い路線が、約７００メート

ルほどあるんですけれども、そちらのほうが、

一番延長的に長いもんですから、工事の部分に

ついては、約１００メーターか２００メーター

ほどしかないんですけれども、測量設計につい

ては、全路線する必要がございますので、その

あたり全路線を計上しております。こちらのほ

うが約３００万ほどです。 

 あと、道路改良のほうで、こちらも、今年度

は工事しないわけでございますけれども、延長

的に約３００メートルほどございます。こちら

のほうが、一応来年度工事する予定ですけれど

も、一応先行投資というふうな形で、測量設計

のみ計上しておりますので、その分が約、こち

らも３００万ほどかさんでおりますので、その

分が、結構測量設計費が上がったような経緯と

なっております。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 昨年度の測量設計は幾

ら。 

○農地整備課副主幹兼農地整備係長（前田浩信

君） 昨年度の測量設計に関しましては、トー

タルで１８８１万です。本年度が３５８０万と

いうふうになっております。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） それは間違いじゃない

の。間違いでしょう。昨年度の概要を見てくだ

さい。４８０２万８０００円って、測量設計は

予算計上しとるでしょう。どこの一千何百ね。 

 ４８００、測量設計委託料が排水路、農道で

同じ１つの項目の中で４８００、どういう数字

を出すんだ、あなたたちは。だから、信用でき

ないんだよ。４８００ですよ。概要に書いてあ

るて。しっかり見てくださいよ。しっかり答え

てください。間違いなら間違い。訂正しますな

ら、訂正しますと言ってください。 

○農地整備課副主幹兼農地整備係長（前田浩信

君） 申しわけありません。こちらのほうと

は、また別に、主に中山間事業になりますけれ

ども、環境計画策定費というのが１１００万ほ

ど入っておりますので、その部分を、一応計上

しておりませんので、その部分が間違いと思い

ます。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） そういう中で、もう言

いませんよ。それは謝れとかなんか言いません

から。ただ、このコストについてですね、もう

少し削減でけんかなと。私たちは議会として見

たときにですよ、やはり測量設計委託が、内容

的にはそういう問題があるかもしれません。だ

けど、ほとんど前年度と変わらないんですよ、

ですね、前田係長、変わらない。その内容はわ

かるです。あとは、どうやってコストを下げる

かということをですね、努力をしてほしいと。

そこらあたりはどうですか。 

○農地整備課長（沖田良三君） 委託料のコス

ト縮減についてお答えをしますが、昨年度と今

年度、通常の工事に伴う汚染測量以外の分が入

っとったということで、４８００万、もくしは

４６００万程度となっておりますが、私たち

も、いかに測量設計に係るコストを下げるかと

いう中では、現在自前でも測量を、実際行って

おります。災害復旧も含め、通常の単独事業に

おきましても、できるだけ簡易なやつは、職員

の技術向上も含めて、自前で測量をして、設計

をしているというところもございますので、一

応そこのところは御理解をいただけたと思いま

す。 

 今後も引き続き努めていきたいと思ってま

す。 

○委員（山本幸廣君） 沖田課長が言われたよ

うに、私が、再度沖田課長が、今のような答

弁、説明をしなければですね、自前でできるこ
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とは、自前でしなさいよと言いたかったんです

よ。それが技術の向上なんですよ、職員の、技

術師の、ですね。それはきちっとしてくださ

い。そうしなければですね、やはり改修費とで

すよ、やはり測量費がほとんど、半分ぐらいは

測量費にかかること自体が、私はおかしいと思

うわけですよ。おかしいと思うんですよ。測量

費がかからなければ、どんどんどんどん、単年

度測量が１億かかってもいいんですよ。それか

ら５年間は、測量費がどんどん低下してから、

改修が、延長がどんどんどんどん延んでいくと

いう、そういう体制ならばいいんですよ、はっ

きり言ってから。それは理解しますよ。ところ

が、今の状況では、毎年こういうふうな状況

で、数字が上がってきとるから、感じて、質問

したということですので。そういうことでござ

いますので。黒木部長、次長、聞いとったな。

（｢はい」と呼ぶ者あり）聞いとらんていうて

から、答弁の、質問じゃ違うとのおるけんね。 

 以上です。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

 ないようであれば、私が質問をしますので、

副委員長に委員長を交代して質問をいたしま

す。 

○副委員長（笹本サエ子君） それでは、暫時

委員長の職務を行いますので、よろしくお願い

いたします。 

○委員（大倉裕一君） 今年度ですけれども、

ミツバチの危機が叫ばれておりまして、当委員

会でも、ミツバチのですね、視察を行ったとこ

ろなんですけども、なかなか予算上は見えてこ

ないわけですが、ミツバチの効果というのも、

非常に園芸農家さんあたりへの影響度合いも大

きいということで、２８年度の現状と、２９年

度に向けてですね、ソフト的な事業のほうが多

いのかもしれませんけども、どのような対策、

対応をとっていこうとお考えでおられるのかと

いうところを確認させていただきたいというふ

うに思っとります。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（豊田浩史

君） 交配用のミツバチのことでよろしいでし

ょうか。（委員大倉裕一君「はい」と呼ぶ） 

 交配用のミツバチ、主にメロンとイチゴにつ

いて、地震の影響で、種蜂が不足したというと

ころで、交配用に供給できる箱数で、７５０箱

が不足というような状況が、八代地域ですね、

起こっております。 

 それに関しましては、県と一緒に、県、ＪＡ

含めまして、各方面からの供給をお願いして、

あと、八代市内の養蜂家さんの御尽力もござい

まして、何とか行き渡ることができたところで

ございます。 

 ただ、メロンについて、一部不足するのでは

ないかということでございましたが、メロンに

つきましても、球磨地域とかの、そちらのほう

からの支援もございましたので、何とか間に合

った。しかしながら、来年作のイチゴに関しま

しては、やはり種蜂が不足するという現状があ

ります。ですから、現在県のほうでですね、種

蜂の購入費をですね、野菜振興協議会というの

がございますので、そちらのほうでですね、次

年度の対策として、今計画されているところで

もございます。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） 要望になりますけれど

も、そのあたりの情報を、やはり関係者の方々

と共有化していく作業というのは、大切だとい

うふうに思いますので、丁寧なですね、情報共

有化に努めていただくようお願いを申し上げて

おきます。ありがとうございました。 

○副委員長（笹本サエ子君） それでは、委員

長の職務を委員長と交代いたします。 

○委員（山本幸廣君） １９ページ、お願いし

ます。農地整備課。 

 非補助の土地改良の融資事業、９２００万で
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すが、これについては、市の負担分もありま

す。そういう状況の中で、今回昭和地域と南吉

王丸と上鏡でありますが、そもそもの土地改良

事業の、県営の土地改良事業ですけれども、含

めて、下の欄の県営の土地改良事業の負担の事

業も含めてでありますが、私が、現場にずっと

行って、見ておりますが、まず、お願いしたい

のは、この予算についてはですね、私は、市の

負担分を含めて、２０億ぐらいありますが、こ

れは県の事業ですけんでから、私には何も言う

ことはありません。ただ、この土地改良事業を

ですね、県が進めた中で、市の負担もあります

けども、後のですね、農作物を、農産物をつく

る状況の中で、農業の所得をどうやって上げて

いくかというのを、これがですね、県は欠けと

ると思うんですよ。事業はするけれども、後に

ついてはですよ、じゃあ、特区じゃありません

けども、この地域については、都市整備事業

を、県がした中ではですね、やっぱり水田、そ

してまた砂地、いろんなところがあります。そ

の地域の中でもですね。農産物がですね、農家

所得がほとんど上がってないという現況なんで

すよ、今のところ。 

 この前、鏡の野﨑地域に行ってまいりまし

た。野﨑地域に行ったら、ほとんど露地野菜も

ありません。イグサなり、レンコンなり、そし

てまた、水位が高い。今ちょうど改良事業をや

っておりますけどもですね、水位が高い。本当

に満潮のときに行ったときには、はっきり言っ

てから、マイナスになるような状況で、じゃ

あ、何ができるかということで、農家の方々に

大変、そのときの懇談会をした中でですね、心

配されておりました。その心配は、何ばつくれ

ばよかだろうかということなんですね。今の現

状の中で、農業後継者は少ないという状況で。

本当に現場は、まあ、見てください。金剛干拓

も、昭和がですね、今の状況で、今整備やって

おりますが、昭和についてはですね、排水の格

差というのがですね、昭和はほとんど水位が低

いです。ですから、昭和というのはハウス地帯

がですね、あるんだなと。 

 金剛と、今の野崎地域については、大変な心

配をしておるという状況の中で、この予算を見

る中でですね、２０ページ、２０ページの土地

改良の融資償還の補助金であります。これにつ

いて、地元負担等ついて、償還助成を行うわけ

でありますけども、新しく債務負担行為をやっ

ておりますよね。そういう中で、先ほど来の整

備事業をしたところがですね、地元負担の償還

ができないような状況になってきやせんだろう

かと。これは沖田課長、大変、今、心配、危惧

をしております。じゃあ、政策金融ですね、償

還できない状況、地元負担金がですよ。いいで

すか、これはしっかり聞いとってください。こ

れができない状況になったときにですね、じゃ

あ、どういうふうな事業の中で、これだけの国

の事業としてですよ、大変なことになるという

ことはですね、やはり基盤整備したならば、い

かに農家所得を上げるような体制をつくる振興

課と、担当部と県と、農林部とですね、私は農

林水産と、やっぱりこれは検討していかなけれ

ば、大変な時期に来て、地元負担が、償還がで

きんとなったときも、事業推進をした。窓口は

うちですけども、県でありますけどもですね、

それが心配、危惧されるということをですね、

私から、沖田課長に、ちょっとお伺いをしたい

と、その心配せんでよかですばいというです

ね、ことの説明なら、私も、石なんのたたかん

でよかですけんでから。御説明方お願いしま

す。 

○農地整備課長（沖田良三君） 議員のほうが

おっしゃられました、県営事業、あるいは非補

助土地改良事業を進めていく中での問題点とい

うことで、先ほどお話が出ましたが、野崎、昭

和地区、これは、実際今、道路、排水、用水等

の事業を行っているわけですが、あわせて、排
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水機場も事業計画に盛り込んでおります。野

崎、昭和地区につきましても、排水機場の整備

に、今着手を、もちろん県の事業でございます

が、着手をしたところでございますので、あわ

せて、事業が完了した後には、また水田の汎用

化が図られ、そこでは、さらに新規の導入作

物、あるいは貸し手、借り手のマッチングによ

ります経営規模の拡大等、その辺につきまして

も、事前に地区の営農計画というのを、地元の

役員の方々、あるいは農家の方々の意見を伺い

ながら策定をしております。その計画に沿って

進むことを願っておるところでございます。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 債務負担行為が３０年

から始まりますからですね、そこらあたりにつ

いては、私も皆さん方の、努力をしてほしいと

いう強い要望をしておきます。というのは、県

と市とですね、県のほうにもですね、ある程度

の融通ができるような体制をつくってほしいと

いうのが、私の意見でありまして、お願いで

す。県は絶対、がんじがらめに、こうやってき

ますからですね、そうじゃなくしてから、やは

りその地域に合ったですね、整備をし、また、

償還ができるようなですね、農業所得を上げる

ような、そういうふうに努めるように、県にも

ですね、強く要望しとってください。お願いし

ます。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。ないですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） それでは、以上で質

疑を終了いたします。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） 以上で、第５款・農

林水産業費及び第１０款・災害復旧費について

を終了いたします。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午後１時３９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時４３分 本会） 

○委員長（大倉裕一君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、歳出の第６款・商工費、第９款・教育

費及び第１０款・災害復旧費について、経済文

化交流部から説明をお願いします。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） 宮村でご

ざいます。引き続き、どうぞよろしくお願いい

たします。 

 それでは、まず、私のほうから、平成２９年

度当初予算の概要と基本方針について、述べさ

せていただきます。座って説明させていただき

ます。よろしくお願いいたします。 

 平成２９年度は、まず、熊本地震からの復旧

復興を図っていかなければならないと考えてい

るところでございます。 

 各公共施設、民間施設、文化財の復興、及び

専門家によりますと、日奈久断層のエネルギー

放出はまだ不足していると、地震の発生の可能

性が高いと警鐘を鳴らしておられます。その対

策もやっていかなければならないと考えており

ます。 

 また、風評被害によりますホテル、旅館の宿

泊者の激変対策も行う必要があり、来年度は、

約６０隻程度寄港する予定の外国クルーズ船の

対応も行うとともに、市内への経済効果も上げ

ていかなければならないというふうに考えてお

ります。 

 平成２７年度組織機構改革によりまして、商

工政策課、観光振興課、国際港湾振興課、文化

振興課、スポーツ振興課の５課体制となったこ

とによります効果であります、八代の宝を発見

し、磨き上げ、ＰＲし、交流人口や宿泊者をふ

やし、雇用の創出につなげていかなければなら

ないと考えております。 

 それでは、課ごとの主な事業の説明をさせて
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いただきます。 

 まず、商工政策課関係事業といたしまして

は、八代圏域ツナガルインターンシップ推進事

業でございますが、若者の流出を抑え、地場企

業の魅力発信、学生のキャリアサポート、人材

の確保を図るとともに、企業誘致事業としまし

て、情報発信関連企業立地促進補助金を積極的

にＰＲし、コールセンター等事務系企業の誘致

を促進してまいります。 

 商業振興事業といたしましては、商店街の方

々はもとより、八代商工会議所や八代市商工会

と連携し、活性化を図ってまいります。また、

来年度は中心市街地のにぎわい創出のため、商

店街以外の団体などが行う商店街でのイベント

補助を行い、にぎわい創出を図ることといたし

ております。外国クルーズ船等外国人観光客の

ためのインバウンド対策を、商店街や関係団体

と連携して実施してまいります。 

 次に、観光振興課関係事業といたしまして

は、昨年４月に、戦略的に観光地経営を行うた

めの組織として、一般社団法人ＤＭＯやつしろ

の機能強化を図るため、外部の専門的人材を確

保し、将来のＤＭＯを担う人材育成を図ってま

いります。 

 また、大型クルーズ船インバウンド対策事業

としまして、八代城跡周辺と日奈久地域を、観

光重点地域として位置づけ、日本的なもの、ほ

かにはない八代独自の風土や文化、景観を体

験、体感できるメニューとしまして、お堀の遊

覧船やレンタサイクル、人力車や着つけ体験教

室等、あるいは温泉情緒豊かな日奈久、和の町

並みづくり等を実施してまいります。 

 また、氷川町や芦北町との連携事業でありま

すシトラスブランディング事業等を実施し、県

南地域への観光客誘致による経済波及効果をも

たらし、地域経済の活性化を図ってまいりま

す。熊本地震からの復旧復興を図るため、積極

的なＰＲを展開してまいります。 

 次に、国際港湾振興課関係事業といたしまし

ては、本年１月３１日に、国際クルーズ拠点形

成港湾に選定されました。計画によりますと、

耐震強化岸壁を含むクルーズ船専用岸壁と、旅

客ターミナル、大型バス駐車場等が整備される

こととなっており、にぎわい創出につながるウ

ォーターフロント的な開発整備を関係者に対

し、お願いしてまいりたいと考えております。 

 昨年は、中国経済の勢いの陰りが見える中

で、過去最高のコンテナ取扱量１万８９８０Ｔ

ＥＵを記録いたしました。来年度中には、船型

の大型化が進むコンテナ船への対応を図るた

め、マイナス１２メートル岸壁の後背地におい

て、面積約１.６倍、蔵置能力約１.９倍のコン

テナヤードが完成し、現在のガントリークレー

ン８列３段積みから、１３列５段積みの船型に

対応できる大型ガントリークレーンが設置さ

れ、飛躍的に機能が拡大いたします。このよう

なハード整備にあわせて、さらに積極的なポー

トセールスを展開し、集荷を図ってまいりま

す。また、八代港の利便性向上のため、中国、

台湾、東南アジア等とのコンテナ直行便の誘致

を図ってまいります。 

 次に、文化振興課関係事業といたしまして、

昨年１２月１日に、八代妙見祭の神幸行事がユ

ネスコ無形文化遺産に登録をされましたこと

と、八代の宝から世界の宝となった妙見祭を、

このチャンスを活用し、活性化を図ってまいり

ます。積極的にＰＲするとともに、受け入れ体

制といたしまして、妙見祭展示コーナーの案内

板を多言語表示に変更を行い、より細かなおも

てなしを外国人観光客に対応するため、多言語

音声案内システムを導入することとしておりま

すし、積極的なＰＲのため、５月に福岡市役所

周辺において、ユネスコ登録を受けた九州の５

団体による連携事業を実施してまいります。 

 また、妙見祭とあわせまして、市内に３０あ

る貴重な多種多様な無形民俗文化財の保存、継
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承のため、後継者育成と道具類の収蔵及び伝統

文化財を活用した情報発信及び交流拠点とし

て、伝承館、仮称ですが、の整備に向けた調査

を行うことといたしております。 

 また８月には、次世代を担う子供たちによる

芸術文化の発表と交流の場である、くまもと芸

術祭が本市で開催されます。八代城跡等熊本地

震からの復旧復興も、復旧の状況及び文化財に

対する市民等の関心を高めるため、見学会等を

開催してまいります。 

 また、良質な文化芸術を安価で親しむ機会づ

くりといたしまして、厚生会館及び鏡文化セン

ターで自主文化事業を中心に展開してまいりま

す。 

 最後に、スポーツ振興課関係事業といたしま

しては、課内にスポーツプロジェクト推進室を

設置し、２０１９女子ハンドボール世界選手権

大会の運営及び事前キャンプ誘致、同年に開催

されます全国高等学校総合体育大会、バドミン

トン競技とアーチェリー競技の運営、さらに

は、２０２０東京オリンピック・パラリンピッ

クの事前キャンプの誘致等を行うことといたし

ております。 

 また、オリンピックを初めとします国際大会

への出場を目指すトップアスリート育成の支援

をしてまいります。 

 八代市スポーツ振興計画に基づき、子供から

高齢者まで、誰でもどこでも実践できるスポー

ツに親しむ環境づくりと、市民の健康づくりを

関係機関とともに推進をしてまいります。 

 一方では、熊本地震で被災した総合体育館大

アリーナや東陽スポーツセンターの改修工事も

急いで行います。 

 また、施設工事費の主なものといたしまして

は、今年度スポーツコミュニティ広場を２面増

設し、来年度は芝生の張かえを６面行うととも

に、復旧復興プランの事業としまして、総合体

育館に備蓄倉庫を整備することといたしており

ます。 

 以上、平成２９年度経済文化交流部当初予算

の概要と方針につきまして、説明をさせていた

だきました。 

 詳細につきましては、桑原次長が説明いたし

ますので、よろしくお願いいたします。 

○経済文化交流部次長（桑原真澄君） 皆さ

ん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り） 

 経済文化交流部の桑原でございます。 

 議案第６号・平成２９年度八代市一般会計予

算のうち、経済文化交流部関係分につきまし

て、説明をさせていただきます。よろしくお願

いを申し上げます。座らせて説明をさせていた

だきます。 

 まず、予算書の１６ページをごらんいただけ

ればと思います。よろしいでしょうか。 

 第６款・商工費の当初予算額は、１５億７８

０６万９０００円を計上いたしております。前

年度予算額１５億２８０５万５０００円と比較

をいたしまして、５００１万４０００円の増額

となっております。 

 また、第９款でございますが、教育費のう

ち、文化振興課及びスポーツ振興課関係の合計

当初予算額は、６億６８３１万８０００円を計

上しており、前年度予算額８億２４５９万５０

００円と比較いたしますと、１億５６２７万７

０００円の減額となっております。 

 商工費及び教育費の関係分の当初予算の合計

額は、２２億４６３８万７０００円、昨年度比

較、１億６１７万３０００円の減、当初予算総

額に占める割合は３.４２％となっておりま

す。 

 それでは、歳出予定内容につきまして、説明

をさせていただきます。 

 説明内容につきましては、説明欄の記載事業

の主なものにつきまして、説明をさせていただ

きますので、よろしくお願い申し上げます。 
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 予算書の８７ページをお願いいたします。８

７ページでございます。 

 款６・商工費、項１・商工費、目１・商工総

務費の予算額は、３億１０８２万３０００円を

計上いたしておりまして、前年度比較、９６９

万８０００円の減額となっております。減額の

要因といたしましては、職員１名の減と、給与

改定によるものでございます。 

 財源内訳のうち、特定財源の国県支出金６万

２０００円は、県支出金で、計量法に基づく商

品量目の立入検査に関する県支出金でございま

す。 

 それでは、説明欄をごらんいただければと存

じます。一般職、３億８８４万９０００円は、

商工政策課、観光振興課、泉支所地域振興課観

光担当職員及び国際港湾振興課３８名分の給与

及び手当等でございます。 

 以上で、商工総務費の説明を終わります。 

 次に、目２・商工振興費の説明をさせていた

だきます。予算額は、９億２５０２万円をを計

上しておりまして、前年度に対しまして、３３

１７万４０００円の減額となっております。 

 減額の主な要因としましては、増額では、商

店街活性化事業が１６４万１０００円、企業誘

致対策事業で４５１万４０００円、八代圏域ツ

ナガルインターンシップ推進事業が、全額増額

で１９３７万２０００円などでございます。 

 一方、減額のほうでは、コンテナ利用助成金

の減額を含む八代港ポートセールス事業が８１

８万３０００円、ハーモニーホール管理運営事

業で１１００万５０００円、及びフードバレー

事業の地域食関連産業設備投資支援事業で２２

５０万円の減額などとなっております。 

 財源内訳のうち、国県支出金１５１０万円

は、全額地方創生推進交付金でございます。地

方債４０８０万円は、ハーモニーホールの舞台

装置の修繕に伴う合併特例債でございます。そ

の他の５億９４万９０００円は、資金融資制度

預託金の元金収入５億円と、ハーモニーホール

の使用料３９万３０００円等でございます。 

 それでは、説明欄をごらんいただければと存

じます。 

 ２行目、八代港ポートセールス事業でござい

ますが、旅費として３６０万円、ポートセール

スアドバイザー委託料として２６０万円、コン

テナ利用助成として１億１９２１万円、リーフ

ァーコンテナ利用拡大助成４５７万５０００円

などを予定いたしております。 

 対前年比８１８万３０００円の減額となって

おりますが、主な理由は、コンテナ利用助成金

８０１万円の利用実績に基づく減額によるもの

でございます。 

 また、コンテナの取扱量は、先ほど部長のほ

うからもございましたが、速報値で平成２８年

は過去最高の取扱量、１万８９８０ＴＥＵとな

っております。 

 次のページをお願いいたします。 

 説明欄の一番上、クルーズ客船事業１９６０

万７０００円は、２９年度は海外クルーズ船の

寄港予定回数が６０回と、本年度の１３回と比

べ、大幅に増加いたしますが、クルーズ客船寄

港時に係る経費に関しまして、県と協議を行

い、１寄港当たりの市負担額が大幅に減少する

こととなりましたことから、寄港回数が大幅に

ふえましても、前年度を下回る予算額となって

いるところでございます。 

 主な内容としまして、旅費５５万１０００

円、クルーズ客船寄港に係る負担金１８５４万

４０００円などでございます。 

 １つ飛ばしまして、商業振興対策事業は、八

代商工会議所に９５０万円、八代市商工会に２

５６２万円を、それぞれ補助する予定といたし

ております。 

 次の商工業資金貸付・出資事業は、中小企業

資金融資制度預託金として５億円、資金融資制

度保証料補給金として５７０万円、信用保証料
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補助負担金として１７０万円を予定しておりま

す。 

 預託金制度の概要を若干説明させていただき

ます。八代市中小企業資金融資制度要綱で、金

融機関は、市の預託金の２倍以上の自己資金を

加え、融資枠を設定、融資を実行するものとし

ております。 

 来年度の積算根拠といたしましては、平成２

８年９月末現在の融資残高が７億２５００万

円、要領に従い、本市の預託必要額は３分の１

の２億４１００万円となります。 

 また、新年度での新たな融資見込み額を過去

３年間平均で予測いたしますと、３億８１００

万円となり、本市の預託必要額が１億２７００

万円となりまして、融資残高と新たな融資見込

み額などから預託額を決定いたしております。 

 また、資金融資制度保証料補給金の２７年度

実績といたしまして８１件、５７１万円となっ

ており、前年度と比較し８０件減、３６３万９

０００円の減となっております。 

 そのほかにも、創業促進を図るため、熊本県

創業支援資金融資制度を利用し、融資を受けた

方に対し、信用保証料の２分の１、または一定

の条件を付して、全額の補給を実施しておりま

す。年度途中の実績でございますが、４件、２

０万６０００円となっております。 

 今年度より熊本県の小規模事業者おうえん資

金制度の融資を受ける中小企業者に対し、信用

保証料の２分の１の補給を実施しております。

年度途中の実績でございますが、３件、８万５

０００円となっております。 

 説明欄、次の商店街活性化事業でございま

す。各商店街振興会や連合会等が実施されます

ソフト・ハード事業に対する補助として１６０

０万円、増加する外国人観光客に対応するた

め、商店街に歓迎ムードのある内容の多言語表

示の看板などを設置する経費として、ふるさと

八代元気づくり応援基金を活用したインバウン

ド広告物購入５１万９０００円等を予定いたし

ております。 

 次に、くま川祭り事業としまして７５２万８

０００円でございます。本市の夏の風物詩とな

っておりますくま川祭りでございますが、２９

年度で５０回目と、節目の大会となるところで

ございます。 

 ハーモニーホール管理運営事業は、指定管理

業務委託料として２４６２万４０００円、修繕

料としまして、市民ホールの空調設備改修費４

２９９万４０００円等を予定しております。 

 なお、指定管理者は、株式会社イズミテクノ

で、管理期間は平成２７年度から３１年度まで

の５年間となっており、契約により、委託料は

毎年度前年度委託料の１０万円の減額となって

おります。 

 次の工業振興補助助成事業は、企業振興促進

条例補助金として６０９０万８０００円。内訳

でございますが、工場等建設補助金対象企業が

３社、用地取得等補助金対象企業が２社、雇用

奨励金対象企業が１２社、実数が１０社を予定

いたしております。 

 そのほか、新技術・新製品研究開発支援事業

補助金として２００万円、工業振興協議会補助

金として８２万１０００円等を予定いたしてお

ります。 

 雇用促進対策事業は、求職者に対する職業の

紹介及び求人者に対する求職者の紹介などを行

う相談員の賃金等として３１０万７０００円、

就職に必要な資格取得の経費を一部助成する就

業資格取得支援補助金として９０万円などを予

定しております。 

 なお、職業相談事業の本年度２月までの実績

といたしましては、２５４５件の利用があり、

１０８名の就職につながっております。 

 サンライフ八代管理運営事業は、指定管理業

務委託料として１０５４万円、備品購入費とし

て２４万２０００円等を予定しております。今
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年度の利用実績といたしまして、３万８３６人

の利用者があっております。 

 指定管理者は、一般財団法人サンライフ八

代、指定期間は、平成２６年度から３０年度ま

での５年間となっております。 

 次の働く婦人の家管理運営事業は、指定管理

業務委託料として１６３０万円、備品購入費と

して３３万３０００円等を予定いたしておりま

す。今年度の実績といたしまして、２月末現在

ですけれども、主催講座に１万１０２８名が参

加されております。 

 指定管理者は、一般社団法人八代市弘済会

で、指定期間は、平成２７年度から３１年度ま

での５年間となっております。 

 次の企業誘致対策事業は、旅費として１５０

万円、パンフレット印刷代として１１万３００

０円、企業調査業務委託料として３５万２００

０円、熊本県企業誘致連絡協議会負担金として

３０万円、コールセンター等オフィス系企業の

初めての誘致となりました情報通信関連企業立

地促進補助金４５７万円などを予定しておりま

す。今年度の企業訪問実績は、延べ、市内企業

１９９社、県内企業７社、県外企業２９社・団

体を訪問いたしております。 

 次の中小企業販路開拓支援事業は、地方創生

推進交付金を活用した事業でございまして、中

小企業販路開拓支援事業補助金として２００万

円、経営者人材育成支援事業補助金として２０

万円を予定しております。 

 販路開拓支援事業は、自社製品等の販路拡大

のための展示会や商談会等に出展する際の経費

の一部を助成するものでございます。経営者人

材育成支援事業は、経営者を対象として、見識

や判断力の向上のため開催するセミナーの受講

経費の一部を助成する予定といたしておりま

す。 

 次に、八代圏域ツナガルインターンシップ推

進事業でございますが、地方創生として、平成

２８年度９月議会で補正を行っておりまして、

学生と市内企業との交流拠点を設け、人材育成

及び産業技術に精通した専門スタッフを配置

し、当該拠点を核として複数企業訪問型、長期

型など多様な形のインターンシップ制度を実施

し、学生と企業とのコネクションの強化を図る

ことを目的とするもので、平成２８年１２月

に、一般社団法人雇用促進センターを設立した

ところでございます。 

 ２９年度の主な内容といたしまして、センタ

ー長及び事務員の人件費８６３万３０００円、

公用車リース料４０万４０００円、事務所立ち

上げに係る事務備品の購入費９８万２０００

円、事業費８５０万円などとなっております。 

 事業費につきましては、インターンシップの

先進地でありますジーネットへの研修費、ホー

ムページ作成やチラシ作成などのＰＲ経費など

を予定しております。 

 以上で、目２・商工振興費の説明を終了いた

します。 

 引き続き、目３・観光費でございます。 

 予算額３億４２２２万６０００円を計上いた

しておりまして、前年度と比較し、９２８８万

６０００円の増額となっております。 

 増額の主な要因といたしましては、全国花火

競技大会事業が５００万円、海外クルーズ船急

増に伴う観光資源強化事業が１億２９８万８０

００円の増によるもので、減額では、東陽交流

センターせせらぎ・菜摘館管理運営事業の１３

２６万５０００円の減によるものでございま

す。 

 財源内訳の、特定財源の国県支出金５２１４

万６０００円は、地方創生推進交付金５１３０

万７０００円、九州自然歩道管理委託金及び県

有公園施設管理委託金の県委託金８３万９００

０円でございます。 

 地方債の４４０万円は、東陽石匠館及びふれ

あいセンターいずみの施設整備分となっており
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ます。 

 その他の２７１１万１０００円は、まちづく

り交流基金からの繰入金として、着地型観光推

進事業に５３０万円、全国花火競技大会事業５

００万円、スリーデーマーチ事業に１０００万

円、合わせて２０３０万円、指定管理者からの

納付金といたしまして、日奈久温泉施設が２４

０万円、広域交流地域振興施設よかとこ物産館

が２６０万円などとなっております。 

 それでは、説明欄の事業につきまして、説明

をいたします。 

 説明欄の２つ目、観光漁業基地管理運営事業

は、中ノ島基地の桟橋手すり等の修繕料として

６６万２０００円、中ノ島基地のトイレくみ取

り手数料として５８万４０００円、三ツ島と黒

島の清掃委託料として２０万円等を予定してお

ります。 

 １つ飛ばしまして、八代ブランド事業は、八

代ブランドの認知度向上、物産の振興を図るた

め物産展の開催やＰＲを行うものでございま

す。 

 旅費として７９万９０００円、日本語版、多

言語版の総合パンフレット及びやつしろ観光マ

ップの作成経費２５８万６０００円、ふるさと

メールなどの宣伝広告費１１１万８０００円、

八代亜紀さんに御協力いただいている八代イメ

ージアップ事業業務委託２１６万円などでござ

います。 

 次の観光交流事業は、各種広告宣伝関係費７

５万６０００円、観光ポータルサイト保守業務

委託３２万８０００円、県観光連盟負担金とし

て１０２万円等を予定しております。 

 着地型観光推進事業でございますが、地元の

関係団体や、旅行業者及び県等と連携し、市内

観光素材を磨き上げ、旅行商品を開発し、誘客

を図るものでございまして、やつしろの風ガイ

ドブック作成委託３００万円、城下町やつしろ

おひな祭り事業委託１５０万円などでございま

す。 

 次の泉観光振興事業は、泉地域の多彩な観光

資源の魅力向上と活用を推進し、観光客の増加

により活性化を図るものでございます。 

 山岳遺産活動支援受入体制整備業務委託料と

して５０万円、五木・五家荘ＧＯＧＯプロジェ

クト実行委員会負担金として５０万円、泉観光

協会補助金として１７６万円等を予定しており

ます。 

 全国花火競技大会事業ございます。全額実行

委員会への負担金でございます。 

 今回は第３０回の記念大会となりますことか

ら、特別花火の打ち上げを予定しております。

ＣＭや広告など、さまざまな媒体で広告を行う

広報プロモーションコンペに係る経費５００万

円を、前回大会でも活用いたしましたふるさと

納税のクラウドファンディングで寄附を募る予

定としておりますことから、特定財源としまし

てふるさと八代元気づくり応援基金繰入金５０

０万円を予定しております。 

 次の九州国際スリーデーマーチ事業でござい

ます。事務局の臨時職員の共済費、賃金として

１２４万４０００円、実行委員会への負担金と

して１０００万円を予定しております。なお、

２８年度は、熊本地震の影響により中止となっ

ております。 

 次の坂本ふるさとまつり事業から、４つ下の

平家いずみお茶まつり事業までは、それぞれ４

００万円を実行委員会への負担金として予定を

いたしております。 

 なお、２８年度の祭りごとの来場者でござい

ますが、坂本ふるさと祭りが１万人、せんちょ

うい草の里まつりが１万１５００人、東陽しょ

うが祭りが７４００人、ふる郷愛鏡祭と平家い

ずみお茶祭りは、熊本地震の影響で中止してお

り、合計で２万８９００人の方が訪れていただ

いております。 

 次の観光物産案内所、新八代駅と八代駅の管
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理運営事業でございます。観光案内所業務委託

料や、ＪＲ賃借料などでございます。２カ所と

もＤＭＯやつしろに委託予定といたしておりま

す。 

 次の松中信彦スポーツミュージアム管理運営

事業は、ＡＥＤバッテリー購入とリーフレット

印刷費、突発修繕料等でございます。 

 指定管理者は、株式会社肥後畳表中央市場

で、指定期間は、２７年度から３１年度までの

５年間で、よかとこ物産館とあわせて管理をい

ただいております。 

 次の広域交流地域振興施設よかとこ物産館管

理運営事業は、突発修繕料２０万円を予定して

おります。 

 なお、納付金額は２６０万円となっておりま

す。 

 次の日奈久温泉施設ばんぺい湯・東湯管理運

営事業は、ばんぺい湯露天風呂の熱交換器取り

かえ料及び突発修繕料としまして１３９万９０

００円、ばんぺい湯本湯脱衣室床修繕工事費と

して１６６万８０００円、東湯の外壁改修工事

費としまして１４６９万８０００円、東湯駐車

場整備工事費として１９８万９０００円等を予

定しております。 

 納付金額は２４０万円で、指定管理者は、九

州綜合サービス株式会社、指定期間は、平成２

９年度から３３年度までの５年間となっており

ます。 

 次の日奈久観光交流施設ゆめ倉庫管理運営事

業は、観光案内所業務を含む指定管理業務委託

料として８００万円等を予定しております。 

 指定管理者は、同様に九州綜合サービス株式

会社、指定期間は、２７年度から３１年度まで

の５年間を予定しております。 

 １つ飛ばしまして、さかもと温泉センターク

レオン管理運営事業でございます。トイレや屋

内消火栓の修繕等として２４５万６０００円、

指定管理委託料として２３００万円などを予定

しております。 

 坂本温泉３施設、クレオン、憩いの家、さか

もと館の指定管理者は、さかもと温泉センター

株式会社で、指定期間は、２６年度から３０年

度までの５年間となっております。 

 次の坂本憩いの家管理運営事業は、トイレや

浴槽目隠し塀等の修繕料として１１０万円、指

定管理委託料として７７０万円などを予定して

おります。 

 次の広域交流センターさかもと館管理運営事

業は、突発修繕料として５０万円、指定管理委

託料として５５０万円、多目的広場の管理委託

料として５０万円等を予定しております。 

 次のページをお願いをいたします。東陽石匠

館管理運営事業は、嘱託職員３名分の賃金とし

て４０３万７０００円、電気料として１３３万

２０００円、遊歩道手すり改修、及び事務室系

統の空調機の改修工事費として３３８万１００

０円等を予定しております。 

 １つ飛ばしていただいて、東陽交流センター

せせらぎ・菜摘館管理運営事業でございます。

せせらぎの昇降機設備やサウナ室、及び菜摘館

の空調機取りつけ改修工事等として４７０万

円、指定管理料として７０２万円、土地借地料

として８４万９０００円等を予定しておりま

す。 

 指定管理者は、株式会社東陽地区ふるさと公

社で、指定期間は、２９年度から３３年度まで

の５年間となっております。 

 五家荘観光施設管理運営事業は、修繕料とし

て、平家の里加工場排水設備、渓流キャンプ場

のバンガロー外壁補修、久連子古代の里縁側補

修、及び自然塾食堂前と宿泊棟のバルコニー修

繕等で２０６万１０００円、８施設の指定管理

委託料として１８１８万円などを予定しており

ます。 

 指定管理者は、五家荘地域振興会でございま

して、指定期間は、２７年度から３１年度まで
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の５年間となっております。 

 次のふれあいセンターいずみ及び農林産物流

通加工施設管理運営事業でございます。ショー

ケースや業務用冷蔵及び冷凍庫購入費として２

８７万１０００円、指定管理委託料といたしま

して１１３２万円等となっております。 

 指定管理者は、株式会社いずみ、指定期間

は、２６年度から３０年度までの５年間となっ

ております。 

 次の泉観光施設管理運営事業は、矢山岳山頂

公園休憩所の修繕等として６６万５０００円、

公衆トイレ６カ所の清掃業務や浄化槽維持管理

等の委託料として３０１万円等を予定しており

ます。 

 次の海外クルーズ船急増に伴う観光資源強化

事業でございます。地方創生として、昨年９月

議会で補正を行っておりまして、海外クルーズ

船寄港急増に伴うインバウンドの需要を着実に

対応できるよう、県南地域の観光や体験及び食

と農への評価や関心を高め、さらなる訪日外国

人の増加や農林水産物の輸出が増大するといっ

た好循環を構築するため、ＤＭＯやつしろを中

心に実施するものでございます。 

 ＤＭＯやつしろ機能強化事業として、地元専

門学生や観光ガイド協会と連携し、観光専門人

材の育成教育システムを構築する経費１２０万

円、ＤＭＯ職員３名分の人件費１３００万円、

マーケティング関係経費８００万円。 

 次に、大型クルーズ船等インバウンド事業と

して、八代城跡のお堀遊覧船や城下町人力車ツ

アーなどの八代城跡周辺開発や宿泊を促進させ

るための既存ブランド強化事業２０１０万円、

地域資源の開発及び商品化を目指す経費として

３７６万円、日奈久地区を重点エリアとして、

なまこ壁の整備など、和の町並みに即した空間

づくりを行う和の町並み空間整備事業１５００

万円、プレミアムバスツアーの開発や海外の国

から旅行会社、メディアなどを招待するファム

トリップなどのインバウンド対策事業２１９０

万円で、合わせて、ＤＭＯやつしろ補助金とし

て８２９６万円となっております。 

 また、八代市、氷川町、芦北町の景観や歴

史、食文化等の魅力を落とし込んだＰＲ動画の

制作を行うプロモーション事業１０００万円、

食と農の景観地認定及び肥薩おれんじ鉄道を活

用した戦略プランを作成するブランディング事

業８００万円、かんきつ類を活用した商品開発

やイベントの開催経費１０００万円の合計２８

００万円のうち、八代市、氷川町、芦北町で案

分したシトラス観光圏推進協議会負担金で１９

６５万４０００円でございます。 

 以上で、観光費の説明を終わります。 

 次に、予算書の１１１ページをお願いいたし

ます。よろしいでしょうか。 

 款９・教育費、項７・社会教育費、目３・文

化施設費は、１億６３６３万７０００円を計上

いたしております。前年度予算額と比べまして

５４０万円の増額となっております。 

 増額の主な要因といたしましては、屋外キュ

ービクルの高圧機器取りかえを含む厚生会館施

設整備事業が１３５８万６０００円、舞台音響

調整卓等の改修工事を含む鏡文化センター施設

整備事業が１３２５万５０００円の増額、減額

の主な要因といたしましては、千丁文化センタ

ーが新年度より生涯学習課へ八代市公民館とし

て移管することに伴い、管理運営事業１２５４

万１０００円、及び施設整備事業９２１万円

が、それぞれ減額などによるものでございま

す。 

 財源内訳の、特定財源の地方債９５０万円

は、鏡文化センターの舞台施設整備分となって

おります。 

 その他の１８０９万５０００円は、厚生会

館、鏡文化センターの施設使用料及び自主文化

事業の入場料等が主なものでございます。 

 説明欄をごらんください。一般職５１７２万
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円は、厚生会館、鏡文化センター職員７名分の

人件費でございます。 

 次の厚生会館自主文化事業は、公演宣伝用ポ

スター、チラシ、チケット、新聞折り込みチラ

シ等の印刷製本費として１１７万１０００円、

看板製作や入場券販売手数料等として９４万９

０００円、自主文化事業委託料として６７３万

５０００円等を予定しております。 

 自主文化事業の内容といたしましては、鑑賞

普及型事業として、厚生会館の開館５５周年記

念事業の小椋佳コンサート、海外バレエ団公

演、舞台芸術体験型事業として、演劇ワークシ

ョップ、また、学習型事業といたしましては、

高校演劇舞台技術講習会や高校演劇大会、及び

中学生音楽教室などを予定しております。 

 次の文化センター自主文化事業でございま

す。鏡及び千丁で実施を予定しておりまして、

４９７万円を予定しております。 

 内容でございますが、鑑賞普及型事業とし

て、ケロポンズ親子ふれあいコンサート、舞台

芸術普及型事業として、ホワイエライブｅｎ、

市民参加型事業として、かがみふるさと音楽祭

等の開催を予定しております。 

 厚生会館管理運営事業は、光熱水費１０５０

万５０００円、舞台照明操作卓フェーダー取り

かえほか、施設整備修繕料として２９６万５０

００円、舞台技術委託、清掃・守衛業務委託の

ほか、機器設備の保守点検など委託料としまし

て２６２１万９０００円などでございます。 

 次の文化センター管理運営事業は、光熱水費

として６２２万４０００円、舞台技術、清掃・

守衛業務、機器設備の保守点検などの委託料と

しまして１２５４万２０００円などを予定して

おります。 

 厚生会館施設整備事業は、受電設備改修工事

といたしまして１４７２万円を予定いたしてお

ります。 

 次の文化センター施設整備事業は、空調機冷

凍機のオーバーホールや、舞台音響調整卓の改

修工事として１６５１万７０００円を予定いた

しております。 

 次ページをお願いいたします。 

 目６・文化財保護費でございますが、１億９

３６０万７０００円を計上いたしております。

対前年度比８４２２万１０００円の増額となっ

ております。 

 増額の主な要因といたしましては、ユネスコ

の無形文化遺産に登録されました九州内の５都

市が連携してＰＲを行うなどのユネスコ無形文

化遺産活用事業が１６３９万７０００円の増、

指定文化財保存管理事業で５５０万４０００円

の増、及び熊本地震により被害を受けた八代城

跡石垣等を修復する指定文化財復旧事業が５４

３１万５０００円の増によるものでございま

す。 

 減額の主な要因といたしましては、昨年本市

で開催しました全国山・鉾・屋台保存連合会総

会開催に伴う全国山・鉾・屋台保存連合会総会

関係事業が１７３万６０００円の減によるもの

でございます。 

 財源内訳の特定財源の国県支出金５４８８万

３０００円は、史跡等保存活用計画等策定費国

庫補助金２６３万３０００円、文化遺産総合活

用推進事業国庫補助金６９８万４０００円、災

害復旧史跡等総合整備費補助金３７７１万４０

００円などでございます。 

 その他の３４７４万８０００円は、やつしろ

文化振興寄附金２３４万７０００円と、やつし

ろ文化振興基金等からの繰入金３１５５万９０

００円、書籍・ガイドブック等の販売収入など

８１万円でございます。 

 説明欄のほうをごらんいただければと思いま

す。 

 一般職７７９５万７０００円は、職員１１名

分の人件費でございます。 

 １つ飛ばしまして、伝統文化財保存事業でご
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ざいます。ユネスコ無形文化遺産で、国指定重

要無形民俗文化財である八代妙見祭の神幸行事

の保存継承、及び神幸行列の安全管理費補助金

として５８７万円、民俗文化財を生かした地域

活性化事業として、妙見祭等のＰＲ費や用具・

衣装の整備、協議会の運営費補助として１５６

万４０００円を予定いたしております。 

 １つ飛ばしまして、指定文化財保存管理事業

は、国選択無形民俗文化財、八代・芦北の七夕

綱の調査負担金５０万円、歴史文化基本構想策

定経費６９８万４０００円、そのほか、文化財

保存整備、指定文化財管理、民俗文化財公開活

用への各補助金とやつしろ文化振興基金を活用

して実施します、やつしろ文化振興基金活用事

業補助金２００万円が主なものとなっておりま

す。 

 次のページをお願いをいたします。 

 埋蔵文化財管理活用事業は、出土遺物や民俗

文化財、発掘調査の記録・図書等の整理業務委

託料として１６７万９０００円が主なものでご

ざいます。 

 次の文化財保護啓発事業は、史跡めぐりや学

校等への出前講座、説明板設置等啓発事業を行

うものございまして、来年度は、歴史さんぽリ

ーフレット印刷及び文化財標木建てかえなどを

予定しております。 

 次の埋蔵文化財緊急発掘調査及び保存処理事

業でございます。埋蔵文化財包蔵地とその周辺

を開発する場合の事前試掘確認調査等を市の負

担で実施するものでございます。 

 また、八代海干拓遺跡群の国指定史跡化を図

るため、遺跡の資料収集や調査等を行ってきて

おり、来年度は、報告書を印刷する経費として

１４７万１０００円等を予定しております。 

 次に、２つ飛ばしまして、やつしろ文化振興

基金事業でございます。平成２３年７月にイオ

ン九州と、マックスバリュ－九州と締結いたし

ました地域振興に関する協定に基づき、寄附金

をやつしろ文化振興基金に積み立てるもので、

やつしろがめさんＷＡＯＮカードを利用して支

払われた金額の０.１％が寄附されるものでご

ざいます。 

 次の文化行事事業でございます。八代市文化

祭実行委員会への委託料として１０８万５００

０円、伝統文化継承事業委託５６万５０００

円、県内１４市の持ち回りで開催されておりま

す、くまもと子ども芸術祭が、八代市での開催

となりますことから、開催市負担金２００万円

を予定しております。 

 １つ飛ばしまして、市内城跡保存管理事業で

ございます。国指定史跡八代城跡郡、古麓城

跡、麦島城跡、八代城跡、及び国指定名勝松浜

軒を保存、活用するため、平成２７年度から３

カ年で、八代城跡群保存活用計画を策定するこ

とといたしております。 

 この計画づくりに必要な地形図を作成するた

めの古麓城跡航空レーザー測量等業務委託費２

０５万８０００円、八代城跡群保存活用計画策

定業務委託１９５万４０００円、計画書の印刷

を行う経費１０８万円などとなっております。 

 ユネスコ無形文化遺産活用事業は、八代妙見

祭がユネスコ無形文化遺産に登録されたことを

受け、九州の他団体と連携した事業展開を行う

とともに、妙見祭の魅力を積極的に発信し、ユ

ネスコ効果を生かした交流人口の増加を図るも

のでございます。 

 国外からの観光客に対応するための多言語音

声案内システム作成委託５３９万８０００円、

妙見宮の展示コーナーに多言語案内板を設置す

る経費に１００万円、ユネスコ無形文化遺産に

登録された九州の５つの祭りでございます、博

多祇園山笠、戸畑祇園大山笠、唐津くんち、日

田祇園祭、八代妙見祭が、各祭りの山車や笠鉾

を福岡市に持ち寄り、市内パレードや観光物産

展など合同イベントを開催する経費に対し補助

を行う、ユネスコ登録記念５市連携事業補助金
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８６５万１０００円等を予定しております。 

 次の民俗伝統芸能伝承館（仮称）整備事業

は、ユネスコ無形文化遺産に登録された八代妙

見祭を初め、市内各所の無形民俗文化財保存団

体における後継者育成や、諸道具の収蔵施設の

確保などの諸問題に対し、将来にわたる着実な

保存継承とともに、公開による情報発信を行う

ことで、各地域の伝統文化財を生かした本市の

活性化が図られるよう、伝統芸能伝承館を整備

するものでございます。 

 関係団体の要望等もあり、平成２８年度に庁

内検討会議にて、諸課題の整理を行っており、

その検討を受け、今後の基本設計、実施設計に

つなげるための基礎調査を行う経費５００万円

を計上いたしております。 

 次の指定文化財復旧事業は、熊本地震で被災

した指定文化財の災害復旧を行うものでござい

ます。 

 熊本地震で国指定史跡八代城跡北側の石垣が

崩落したものを復旧するもので、災害復旧経費

として５３５６万８０００円、平成２８年から

２９年度の２カ年で実施予定といたしておりま

す。 

 このほか、市指定建造物澤井家住宅及び長屋

門の崩落壁の修繕経費助成３７万８０００円等

となっております。 

 以上で、教育費のうち文化振興課関係の、目

３・文化施設費、及び目６・文化財保護費の説

明を終わります。 

 続きまして、社会体育費につきまして、御説

明をいたします。１１３ページの下をごらんい

ただければと存じます。 

 款９・教育費、項８・社会体育費、目１・社

会体育総務費では、５２３２万９０００円を計

上いたしております。昨年度と比較し、２６１

万円の増額となっております。 

 増額となりました主な要因としましては、公

用車購入や職員給与経費等によるものでござい

ます。 

 説明欄をごらんください。 

 一般職４１５８万８０００円は、職員６名分

の人件費でございます。 

 次のページをお願いをいたします。 

 社会体育団体補助金事業は、ＮＰＯ法人八代

市体育協会の事業費への補助金として４２０万

円、八代市スポーツ推進委員協議会の事業費へ

の補助金として１３５万９０００円を予定して

おります。 

 ＮＰＯ法人八代市体育協会は、スポーツ人口

の拡大や競技力の向上、生涯スポーツの推進、

市民の体力・健康づくり事業等を実施しておら

れます。また、八代市スポーツ推進委員協議会

は、地域の団体等がスポーツ活動を行う際に実

技の指導や助言を行うとともに、各種スポーツ

行事等へ参画し、市民の健康、体力の向上に貢

献していただいております。 

 次のトップアスリート育成事業でございま

す。平成２６年度より開始をいたしておりまし

て、オリンピックなどの国際大会で活躍できる

競技者の輩出を目指し、平成２９年度も引き続

き選考委員会で選考されました指定選手にフィ

ジカル、メンタル等、各種トレーニングを実施

するほか、選手の競技特性やレベルの向上のた

めに必要な大会、強化合宿等への参加支援を行

うもので、２８０万円を事業主体であるＮＰＯ

法人八代市体育協会へ補助する予定といたして

おります。 

 次に、目２・社会体育事業費でございます。

２７３９万６０００円を計上いたしておりま

す。前年度と比較しまして１５７万３０００円

の減額となっております。 

 減額となりました主な要因としましては、県

民体育祭が阿蘇市から人吉市で開催され、宿泊

費を必要としないことから、県民体育祭事業費

が２６４万８０００円、総合体育館大アリーナ

の復旧工事に伴い、ＡＢＣバドミントン大会が
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開催できないことにより５７０万６０００円の

減。 

 増額のほうでは、合宿、大会等支援補助金が

観光振興課から移管したことに伴う、大規模ス

ポーツ大会等誘致事業が５３９万円の増などに

よるものでございます。 

 財源内訳の特定財源の国県支出金１２２万８

０００円は、スポーツ施設等多言語パンフレッ

ト作成委託等に係る国からの助成金でございま

す。 

 説明欄の２行目でございます。スポーツ推進

委員関係事業でございますが、８３名のスポー

ツ推進委員の報酬としまして２７３万１０００

円、スポーツ推進委員の研修会や協議会、会議

等への出席旅費として１６３万５０００円等を

予定しております。 

 １つ飛ばしまして、市民体育祭事業は、市民

体育祭の運営業務委託料の１９６万６０００円

が主なものでございます。 

 平成２８年度におきましては、熊本地震の影

響で中止された大会が２競技、台風の影響で中

止された大会が２競技あったところでございま

す。 

 次の各種スポーツ大会出場奨励事業は、九州

大会以上のスポーツ大会に出場する選手等に対

し、出場奨励補助を行うもので、６５０万円を

予定しております。平成２７年度の実績といた

しまして、申請１５６件、６５９人に補助を行

っております。 

 １つ飛ばしまして、県民体育祭事業でござい

ます。平成２９年度に人吉市で開催を予定され

ておりまして、この選手派遣業務委託料として

４６２万円等を予定しております。昨年は、阿

蘇市での開催予定でしたが、熊本地震の影響で

中止となったところでございます。 

 次のスポーツ拠点づくり推進事業でございま

す。全国小学生ＡＢＣバドミントン大会運営を

行っている事業でございまして、熊本地震によ

る総合体育館大アリーナ復旧工事に伴い、札幌

市開催となりますが、平成３０年度は、再度本

市で開催を予定いたしております。平成２９年

度は、次年度に向けた経費３６万１０００円を

予定いたしております。 

 次の大規模スポーツ大会等誘致事業でござい

ますが、平成３１年度に開催されます、２０１

９女子ハンドボール世界選手権大会、同年開催

予定の全国高校総体のバドミントン競技、アー

チェリー競技の取り組み、また、２０２０年の

東京オリンピック・パラリンピック等の大規模

スポーツイベントに関連した大会や合宿等を誘

致するため、関連競技団体と連携し、誘致活動

を行うものでございます。 

 主な内容は、２０２０年東京オリンピック・

パラリンピックの大会前に実施されますキャン

プ等を誘致するため、検討委員会を設置し、関

係機関へ働きかけることとしており、報償費、

旅費等１４７万６０００円、スポーツ施設等の

多言語パンフレットを作成する経費１３７万

円、合宿応援補助金として９２万円、大会等運

営補助金として１９５万円などを予定しており

ます。 

 次に、目３・社会体育施設費でございます。

２億３１３４万９０００円を計上いたしており

ます。前年度と比較しますと、２億４６９３万

５０００円の減額となっております。 

 減額の主な要因としましては、スポーツコミ

ュニティ広場のテニスコート増設及び駐車場造

成整備工事を含むスポーツコミュニティ広場施

設整備事業が２億５１７万９０００円の減、遠

的場整備工事を含む鏡総合グラウンド施設整備

事業が４６０９万２０００円の減、第六中学校

の夜間照明施設改築工事を含む夜間照明施設整

備事業が２７５０万円の減でございます。 

 一方、増額の主な要因としましては、市民プ

ールの５０メートルプールの低板改修工事を行

う施設整備事業が２７５４万円の増によるもの
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でございます。 

 財源内訳の特定財源の地方債５４６０万円

は、スポーツコミュニティ広場のテニスコート

施設整備事業の２１５０万円、及び市民プール

施設整備事業の２６１０万円等でございます。

その他３９３５万４０００円は、スポーツコミ

ュニティ広場のテニスコート施設整備事業に係

るスポーツ振興くじ助成金３０００万円と、学

校グラウンド等の夜間照明や千丁、坂本、鏡、

東陽、泉の各体育施設の使用料収入が主なもの

でございます。 

 説明欄をごらんください。 

 一般職２３１０万３０００円は、管理係職員

３名分の人件費でございます。 

 １つ飛ばしまして、体育施設管理運営事業

は、説明欄にありますように、総合体育館から

球技場までの８施設に係る指定管理委託料とし

て７０４０万４０００円、体育施設予約システ

ム委託料として１７５万円、市民プールのコイ

ンロッカー等備品購入費として９９万９０００

円、小アリーナ床補修ほか突発修繕を含む修繕

料として４１０万２０００円等を予定しており

ます。 

 次のページをお願いいたします。 

 説明欄上から８行目の千丁体育館管理運営事

業は、光熱水費として１７４万７０００円、体

育館照明取りかえ修繕料等として７０万円、清

掃業務及び管理委託料として６９万１０００円

などを予定しております。 

 千丁テニスコート管理運営事業は、テニスコ

ート人工芝の一部張りかえと人工芝の固着部分

の修繕料として１０８万円等を予定しておりま

す。 

 １つ飛ばしまして、鏡総合グラウンド管理運

営事業は、光熱水費として４９５万２０００

円、総合グラウンドランプ取りかえ修繕ほか施

設整備修繕料として５７万４０００円、プール

や総合グラウンドの機器等保守管理委託料とし

て８４６万２０００円等を予定しております。 

 １つ飛ばしまして、東陽スポーツセンター管

理運営事業は、光熱水費として３０４万６００

０円、ステージ用緞帳昇降ワイヤーロープ取り

かえほか修繕料として２８２万８０００円、施

設清掃業務委託ほか設備点検委託料として１９

６万９０００円などを予定しております。 

 ２つ飛ばしていただきまして、夜間照明施設

管理事業は、施設の電気料として２５５万６０

００円、夜間照明制御盤改修及びランプ取りか

えなどの修繕料として１３６万４０００円等を

予定しております。 

 次の総合体育館施設整備事業は、多目的トイ

レ設計委託として１８２万３０００円、備蓄倉

庫を設置する費用として３１３万２０００円を

予定しております。 

 次のテニスコート施設整備事業は、テニスコ

ートの６面分の人工芝張りかえ修繕として５２

７１万５０００円を予定しております。 

 次の東陽スポーツセンター施設整備事業は、

電源供給切りかえ工事を予定しております。 

 市民プール施設整備事業は、市民プールの５

０メートルプール低板改修工事を予定しており

ます。 

 次の市民球場施設整備事業でございますが、

内野グラウンド全面の整備を予定しておりま

す。 

 次の東陽運動公園施設整備事業は、グラウン

ド排水改修設計委託を行う予定といたしており

ます。 

 次の体育施設あり方検討会事業でございます

が、２７年度に当検討会を設置いたしまして、

市が所有する２５体育施設の効率的、効果的な

配置、運営等のあるべき姿を検討しているもの

でございまして、来年度で３カ年計画の最終年

度となります。予算は、５回分の外部委員の謝

礼と費用弁償等でございます。 

 以上で、教育費のうちスポーツ振興課関係、
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目１・社会体育総務費、目２・社会体育事業

費、目３・社会体育施設費の説明を終わりま

す。 

 最後でございますが、続きまして、１１６ペ

ージをお願いいたします。 

 款１０・災害復旧費、項３・その他公共施設

・公用施設災害復旧費、目１・商工施設災害復

旧費は４６８３万９０００円を計上いたしてお

ります。 

 説明欄にありますとおり、観光施設２施設の

復旧工事を行う予定としておりまして、広域交

流センターさかもと館と、さかもと温泉センタ

ークレオンの２施設分でございます。 

 以上で、経済文化交流部関係分の説明を終わ

らせていただきます。御審議方よろしくお願い

申し上げます。お世話になります。 

○委員長（大倉裕一君） それでは、以上の部

分について、質疑を行います。質疑ありません

か。ありませんか。 

 先に私から、済みません、２点お尋ねをした

いと思いますので、副委員長と委員長を、暫時

交代いたします。 

○副委員長（笹本サエ子君） それでは、暫時

委員長の職務を行いますので、よろしくお願い

いたします。 

○委員（大倉裕一君） 港の関係で、整備の関

係でお尋ねをしたいというふうに思います。 

 一般質問でも行われておりましたけれども、

少し、私も聞き漏らした点がありますので、確

認の意味も含めてお尋ねをしたいと思うんです

けども、クルーズ船対応ということで、耐震岸

壁の整備が進んでおりますけれども、今年度、

民間の財源を活用して施設整備をするというこ

とで、県のほうでは２４億だったでしょうか、

負担金のほうが必要ということで、新聞報道が

あったというふうに記憶しているんですけれど

も、地元の自治体の負担金ということでは、今

後どういった負担の見通しになっているのかと

いったところをお聞かせいただきたいというふ

うに思っております。 

○国際港湾振興課長（緒方 浩君） 皆さん、

こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり） 

 国際港湾振興課の緒方でございます。よろし

くお願いします。 

 今、大倉委員御質問の負担金等についてでご

ざいますけども、新聞報道等で、県の議会の一

般質問等で出た分だと思いますけど、私たちの

ほうでは、まだ正式な部分では、この金額とい

うのは、まだここに来ておりません、今のとこ

ろですね。今までの通常の分の流れといたしま

して、国、県と、１０分の１とか２０分の１等

の、今までどおりの負担の割合は出てくるもの

というふうに思っております。よろしくお願い

します。 

○委員（大倉裕一君） 県ほうが出してくれな

いから、今のところはわかりませんというよう

なお話みたいなんですが、そういうことじゃ、

やはり地元の担当課としての姿勢を問われるの

かなというふうに、私は思っております。こう

いうことがあるといいますか、県のほうが費用

をですね、こういった見通しですよということ

で出したんであれば、当然地元である八代市の

負担金というのも、ある程度の数字が出てるは

ずなんですよね。そういった部分は、やはり地

元といいますか、八代市から県のほうに積極的

に問い合わせていくようなですね、姿勢を、ぜ

ひともとっていただきたい。 

 逆に、議会から、そういった声が上がってい

るんです、上がるんですよということもです

ね、引き合いに出していただいていいと思いま

す。そういった積極性をですね、ぜひとも、今

後の取り組みの中で導入していっていただきた

いと思いますが、いかがでしょうか。 

○国際港湾振興課長（緒方 浩君） 大倉委員

からの御質問でございますけれども、確かに、

建設環境委員会のほうでですね、負担金の予定
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ということで、あしたあるんですけど、建設環

境委員会のほうで予算計上をしております。耐

震岸壁を、そこまではいってませんけど、大築

島南地区以外、その他というところで、工事費

ということで計上させていただいているという

ふうに思っております。 

 今言われましたとおり、積極的にですね、ま

だ、県の議会が、まだ当時初動しておりません

でしたので、なかなか数字を教えていただくこ

とはできなかったかなというふうに思いますけ

ども、積極的に情報の共有はしていきたいとい

うふうに思っております。よろしくお願いしま

す。 

○委員（大倉裕一君） もう１点ですね、いろ

んな事業が、港湾関係の事業が行われますけれ

ども、その事業に対しての青焼き、今後どうな

っていくのかという部分がです、非常に港湾の

関係者に対しての情報が少ないというふうな声

をお聞きしてます。県のほうは、港湾関係者の

ほうにはお話をしておりますよというようなこ

とで対応されるようなんですけども、どこか

で、その情報がとまっているのか、もしくは県

のほうがされないのか、されてないのか、そこ

の部分はわかりませんけれども、そういったと

ころもですね、地元の行政として、港湾関係者

の方々が不安になられないように、やはり情報

をですね、共有化できるという部分をですね、

しっかり取り組んでいただきたいというふうに

思うんですけども、そのあたりについての思い

はどうでしょうか。 

○国際港湾振興課長（緒方 浩君） お答えい

たします。 

 今、大倉委員長が申されましたとおりでござ

いますけど、委員会の中で、委員長ほうから、

そういうお話があったことを、ちょっと記憶し

てるんですけど、その後ですね、うちのほうで

も企業訪問をさせていただいて、いろんな御意

見等をお聞かせいただく機会をいただきまし

た。そういう中でも、いろんな意見が出た内容

をですね、県のほうに丁寧に、地元に説明いた

だくように、県のほうにはお願いをしておりま

す。 

 また、今後ともお願いしていくつもりでござ

いますので、よろしくお願いします。 

○委員（大倉裕一君） よろしくお願いをして

おきますとしか、言いようがありませんので、

よろしくお願いしたいというふうに思います。 

 それから、別の質問になるんですけども、１

１５ページで、市民球場の施設整備ということ

で、次長の説明では、内野の土壌改良というよ

うなお話があったんですけども、ほかに整備の

予定はあるんでしょうか。その市民球場での整

備予定ということです。 

○スポーツ振興課長補佐（松村哲治君） ただ

いまの御質問につきましては、市民球場の整備

に関しましては、内野グラウンド、ファールボ

ールのエリアも含めましての整備だけでござい

ます。施設整備としては以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） 済みません、引き続き

なんですけども、市民球場について、ほかに整

備をしたほうがいいなあというようなところ、

把握されてますか。 

○スポーツ振興課長補佐（松村哲治君） 市民

球場につきましては、昭和６１年の供用開始で

ございまして、相当長い施設、長い期間使って

おります施設でございまして、現在雨漏りが結

構ございます。雨漏り対策を、やはり、ちょっ

としなくちゃいけないというところで、相当検

討いたしておりますが、相当広範囲の雨漏り

で、相当な金額になるものと考えております。

どういうふうにするべきか、いろんなことで、

今考えておりますが、それについては、検討中

でございまして、施設整備として、まだ計画に

はのせておりません。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 実は、その市民球場で
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すけれども、今年度の八代市中学生の中体連で

すけれども、市民球場で行うはずの決勝戦とい

うものが、急遽県営球場のほうにですね、場を

移して行われたというようなことがあります。

これはもう、水はけが悪くて、どうしても、そ

の大会日程ではですね、できないといいます

か、その日に済ませないかん状況の中での大会

でしたので、急遽県営球場ということでした。

ですので、県営球場で、かわりに行われるとこ

ろがあったということで、事なきを得ておりま

すけれども、そういった大会の日程等もです

ね、非常に詰まっている中においては、施設整

備をきちっとやっていただくということは、非

常に大切なことかなというふうに思いますし、

市のほうも、スポーツによるまちづくりという

部分を推進されておりますので、大会誘致等で

すね、される際には、そういったところの会場

というのは、非常に大きな影響が出てくると思

いますので、その点については、しっかり費用

をですね、確保していただくように、担当課の

ほうと折衝をしていただいて、今後の整備につ

いて取り組んでいただくようにお願いをしてお

きたいというふうに思います。 

 以上で終わります。 

○副委員長（笹本サエ子君） 委員長の職務を

委員長と交代いたします。 

○委員長（大倉裕一君） ほかに質疑はござい

ませんでしょうか。 

○委員（山本幸廣君） 概要の２３ページ、ま

ず１点目はですね、ポートセールス事業の国際

港湾振興課、一昨年度の予算を振り返り、ちょ

っと質問しますけども、一昨年度の反省と課題

の中で、新しい当初予算を編成され、当初予算

を計上されるわけですよね、されたわけです

ね。そこで振り返れば、ポートセールスのとこ

ろの、八代港ポートセールス協議会の負担金、

これは１８０万、――その下だった、ごめんな

さい。その下、八代市コンテナ利用助成金、１

億１９２１万円ですね。これが、一昨年は１億

２７００万だったと思うんですよ。少し、予算

的には減ってきておるんですけども、先ほど来

部長が説明した中で、約８００万ぐらい、決算

状況をちょっと教えてよ、これ。決算状況、利

用の助成金の。まず最初にね。 

○国際港湾振興課長（緒方 浩君） 山本委員

の御質問にお答えいたします。 

 決算状況といいますか、２５年ぐらいからの

決算ということですか。（委員山本幸廣君「い

やいや、一昨年でいいよ、一昨年で」と呼ぶ）

昨年、２７年度の決算でいいですか。（委員山

本幸廣君「それでいいよ、それでいいよ」と呼

ぶ）９７８７万円でございます。 

 ことし、２８年度については、まだ３月のい

っぱいまでの分が残っておりますので、おおよ

そ、一億ぐらいにいくんじゃないかなあという

ところと思っております。 

○委員（山本幸廣君） ありがとうございまし

た。 

 予算ですからね、決算は伴うわけですけど

も、このようにして、昨年より低いという状況

の中で、何が影響しているのかということを考

えればですね、下に来ますように、その下の段

のクルーズ客船の、主に国際港湾振興課ですけ

ども、クルーズ客船の寄港の対応の負担金が１

８５４万４０００円ですね。一昨年が１８４５

万。部長が、常に、このクルーズ船、いろいろ

とクルーズ船というのは、マスコミ等も取り上

げてからやっておりますが、クルーズ船の、こ

としは１０隻、来年は、６０隻いったり、マス

コミ報道では７０隻といったりですね、その中

で、この予算というのが６０隻の予算なんです

か。 

○国際港湾振興課長（緒方 浩君） 山本委員

御質問の、今計上では、６０隻の計上でありま

す。 

○委員（山本幸廣君） ６０隻ということで、



 

－52－ 

御理解はさせていただく中で、一昨年は何隻や

ったですか。 

○国際港湾振興課長（緒方 浩君） 大型クル

ーズ船、海外の分で１３隻というふうに思って

おります。 

○委員（山本幸廣君） そうなれば、この数字

というのは、どのような数字の中で、一昨年が

１８４５万、それと、負担金の内訳というとは

わからんですけども、どのような負担金なの

か、事業の負担金ですから。寄港の負担金です

よ、寄港の負担金。そこあたり、ちょっと説明

していただけんか、わからん、この数字見て

も、理解に苦しむ。 

○国際港湾振興課長（緒方 浩君） 済みませ

ん、少々お待ちください。（委員山本幸廣君

「利用助成金ね。コンテナの利用助成金の。

（発言する者あり）違う、違う、クルーズよ。

クルーズ客船の寄港と、一緒たい、これは。寄

港の対応の負担金」と呼ぶ）昨年がですね、昨

年と同様ぐらいの、回数は多くなってますけど

も、昨年と同様ぐらいの予算というところで、

お答えをさせていただきます。 

 まずもって、今まで通常寄港していたといい

ますか、まず、今回ですね、クルーズ船の効果

というのが、県全体に広がるということで、昨

年度からいろいろと御指摘等、御意見等をいた

だいておりました。その中で、今回の予算につ

きましては、県と八代市のすみ分けといいます

か、岸壁の中での警備配置等をですね、県のほ

うにしていただくこととなっております。私ど

も八代市といたしましては、八代市内に、誘客

につながるような取り組み、また、岸壁での入

出港にかかわりますおもてなし、またリピート

していただけるようなおもてなし等に特化した

形で、今回予算を予定させていただいておりま

す。 

 その中身といたしまして、昨年、通常寄港、

通常の寄港にかかった経費が、おおむね１６０

万程度、１回当たり１６０万程度かかっており

ました。今回からですね、その分が、約３０万

程度と、減額をさせていただいております。 

 また、初寄港につきましては、２７０万程度

の計上をしておりましたけども、今回から、こ

とし４隻の予定になりますけども、５０万程度

というところで、減額をさせて、計上させてい

ただいております。 

○委員（山本幸廣君） ちょっと理解に苦しむ

んですけども、クルーズ客船の寄港の対応の負

担金は、１０隻であろうが、６０隻であろう

が、ほとんど変わらないという、そういう国、

県の２分の１の補助なんですよね。それは関係

ないわけかな。その数字の内訳というか、負担

金の内訳というか、寄港すれば寄港するほど、

その負担金は上がっていくのか、それとも定額

なのか、そこらあたりはどうなんですか。一昨

年の１３隻と、ほとんど変わらんわけだけん、

この説明たい、ここの説明、な。わかるかな。 

○国際港湾振興課長（緒方 浩君） 市の一般

財源を使わせていただく関係でですね、そんな

に回数が、これほど８０、１００とかふえてい

くたびに、金額をそのままずっと上げていくと

いうのは、私ども、ちょっと考えることはでき

ないかなというふうに思っております。 

 できるだけ少ない費用でですね、効果的な取

り組みができないかということで、今回は、市

内へのクルー、またフリーのお客さん向けのシ

ャトルバス等と、お見送りとかですね、すごく

新聞報道でもお見送りに、また来たいなあとい

うような感じで思っていただけるというところ

がありますので、少ない費用の中でも、効果的

な施策ということで、無料シャトルバスとおも

てなしの部分をですね、今回ちょっと特化した

形でつけさせていただいております。 

○委員（山本幸廣君） 部長は、何か補足はな

か。部長、指名しますけど。 

 私の質問が悪いのかな。それとも、その質問
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の趣旨をよく理解できてないのかなという、課

長、思うんだけども。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） 基本的に

は、担当課長が説明したとおりでございます

が、これまで八代港に寄港されますけれども、

その寄港された、その後は、熊本県内各地の観

光地等をめぐっていらっしゃるコースが非常に

多うございまして、そして、去年が１３回と、

今担当課長が言いましたが、来年度は６０回程

度寄港されるということで、先ほど金額も、平

時の場合、特別な場合とか言ってましたが、金

銭的にかかるということで、県と御相談させて

いただいて、バス対応に関しましては、県のほ

うで御理解いただいて負担をして、あるいは人

の手当てもしていただくというようなことで、

６０回というふうに回数はふえたんですけど、

予算的にはお手元の予算の額になっているとい

うことでございますので、御理解いだたければ

と思いますが、よろしいでしょうか。 

○委員長（大倉裕一君） 済みません、私か

ら、今の関係で、国庫支出金が５６０万円つい

ているじゃないですか、財源。この財源は何に

対してついているんですか。そこを説明してい

ただければ、山本委員は理解されるんではない

かと、私は思うんですけど、いかがでしょう

か。（委員山本幸廣君「そのとおり」と呼ぶ） 

○国際港湾振興課長（緒方 浩君） これは、

先ほどもクルーズ対応の負担金、特に、シャト

ルバスに対する交付金、のほうに充てていると

考えております。 

○委員長（大倉裕一君） だからですね、５６

０万が、結局船数と比例してないじゃないです

か。前回は１３隻で変わらないぐらいついとっ

て、６０隻に、今度ふえるわけですから、１回

当たりに国庫補助がつくんであればですね、６

倍ぐらいに金額がつかないとおかしいわけでし

ょう。そのあたりを。 

○観光振興課長補佐（村上修一君） こんにち

は。観光振興課の村上でございます。 

 今、委員のほうから御質問があった件につい

てですけれども、今回の地方創生推進交付金に

ついては、当初、国のほうに申請したのが、昨

年の４月の時点でございました。そのとき、来

年度のクルーズ船の見込みというのが、約７０

隻ということがございましたので、７０隻掛け

るのクルーズ船対応、バスが２台ですね。８万

円掛けるの２台掛ける７０隻で１１２０万とい

うことで、見込んだということでございます。 

 交付金は、２分の１が交付金になりますの

で、その半分の５６０万が、国のほうから交付

金として充てられるということでございます。

（委員山本幸廣君「だから、その一昨年はどう

いふうな計算をしたんか。数字合わんぞ、そう

したら」と呼ぶ） 

○国際港湾振興課長（緒方 浩君） 済みませ

ん、御説明が足りなくて、申しわけございませ

ん。 

 昨年はですね、シャトルバスを４台、１回当

たり４台ほど回しておりましたけども、今回

は、寄港数がこれだけふえてまいりますと、な

かなか一般財源をもって、それを手当てするの

はということで、今回２台というところで、コ

ースもですね、若干、ピストン輸送の感じで、

ちょっと近いところといいますか、距離を短く

した形で、回数をできるだけふやせるような感

じでやっていこうかなあということで２台、４

台を２台に、ちょっと減額を、減台といいます

か、減額をしております。 

○委員（山本幸廣君） 課長、わからないんで

すけども、後から、ひとつ個人的に、理解に苦

しむんですけども、後から、次長も一緒でいい

ですから、質問したのをですね、中身について

説明、後からまたお聞きしますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

 その次に、よろしいですね、委員長。はい、

済みません。 
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 その下の企業誘致対策事業の商工政策課、ま

ずは、商工政策課たいな。 

 一昨年もずっと見てるんですけども、企業訪

問の旅費と企業誘致のパンフレット印刷から、

企業調査の業務委託、ほとんど変わらない状況

であります。マイナス面もありますね。これに

ついて、どのような企業の誘致対策に、本年度

向かわれるつもりなのか、そこらあたりを、ま

ずは、ひとつ説明をしてください。考え方も含

めて。 

○商工政策課長（豊本昌二君） 商工政策課、

豊本でございます。 

 山本委員御質問の企業誘致対策事業について

でございます。 

 企業誘致対策につきましては、御指摘のとお

り、旅費等は、昨年度と変わっておりません。

大体１年間の目標をですね、２５０社ほどです

ね、予定をしております。 

 それから、調査会社にですね、いろいろお願

いをして、ダイレクトメールあたりも送るとい

う経費もですね、企業調査業務委託ということ

でしておったりしております。 

 非常に、熊本地震もあった中でですね、厳し

い状況ではございますが、工業振興係、係長入

れ４名、私ども課長、課長補佐おります。それ

から、部長室も含めてですね、企業誘致には一

生懸命当たっておるところでございます。 

 あわせて、今年度から実施しております情報

系の企業誘致、今年度成功しておりまして、そ

の辺もですね、来年度も引き続き行うというこ

とで、一般質問の中でもお答えいたしておりま

すが、非常に情報系の引き合いも来ております

ところからですね、その辺も含めて、力を入れ

ていきたいというふうに考えておるところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） もともと企業誘致とい

うのは、これは常に、継続は力なりなんですよ

ね。担当部の考え方、トップセールスの中で、

トップの考え方もあると思いますよ。今こそ、

こういう時期こそ、企業誘致というのはです

ね、その姿勢というのは、一番取り組む姿勢と

いうのは、一番大事だと思いますよ。それにつ

いて、昨年もいっちょん変わらないような予算

計上して、今のような答弁ではですね、なかな

か理解できないですよ。今のような答弁ではで

すね。やる気というのは、情報だけでやる気な

んですか。やはり、県外に２９社訪問した。け

れども、こういう問題があって、ことしは目標

は５０社ぐらい目標を立てるんだというぐらい

の予算計上してこなければですね、はっきり言

ってから、審議する必要ないですよ。そういう

ふうに、私は思います。 

 これは、もうぜひともですね、この予算では

なかなか厳しいと、企業誘致というのは。そう

いう中で、我々議会も企業誘致については、私

も微力なから努力をして、やはり、あるところ

の企業なんて、私も大変努力しましたよ。そう

いうことをですね、努力を積み重ねてですね、

相手方には、やはり接することが一番大事であ

って、ある程度の予算計上は惜しまんで、予算

計上してください。毎年同じ計上、予算計上ば

っかりしてですな、パンフレットだって同じで

しょう。じゃあ、全世界にですよ、発信しても

いいんじゃないですか、情報発信する、またパ

ンフレットも、北海道からですね、４７都道府

県、東京大都心じゃなきゃ、東海３県じゃなく

してですよ、そういうのを、私は取り組んでい

ただきたいと、これは強く要望しますが、意気

込みを、どうですか、私の質問がもし、それく

らいの質問ですかと言われると、それでいいん

ですけども。どうでしょうか。 

○商工政策課長（豊本昌二君） 山本委員おっ

しゃるとおりでございます。企業、地域経済の

ですね、活性化というのは、非常に重要になっ

てきます。企業の誘致というのが、その中で一
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つ大事になっておりますし、私ども、今度地方

創生推進交付金で取り組みます地元企業も大事

にするというのも、非常に今からやってまいり

たいと思っておりますので、そういったことも

含めてですね、御指摘のとおり、企業誘致もし

っかり頑張っていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） 本当に力強い意思を見

せていただいてから、ありがとうございます。

取り組んでください。 

 今回、私が一番商工費に関心を持っておるの

はですね、職員の皆さんの数字を見てくださ

い。担当職員の数字を、商工部の、商工関係３

８名。何年も変わってないんですよ。３７か３

８。そして、このような事業をですね、イベン

トから含めて、クルーズ船から、このようなで

すね、事業をですね、担当部が３８人ですよ、

この予算計上してあるのが。私は、担当部の職

員なり、関連の職員さんに頭下がりますよ。そ

して、家庭環境に物すごく影響していることも

考えないかん、上司は。宮村部長、やっぱり現

場を知ってですね、私も大変現場に行きました

よ。やはり、彼たちが一生懸命、あの姿勢、ク

ルーズ船が１隻ごとに、来るたびごとにです

ね、現場に行って、子供もおる、家族もある、

それは一人一人のですね、職員の方々の、あの

考え方を聞いたときにですね、びっくりします

よ。どう思いますか、今のこの人員配置で。部

長、宮村部長、何も影響ないですか。影響あり

ますか。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） 今のお

話、御質問でございますけれども、三十七、八

名で推移させていただいて、冒頭にお話ししま

したように、経済文化交流部におきましては、

それぞれの課ごとに仕事をするんじゃなくて、

連携してやっていこうということで、今やらせ

ていただいております。ただ、人数としまして

は、我々としましては、１人でも２人でも多い

ほうがいいと、非常にみんな苦労しておるのは

事実でございます。今、委員がおっしゃったよ

うに、我々としましては、何とか事務の軽減が

できないのか、あるいは委託ができないのか等

について、各課長とも協議しながらやらせてい

ただいておりますし、一番よくないのが病気、

体を悪くすること、あるいは家庭内に問題が発

生するようなことだけはならないようにという

ことで、現場を見ながら、担当課長、あるいは

次長とも一生懸命話をさせていただいておりま

す。御心配いただきまして、ありがとうござい

ます。 

○委員（山本幸廣君） 大変影響があっておる

と思います。 

 個人、個別的は別としてからですね、職員の

方々が悩み、苦しんでおられる方々もおられる

し、そしてまた、土曜、日曜にも出なけりゃい

けないという、その環境、家庭の環境等踏まえ

たならばですね、この職員の数では少ないとい

うことは、はっきり言っておきますから。これ

はもう、部長、考えなければですね、部長のよ

うな、そういうようなですね、説明、答弁では

話にならないんですよ。今の現況、一昨年を見

てください。今回は、クルーズ船も県がします

よ、するんかもしれません。だけども、商工観

光の担当部がですね、出ないという、その条件

はありますか。出なきゃいけないでしょう。そ

れを聞かせてください、部長。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） 詳細につ

いては、熊本県さんと打ち合わせを、今後させ

ていただきますが、県にクルーズ船の対応を全

てお任せするというわけにはいかないと思いま

すので、八代市の職員も出ることになろうかと

いうふうに、数、何回出るかは、ちょっとわか

りませんけれども、出ることになろうかと思い

ます。 

○委員（山本幸廣君） そこで、部長ですね、

それは他人みたいなですね、説明したらいけな
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いですよ。本当に真剣に考えてくださいよ。こ

の職員さんの３８名の少なさ、本当少ないです

よ。それは、事務から現場ですよ、帰ってきた

ら事務処理せないかん。行く前には事務処理し

ていかないかん。現場に行く。時間は５時以降

も仕事せないかん。朝、早朝も仕事行かないか

ん。商工観光というのはですね、本当に、今回

私、この一般職の数字を見たときにですね、本

当に職員さんの現場の気持ちをですね、しっか

り、私は受けとめました。ある程度のところは

行きましたよ、私も。ところが、大変ですよ。

その都度、その都度、行かれている職員さん

の、その気持ちを聞くとですね、観光商工ばか

りじゃないですよ。ほかのところからも、やっ

ぱり出てくださいと、お願いしますという、そ

ういうお願い事もあっている現状が、私も耳に

したんですけども、そういう中で、ぜひとも、

この一般職についてはですね、臨時でも、きち

っとした中で、部長、対応してください。どう

ですか、次長も一緒に、今の私の質問に対し

て、答えてください。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） 職員の事

務の軽減を図るように努力させていただきま

す。 

○委員（山本幸廣君） ぜひとも、強く要望し

ておきますので、よろしくお願いします。その

姿を見せなければ、見せていただくようにお願

いしておきます。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにございません

か。 

○委員（笹本サエ子君） ただいまの山本委員

の発言は、皆さんを応援している発言だと受け

とめてください。クルーズ船がたくさん入って

くる、何倍も入ってくるようになったのに、職

員の数が変わらないじゃないかと。これじゃ

ね、健康障害も来すということでございますの

で、しっかり受けとめていただきたいというふ

うに思います。 

 私のほうからはですね、市立病院の看護師

が、経済文化交流部に、一応異動していると思

うんですね。何名ほど異動されてますか。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） 商工政策

課１名、文化振興課１名、それと、観光振興課

１名、計３名でございます。 

○委員（笹本サエ子君） この３名の報酬につ

いては、どうなってますか。市立病院のほうか

ら出されてますか。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） 病院のほ

うからの支出でございます。（委員笹本サエ子

君「わかりました。ありがとうございました」

と呼ぶ） 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

○委員（矢本善彦君） １１３ページの文化、

ちょっと修復保存についてお尋ねいたします。 

 先日、城跡の修理、復元のための見学会があ

ってますね。これは１億１００万予算、たしか

ついてたと思うんですけども、ＤＭＯが、八代

城跡の周辺の池にね、船を遊覧するということ

で、いつごろ城跡は修理はできるのかな。 

○文化振興課長（吉永 明君） 今行っており

ます石垣の修復につきましては、今、堀の水を

抜いて、石垣が崩れた状況が、今見れます。こ

の後、新年度になって、崩れた石を取り出し

て、それが５月ぐらいになります。その後、調

査をして、また積み上げて、大体もとの姿に戻

るのが年末ぐらいだと予定しております。 

○委員（矢本善彦君） せっかくならですね、

きれいな姿でですね、恐らくクルーズ船の中国

の方の受け入れ態勢だと思いますけども、なる

だけですね、早く復元できるようにお願いしと

きます。 

 以上です。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにございません

か。 

○委員（山本幸廣君） これは、私の、市民と



 

－57－ 

この前、ちょっと語る機会がありましたので、

その方々の意見であります。 

 クルーズ船が入ってきますよね。１点目が、

その安全対策、この前も質問を、誰か一般質問

されましたですね。その安全対策について、海

上保安庁等とですね、遊漁船を含めて、事故等

があっているのか、ないのか。それについて

は、ぜひとも調査してほしいと。これは担当の

方々が、海上保安庁に行っていただけば、すぐ

わかりますので、それだけはお願いしておきま

す。これだけのクルーズ船が来ますと、やはり

事故があってるという現状もありますので、私

は、直接のその方から聞きました。訴訟みたい

にやっているような状況でありますので、それ

が責任度合いが、なかなか難しいということで

あります。それは遊漁船の方です。 

 それと、セブンイレブンに、私も、親戚がセ

ブンイレブンをやっておりますので、私のとこ

ろの下の、ＪＡのガソリンスタンドのところに

セブンイレブン、私の身内がやっているんです

けども、現状の話を、私は聞き取り調査やって

まいりました。ところが、大変だったというこ

とです。ＡＴＭが、入ってからすぐ左にありま

す。そこにほとんど、ＡＴＭの時間帯のときで

すね、来られてから、ＡＴＭの方々は、５回も

６回も来てから、帰っていかれたと。それと、

３人しか、そのときいなかったと。ところが、

バスが来てから、どんどんおりてきて、店内は

パニック状態であったと。そして、いろんな出

来事がありましたかということで、お聞きをし

ましたところが、静かな声で言われたのが、大

変でしたのがですね、一言でした。２回も大変

でしたということで、それで、盗まれたとか、

そういうことはありませんでしたかとお聞きし

ましたところが、それは言えませんと。私に、

おいちゃん、言えんばいっていうことでです

ね、言わなかったんですが、あそこは全部、決

算というのは、棚卸が、決算が、３カ月ぐらい

でしか上がってこないそうです。物がとられ

た、物が差損があったというのをですね。パニ

ック状態もパニック状態であったということで

すので、セブンイレブンだけはですね、寄りど

ころとしないほうがいいんじゃなかろうかな

と。ＡＴＭがあるもんだからですね。 

 そしてまた、御存じのように、担当部は、や

はり市が発行しておるところの、いろんな書類

等も、重要なものが、あそこの中に入っており

まして、それはもう、証明書をとる、納税をし

ていく、そういう状況でありますので、よろし

かれば、セブンイレブンであろうが、何であろ

うが、何社かありますけども、そういうところ

については、少しずつは、やっぱり１台やると

か、３台じゃなくしてから、そういうようなで

すね、ことを考えていただきたいなということ

で、これは強く要望しておきますので、そこあ

たりについては、何か。 

○国際港湾振興課長（緒方 浩君） 山本委員

の御質問にお答えいたします。 

 まずもって、海でのクルーズ船が通ったとき

の事故といいますか、これは前回の委員会の中

で、委員さんの御指摘ありましてからですね、

あの後、一番直近でいきますと、昨日、海保の

八代保安署のほうに出向きました。そして、状

況と、あとまた、そういう報告があってないか

というような情報交換をしてまいりました。ち

ょうどきのう、直近できのうの４時ぐらい、４

時半ぐらいだったんですけど、そのときの段階

におきましては、まだ報告は入ってないという

ところでございましたけども、そういうこと

が、今後もあるかもしれませんので、定期的に

情報交換をさせてくださいと、教えていただけ

る部分だけで結構です、また、私どもわかった

時点で、県のほうにはお伝えしようと思います

ので、情報交換を、今後とも密にお願いします

というお願いを、昨日、直近でいけば、してま

いりましたので、そこら辺、今後ともよろしく
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お願いします。 

 それと、セブンイレブンさんの話は、恐らく

海士江でしょうか。（委員山本幸廣君「海士江

も、葭牟田も。葭牟田にありますよ」と呼ぶ）

ああ、そうですか。 

 実は、ことしに入りまして、１月の１５日に

ですね、海士江のほうに免税店ができました。

免税店ができた、その日に、大量のバスが夕方

押し寄せて、あの一帯が、言い方は悪いですけ

ど、パニックになったというようなことが、ち

ょっとお聞きしました。警察の方からも、市民

の方からも、うちの担当課のほうに、担当課と

いいますか、そういう苦情のお電話がありまし

た。 

 海士江の対応に関しましては、警察とすぐ協

議をいたしまして、まずもって、旅行会社、ツ

アーを請け負う旅行会社、福岡に３社か４社、

５社、ありますけども、そちらのほうに文書を

もって、うちのほうから、ちょっと要望書とい

う形でですね、出させていただきました。一遍

に入るんじゃなくて、時間をずらして、５台ず

つ入ってくださいとかですね、周辺の民家には

立ち寄らないでくださいというような形で、で

きる限りの要望もさせて、渋滞につながらない

ような感じでお願いしますという要望はしてま

いりました。 

 今のところ、そのような場所等がありました

ら、うちのほうから要望等をですね、積極的に

してまいりますので、今後ともよろしくお願い

します。 

○委員（山本幸廣君） ありがとうございま

す。 

 まず、ＡＴＭについては、金剛のガソリンス

タンドの、三江のガソリンスタンドの前のセブ

ンイレブン、あそこでそういうことがあったと

いうことでありますので、内容的には、もうで

すね、大変パニックになったということで、い

ろんな問題についてはですね、控えさせていた

だきたいと思いますが。 

 それと、遊漁船の問題については、名前も言

ってよろしいです。田口美成さんという方がで

すね、事故で警察にも行かれて、そしてまた、

運転したのは誰かということで、そこでもめ

て、訴訟に近いかな、損害金をどうするかとい

うことであっとりますので、田口美成さんとい

う方、後から、また教えますので、そこにはち

ょっとばっかり行ってから、聞き取りしとって

くださいよ。 

 以上です。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

○委員（橋本隆一君） 関連して、今、課長の

御説明の中で、海士江の件が出ましたので、私

のほうも、直接市民の方から御相談がありまし

た。その車の台数の問題とあわせてですね、や

っぱり外国人の方からの生活習慣とか、文化の

違いによるマナー等ですね、日本の今の状況の

中で、ちょっと異質に感じるところがあるとい

うことで、例えば、クルーズ船内においてです

ね、例えば、マナー講座、押しつけでなくて、

こぎゃんせないかんですよということじゃなく

て、通常こういうことは、大きな声で町なかを

わあわあわあわあ言わないとか、あるいは私有

地に無断で入らないとか、あるいは物品等をで

すね、勝手にさわらないとか、そういったとこ

ろの啓発啓蒙ちゅうのが、クルーズ船内で、マ

ナー講座みたいにして、業者の方と連携して、

緩やかな形でできないのかなと、ちょっとそう

いう思いがあったんですが、その点はどうでし

ょうか。 

○国際港湾振興課長（緒方 浩君） 橋本委員

の御質問にお答えいたします。 

 船内でのマナー教室等、周知ができるかとい

うのは、ちょっと私も、何とも、ここでできま

すというふうにはお答えできないんですけど

も、例えば、ツアーバスの中で、ガイドさんあ
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たりから、そういうことを言っていただくとい

うのは、ビラを配るとか、口頭で言っていただ

くというのは、協力いただけるのじゃないかな

あというふうには思いますので、そこら辺、ち

ょっと旅行エージェントと協議をさせていただ

ければと思います。よろしくお願いします。 

○委員（橋本隆一君） ありがとうございま

す。 

 テレビ等で、皆さんもよく御存じだと思いま

すが、日本全国、そういった同じようなことで

ですね、そういう話が出ておりますから、どう

か検討していただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

○委員（矢本善彦君） 概要の２３ページだけ

ど、商店街の活性化事業、１７００万ぐらいつ

いてますけども、その中で、活性化事業の補助

金が１６００万ついてますけど、その中身はど

んなふうかな、ちょっと御説明をお願いしま

す。 

○商工政策課長（豊本昌二君） 済みません、

遅くなりました。商工政策課長、豊本でござい

ます。 

 商店街活性化事業につきましては、商店街再

生事業、それから、商店街の魅力向上ソフト事

業、それから、商店街連合事業、それから、空

き店舗の活用補助ということで、それぞれ予算

を、１５００万ほどが昨年度と同じで、あと、

１００万につきましてはですね、商店街で、商

店街振興組合以外がイベントをされるときにと

いうことで、別途１００万をとってですね、そ

れを１０万円で１０回、いろいろな団体が、ぜ

ひ商店街でイベントをしたいというときにです

ね、その補助をしたいということで、プラスし

てとっておるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（矢本善彦君） わかりました。 

 一応、いろんな補助金がありますけどね、通

行量の調査業務なんかはですね、毎年しよんな

るごたっとですたいな。こぎゃんとはいいから

ね、やはり店舗に入ってもらわんといけないか

ら、活性化するためには。だから、やっぱり家

賃の補助とか、リフォームの補助とか、そんな

のをしてやらんとね、なかなか入ってこない。

だから、調査なんかは、いつもしよんなっとだ

けん、大体もう変わらんけんで、そういうとこ

ろに力を入れてもらいたいと思います。要望で

す。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） ないようですので、

以上で質疑を終了いたします。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） ないようですので、

これより採決いたします。 

 議案第６号・平成２９年度八代市一般会計予

算中、当委員会関係分について、原案のとおり

決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（大倉裕一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午後３時３１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時４３分 本会） 

◎議案第１０号・平成２９年度八代市簡易水道

事業特別会計予算 

○委員長（大倉裕一君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１０号・平成２９年度八代市簡

易水道事業特別会計予算を議題とし、説明を求

めます。 

○水道局長（宮本誠司君） 水道局の宮本でご

ざいます。よろしくお願いいたします。座りま
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して、説明させていただきます。 

 別冊になっております八代市特別会計予算書

の８９ページをお願いいたします。 

 それでは、議案第１０号・平成２９年度八代

市簡易水道事業特別会計予算について、御説明

いたします。 

 第１条・歳入歳出予算の総額を、それぞれ３

億４６７３万１０００円といたしております。 

 第２条・地方債でございますが、簡易水道施

設整備事業として、１億３９００万円を予定い

たしております。 

 それでは、内容につきまして、歳出から説明

させていただきます。 

 ９９ページをお願いいたします。 

 款１、項１・簡易水道事業費、目１・簡易水

道総務費でございますが、４４４２万１０００

円を計上いたしております。 

 節２・給料から節４・共済費までは、職員６

名分の人件費４４１５万４０００円でございま

す。 

 次に、目２・簡易水道維持管理費でございま

すが、４８２８万円を計上いたしております。 

 その主な内訳でございますが、節１１・需用

費１５０５万９０００円は、施設管理消耗品１

４１万円、施設電気料８４１万４０００円、施

設設備修繕費４３８万６０００円が主なもので

ございます。 

 節１２・役務費１５０万円は、水道施設電話

料５０万１０００円、水道料金の納付書郵送料

１９万７０００円、量水器取りかえ手数料３５

万１０００円、口座振替手数料２４万６０００

円、水道施設保険料９万２０００円が主なもの

でございます。 

 節１３・委託料３０００万３０００円は、水

質検査業務委託１８７３万１０００円、浄水施

設、ポンプ設備、滅菌機などの保守点検業務委

託２４８万円、水道施設清掃業務委託２６３万

４０００円、水道施設監視業務委託２７５万７

０００円、量水器検針業務委託２１３万３００

０円が主なものでございます。 

 節１８・備品購入費１００万３０００円は、

量水器、塩素滅菌機及び水中ポンプ等の購入で

ございます。 

 目３・簡易水道建設費でございますが、１億

４４７３万４０００円を計上いたしておりま

す。 

 その内訳でございますが、節１３・委託料２

３３万４０００円は、坂本町の田上地区簡易水

道経営変更認可申請書作成業務委託でございま

す。 

 節１５・工事請負費１億４２４０万円は、坂

本町の田上地区簡易水道整備事業４５００万

円、中津道地区簡易水道整備事業１４０万円並

びに泉町の白岩戸簡易水道整備事業６４００万

円、南川内簡易水道整備事業３２００万円を予

定いたしております。 

 １００ページをお願いいたします。 

 款２、項１・公債費、目１・元金９１７７万

６０００円は、起債償還元金及び借換債償還元

金でございます。 

 目２・利子１７５２万円は、起債償還利子及

び借換債償還利子でございます。 

 以上が歳出でございまして、歳出合計３億４

６７３万１０００円を計上いたしております。 

 次に、歳入でございますが、９６ページに戻

っていただきまして、款１・分担金及び負担

金、項１・負担金、目１・簡易水道事業費負担

金３２４万円。これは、泉地区における消火栓

設置工事の一般会計負担金でございます。 

 款２・使用料及び手数料、項１・使用料、目

１・簡易水道使用料７２４６万６０００円を見

込んでおります。 

 内訳といたしまして、八代地区４０戸１３３

万３０００円、坂本地区１５８６戸５５６９万

３０００円、東陽地区２４４戸８０６万５００

０円、泉地区３１１戸７３７万５０００円でご
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ざいます。 

 項２・手数料、目１・簡易水道手数料４万４

０００円。これは、主に督促手数料でございま

す。 

 ９７ページをお願いいたします。 

 款３・繰入金、項１、目１・一般会計繰入金

１億２６４２万５０００円を計上いたしており

ます。 

 内訳は、八代地区７４４万５０００円、坂本

地区７２６３万７０００円、東陽地区２０９５

万５０００円、泉地区２５３８万８０００円と

なっております。 

 款４、項１、目１・繰越金１０００円。 

 ９８ページをお願いいたします。 

 款５・諸収入、項１、目１・雑入５５５万５

０００円。これは、消費税還付金でございま

す。 

 款６、項１・市債、目１・簡易水道事業債１

億３９００万円を計上いたしております。 

 主な内訳といたしまして、坂本町の中津道地

区簡易水道整備事業１４０万円及び田上地区簡

易水道整備事業４５００万円、泉町の南川内簡

易水道整備事業３０３０万円及び白岩戸簡易水

道施設整備事業６２３０万円などでございま

す。 

 以上が歳入でございまして、歳入合計３億４

６７３万１０００円を計上いたしております。 

 以上で、平成２９年度八代市簡易水道事業特

別会計予算の説明を終わります。 

 よろしく御審議お願いいたします。 

○委員長（大倉裕一君） それでは、以上の部

分について、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ないようであれば――。 

○委員（上村哲三君） ２つよかですか。 

 建設費で、田上地区簡易水道整備事業（葉木

地区）って書いてあるけど、田上のハキは破れ

ハギの破木だもんな。だいけん、水源を対岸の

葉木に求めるということですか。それが１つ

ね。 

 それと、泉地区の白岩戸簡易水道整備事業

は、給水戸数はどれぐらいですか。小字部落で

言えば、何部落で何戸あるんですかね。 

 この２つ、ちょっと教えてください。 

○水道局長（宮本誠司君） まず、１点目、田

上地区簡易水道整備事業、葉木地区、４５００

万円計上いたしておりますが、こちらにつきま

しては、破れ木の破木ではございませんで、ボ

ートハウスのある葉っぱの木の葉木地区でござ

います。こちら、平成２８年度から３０年度ま

での事業でございまして、総事業費が７８００

万円、事業概要といたしましては、実施設計そ

れから浄水設備送水管の――。 

○委員（上村哲三君） 地元だから、知らんは

ずはなかですよ、そやんことは。俺が言うた意

味がわからんど。（水道局主幹兼簡易水道係長

松田仁人君「じゃあ、済いません、委員長」と

呼ぶ）うん、あんたが言うたほうがよかろう。 

○水道局主幹兼簡易水道係長（松田仁人君） 

上村委員御質問のですね、田上地区簡易水道整

備事業につきまして御説明します。 

 現在、今年度、平成２９年度に工事を予定し

ております地区につきましては、葉っぱの葉木

地区のことでございます。ただ、工事名としま

しては、田上地区簡易水道整備事業ということ

で出しておりますが、これにつきましてはです

ね、当初、葉っぱの葉木地区につきましては、

水源を田上地区に置いておりまして、そこの水

源の水量が多くてですね、そちらのほうから水

を持ってくる予定でおりました、当初は。 

 ただ、２５年度にですね、多分御存じかと思

いますが、ＪＡの、農協さんのですね、油の事

故がありまして、それで新しい水源を掘った関

係でですね、水源の水量が少なくなっておりま

す。ということで、本来ならば、新しい水源を

求めて進めてるとこなんですが、その時点でで
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すね、認可申請あたりを、もう田上地区から持

ってくる予定でですね、作成をしておりまして。 

 よって、工事につきましてはですね、新たな

水源を、今、葉木地区のボートハウスにありま

す水を利用したいということで、この１年ほど

動いてですね、検討してまいりました。 

 ただ、認可上、既に田上地区でとっておりま

したので、今回、工事の名称としまして田上地

区整備事業ということでさせていただきました。 

 よろしくお願いします。 

○水道局長（宮本誠司君） 今年度の内容とい

たしましては、浄水設備、送水管布設、距離が

１０００メーターでございます。 

 それと、泉地区の建設事業で計上いたしてお

ります、白岩戸簡易水道につきましては２４世

帯、南川内簡易水道につきましては２６世帯と

いうふうに聞いております。 

○委員（上村哲三君） もう一つ、さっきの意

味合いは。名前があんまり違うもんだけでか

ら、こだわったばってんが。坂本の者からすれ

ば、おかしな話なと思うたけん、聞いたばって

ん。 

 なら、ここは、葉木と佐瀬野の絡みは、どげ

んなっとうと。今後、これ、展開したら。もう

以前から問題になっとった、この２部落の門題。 

○水道局主幹兼簡易水道係長（松田仁人君） 

当初、１２年前ですね、合併時においては、佐

瀬野地区というところは、水道をすごく希望さ

れてたんですが、以前、その前に葉木地区が反

対されてまして。ただ、２４年だったと思いま

すが、２４年に、地域要望という形で葉木地区

から水道の施設の要望はあってまいりました。

その後、地元で説明会を行いまして、その際

に、佐瀬野地区、葉木地区、一応来ていただき

まして、話し合いをしましたんですが、当然、

地域要望が上がったからすぐ工事ができるとい

うことではございませんでしたので、数年かか

りますよというようなお話も、説明会をさせて

いただいた際にですね。どうしても、佐瀬野は

待ち切らないということで、自前でですね、各

世帯で井戸を掘られたという経緯があります。 

 よって、佐瀬野地区はですね、今回の工事の

中には入っておりません。葉木地区だけになり

ます。 

 以上です。 

○委員長（大倉裕一君） よろしいですか。 

○委員（山本幸廣君） 泉地区が入っておりま

すので、泉地域に、困っとる方々が。あそこの

何かな。（｢朴ノ木」と呼ぶ者あり）朴ノ木。

あれの改善はもう終わったんですか。 

○水道局主幹兼簡易水道係長（松田仁人君） 

山本委員御質問のですね、多分、泉町の朴ノ木

の件だと思いますが、ただいま、うちの簡易水

道ではございませんので、なかなか把握はでき

てないんですが、泉支所の所長とかのお話をお

聞きしましたところですね、今年度、たしか１

２月の補正で健康推進課のほうで、水道施設補

助金の補正をされまして、多分２月３月にです

ね、工事のほうは進められているところだと思

います。まだ、完成のお話を聞いておりません

ので、それ以降の話がちょっとわかりませんけ

れども、そういうことで、半額を地元で出し

て、半額を水道施設補助金で出してということ

で、大体、予算を計上されて事業を進められて

いるというふうに聞いております。（委員山本

幸廣君「ありがとうございました」と呼ぶ） 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

○委員（矢本善彦君） ちょっとお尋ねですけ

ど。給水件数で、八代は二見のことですか。

（水道局長宮本誠司君「二見です」と呼ぶ） 

 はい、わかりました。（水道局長宮本誠司君

「八代は、二見、白島地区でございます」と呼

ぶ）白島地区ね。はい、わかりました。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。（｢なし」と呼ぶ者あり）私が質問します
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ので、副委員長と、暫時、委員長職を交代しま

す。 

○副委員長（笹本サエ子君） 暫時、委員長の

職務を行いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員（大倉裕一君） 公債費と市債の関係を

お尋ねしたいと思うんですけど、昨年から、―

―済いません、手元に昨年からの情報しかあり

ませんので、昨年、借りたお金の分よりも返す

お金のほうが小さかですよね。で、年々借金が

ふえとるという、手元だけの数字ではそうなん

ですけども。このあたりの財政の見通し。今年

度末で１４億７３００万ですかね、見ておられ

るみたいなんですけど、この財政の状況に対す

る見解と、あと、使用料とか手数料、そういっ

たところに踏み込まないかぬような状況と考え

ておられるのか。できるだけ安いほうがです

ね、住民のほうはいいわけですので、そのあた

りの考え方がどうかというところをお聞かせい

ただければというふうに思っております。 

○水道局長（宮本誠司君） 起債のほうにつき

ましては、２９年度末で残高１４億７０００万

でございます。平成３１年度末がピークでござ

いまして、今の予定で、収支計画でいきますと

１５億２００万になります。平成３１年度末。

これが、一応、ろ過機等のついていない表流水

を水源とする施設等の改良を３１年度末までに

終えるという計画でおります。以降は、起債残

高は漸次下がっていく予定でございます。 

 料金改定でございますが、実は今年度予定を

いたしておりました。料金改定を検討するとい

たしておりましたが、何もかにも地震のせいに

してしまうのは心苦しいんでございますが、一

応、審議会等が開かれなかったこともございま

して、先送りになっておる状態でございます。 

 経営戦略、後ほど御説明いたす予定でござい

ますが、そちらの中で、ここ１０年間で設定し

ておりますし、３年ないし５年で見直していく

という中で、簡易水道の料金は回収率６０％で

前回改定したきりでございますので、今のとこ

ろ、１億ちょっとぐらいですか、一般会計から

の繰入金に頼っている状況でございますので、

見直しの時期に来ていると認識しておるところ

です。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 見直しの時期に来てい

るということと、ピークが平成３１年、１５億

ぐらいということで、認識をさせていただきま

した。 

 ここでは、もうこれ以上は言いませんけれど

も、できるだけやはり、受益者の負担というの

は少ないほうがいいわけでありまして、かなり、

国保とかいろんな負担金がふえたというような

お声も聞いておりますので、できるならば、今

の料金を現状維持するような形で、内部的な努

力によってですね、負担金の部分を見出すよう

な、そういった行財政改革の部分をまた見つけ

出していただいて、努力をですね、積み重ねて

いただければというふうに思っております。そ

こを要望しておきますので、取り組みのほうを

ですね、お願いできればと思います。 

 以上で終わります。 

○副委員長（笹本サエ子君） 委員長の職務を

委員長とかわります。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありませんで

しょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） 意見はございません

でしょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） それでは、これより

採決いたします。 

 議案第１０号・平成２９年度八代市簡易水道

事業特別会計予算について、原案のとおり決す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 
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○委員長（大倉裕一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午後４時０１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時０３分 本会） 

◎議案第１５号・平成２９年度八代市久連子財

産区特別会計予算 

○委員長（大倉裕一君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１５号・平成２９年度八代市久

連子財産区特別会計予算を議題とし、説明を求

めます。 

○農林水産政策課長（小堀千年君） それで

は、私のほうから、議案第１５号・平成２９年

度八代市久連子財産区特別会計予算につきまし

て、説明させていただきます。着座にて説明さ

せていただきます。 

 予算書の１９１ページをお願いいたします。

よろしいでしょうか。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３

１万４０００円を計上いたしております。 

 １９６ページをお願いいたします。 

 まず、主な歳入でございますが、ページ下に

あります款２・繰入金、項１・基金繰入金、目

１・久連子財産区基金繰入金で２１万２０００

円、次のページ、款３の繰越金で１０万円を計

上しております。 

 次に、歳出でございますが、款１・総務費、

項１・総務管理費、目１・一般管理費に２１万

４０００円を計上しております。 

 内訳といたしましては、年２回開催を予定し

ております財産区管理会、その委員７名の報酬

８万３０００円と、地区内の防犯灯の電気代及

び修理代で１２万円、報償費といたしまして、

財産区有林と隣接者との境界立ち会いなどに対

する謝礼１万円でございます。この謝礼１万円

につきましては、前年度までは財産区造成費で

計上しておりましたが、事業内容から考えまし

て、一般管理費での計上が適しているというこ

とで、平成２９年度より、目１・一般管理費、

節８・報償費で計上しております。また、予備

費として１０万円を計上しております。 

 以上が、平成２９年度八代市久連子財産区特

別会計予算の説明でございます。 

 御審議方、よろしくお願いいたします。 

○委員長（大倉裕一君） それでは、以上の部

分について、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 今の財産区のあそこの

施設はどげんした状況なんですか。もう老朽化

して誰も住まれんごたる状態。 

○農林水産政策課泉農林水産地域事務所長（徳

田啓治君） こんにちは。（｢こんにちは」と

呼ぶ者あり）泉農林水産地域事務所、徳田で

す。よろしくお願いいたします。 

 委員さんお尋ねの施設ですけども、久連子の

地区内にあります民舞伝習館というのが、この

財産区で一応管理を行う施設となっております

けれども、ここの施設は、現在はほとんど地区

としても使用はされておりません。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 自信を持って、使用し

ておりませんって。（笑声）地元だいけんでか

ら、私が反論じゃなかばってんが、やっぱ、使

用せないかぬたいな、何かな。これだけの災害

があっとる中でたい、やっぱ、ある程度の。観

光施設の方々が来られたときに避難場所とかた

い。もしも、観光の方々があそこに、どっと、

椎原から来られて久連子まで。はっきり言って

から、あの施設はまだしっかりしとるような施

設だと思うんだけどもな。そういう中で、何か

避難場所なり何かできはせんかと思うて、施設

利用というのは。避難のときだけですよ。地震

とか、そういう災害どきには。それか、日ごろ

でも。それぐらいの予算はつけてやってよかっ

じゃなかかな。つけなっせ、予算ば、そら。も
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ったいなかもん、あそこは。 

○農林水産政策課泉農林水産地域事務所長（徳

田啓治君） 今、委員さんがおっしゃられた施

設は、この民舞伝習館とは別に久連子古代の里

という施設が。（委員山本幸廣君「ああ、そう

か」と呼ぶ）（｢別ばい」と呼ぶ者あり）久連

子鶏が飼育されとりまして。そちらのほうは、

一応、泉支所の地域振興課のほうで管理するよ

うになっております。で、そちらのほうは、避

難所とかには使っています。（委員山本幸廣君

｢ああ、あそこだったな」と呼ぶ） 

○委員（山本幸廣君） 私も勘違いしとって、

勘違いも甚だしくなかったいな。地域だけん

な、久連子だけんな。（笑声）だけん、私も何

回か行ったことはあるんですけども、向こうの

ほうは、そしたら、今、解除しとるわけたい

な。開いとうわけたいな。 

○農林水産政策課泉農林水産地域事務所長（徳

田啓治君） 福寿草まつりとか紅葉祭とかのと

きは、開いてあります。あとは、ふだんも週何

日かは、一応、管理人さんがおられまして、来

られた方の対応はされるようにはなっておりま

す。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） ここは、どこにあっと

ですか。この伝習館というのは。 

○農林水産政策課泉農林水産地域事務所長（徳

田啓治君） ここは、その久連子鶏がいます古

代の里から、近くではあっとですけども、２０

０メートルぐらい離れたとこにあります。ちょ

っと坂道を上ったとこにありますので、日ごろ

は、あまり人は、まあ、住んでる方は行かれる

んですけども、余り行かれないとこだとは思い

ます。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 徳田さん、私も、現場

に前から行ったことがあるんですけども、も

う、大体、その施設は使われんごとある状態。 

○農林水産政策課泉農林水産地域事務所長（徳

田啓治君） 民舞伝習館のほうはですね、もう

ここ数年使われていない状態で、私たちも、外

からしか見たことはないんですけども。もうほ

とんど使われてはおりません。 

○委員（山本幸廣君） 使われとらんけりゃ、

使われるような方策もあるわけたいな。だけ

ん、そこあたりについては、何かのあれで検討

していただければなと思います。 

 なぜかといえばばってん、商工観光で、観光

関係で、これだけクルーズ船がうんとした中で

ですよ、物すごく、五家荘にはというですね、

やっぱ、振興策をしっかり、予算をつけてやり

ようわけですけんでから、よかれば、そういう

ところは一番ですね。バス１台でも持っていけ

ば、５０人でんですたい。それ誰んおらっさん

とけ行ったら、またですね、過疎化が進まぬわ

けだけんでから。 

 そういうことで、要望です。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） なければ、以上で質

疑を終了いたします。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１５号・平成２９年度八代市久連子財

産区特別会計予算について、原案のとおり決す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（大倉裕一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１６号・平成２９年度八代市椎原財産

区特別会計予算 

○委員長（大倉裕一君） 次に、議案第１６号



 

－66－ 

・平成２９年度八代市椎原財産区特別会計予算

を議題とし、説明を求めます。 

○農林水産政策課長（小堀千年君） それで

は、議案第１６号・平成２９年度八代市椎原財

産区特別会計予算について、御説明申し上げま

す。着座にて、説明させていただきます。 

 予算書の２０１ページをお願いしたいと思い

ます。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４

１万２０００円を計上しております。 

 ２０６ページをお願いいたします。 

 まず、主な歳入でございますが、ページ下に

あります款２・繰入金、項１・基金繰入金、目

１・椎原財産区基金繰入金で３０万９０００円

でございます。次のページ、款３の繰入金で１

０万円を計上しております。 

 次に、歳出でございますが、款１・総務費、

項１・総務管理費、目１・一般管理費に３１万

２０００円を計上しております。 

 内訳といたしましては、年２回の開催を予定

しております財産区管理会、その委員７名の報

酬８万３０００円と、地区内の防犯灯の電気代

及び修理代で２１万７０００円、報償費といた

しまして、財産区区有林と隣接者との境界立ち

会いなどに対する謝礼１万円でございます。こ

の謝礼１万円につきましては、久連子財産区と

同様、平成２９年度より、目１・一般管理費の

報償費で計上しております。また、予備費とし

て１０万円を計上しております。 

 以上が平成２９年度八代市椎原財産区特別会

計予算の説明でございます。 

 御審議方、よろしくお願いいたします。 

○委員長（大倉裕一君） 以上の部分につい

て、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） ないようです。以上

で、質疑を終了いたします。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１６号・平成２９年度八代市椎原財産

区特別会計予算について、原案のとおり決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（大倉裕一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午後４時１４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時１５分 本会） 

◎議案第１７号・平成２９年度八代市水道事業

会計予算 

○委員長（大倉裕一君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１７号・平成２９年度八代市水

道事業会計予算を議題とし、説明を求めます。 

○水道局長（宮本誠司君） 水道局、宮本でご

ざいます。よろしくお願いいたします。座りま

して、説明させていただきます。 

 それでは、議案第１７号・平成２９年度八代

市水道事業会計予算について御説明いたしま

す。 

 別冊予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２９年度八代市水道事業会計予算、第１

条・平成２９年度の水道事業会計の予算は、次

に定めるところによります。 

 第２条・業務の予定量でございますが、給水

戸数１万４８００戸、年間総給水量３８８万２

０００立方メートル、１日平均給水量１万６３

６立方メートル。主な建設改良事業といたしま

して、原水設備改良事業、事業費４００万円、

配水管整備事業、事業費１億２４０１万５００

０円、配水管改良事業、事業費６５５３万７０

００円を予定いたしております。 

 第３条・収益的収入及び支出でございます
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が、まず収入では、第１款・水道事業収益５億

５１９２万円。 

 内訳といたしまして、第１項・営業収益５億

１９１８万２０００円、第２項・営業外収益３

２７２万６０００円、第３項・特別利益１万２

０００円を計上いたしております。 

 ２ページをお願いいたします。 

 支出でございますが、第１款・水道事業費用

４億９８１１万５０００円。 

 内訳といたしまして、第１項・営業費用４億

５２５９万２０００円、第２項・営業外費用４

２０２万１０００円、第３項・特別損失５０万

２０００円、第４項・予備費３００万円を計上

いたしております。 

 差し引き収支は、５３８０万５０００円の黒

字を見込んでおります。 

 第４条・資本的収入及び支出でございます

が、まず、収入では、第１款・資本的収入８２

０万６０００円。 

 内訳といたしまして、第１項・工事負担金３

４８万２０００円、第２項・出資金４７２万４

０００円を計上いたしております。 

 支出でございますが、第１款・資本的支出２

億７０２６万３０００円。 

 内訳といたしまして、第１項・建設改良費１

億９６６４万９０００円、第２項・企業債償還

金７２６１万４０００円、第３項・予備費１０

０万円を計上いたしております。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不

足する額２億６２０５万７０００円は、当年度

分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１２

７１万１０００円、減債積立金７２６１万４０

００円、建設改良積立金３４０７万６０００円

及び過年度分損益勘定留保資金１億４２６５万

６０００円で補塡いたします。この予算の詳細

につきましては、予算明細で御説明いたしま

す。 

 ３ページをお願いいたします。 

 第５条・一時借入金の限度額は、５０００万

円といたします。 

 第６条・予定支出の各項の経費の金額を流用

することができる場合として、営業費用及び営

業外費用に計上した経費のうち、次条に定める

職員給与費以外の経費間を定めております。 

 第７条・議会の議決を得なければ流用できな

い経費として、職員給与費１億２５３０万７０

００円を定めております。 

 第８条・他会計からの補助金としまして、第

４次拡張事業に対する企業債償還経費及び退職

手当の支給に対する負担額として、一般会計か

ら、２１１１万５０００円の繰り入れを予定い

たしております。 

 第９条・たな卸資産購入限度額は、１６００

万円といたします。 

 次の５ページからは、水道事業会計予算に関

する説明書でございます。 

 予算実施計画、予定キャッシュフロー計算

書、予定損益計算書、予定貸借対照表につきま

しては、予算に基づき作成いたしました資料で

ございますので、説明を省略させていただきま

して、予算の明細について御説明いたします。 

 ２１ページをお願いいたします。 

 収益的収入及び支出でございます。 

 まず、収入でございますが、款１・水道事業

収益、項１・営業収益、目１・給水収益５億１

７９万２０００円。これは、給水使用料及び量

水器使用料４億９９２７万４０００円。船舶給

水使用料２５１万８０００円でございまして、

月平均１万４８００戸、年間給水量３８８万２

０００立方メートルを見込んでおります。 

 目２・受託工事収益１５４８万３０００円。

内訳は、給水工事収益２２万５０００円。これ

は、給水工事に伴う道路占用許可申請関係の収

益でございます。修繕工事収益１５２５万８０

００円。これは、下水道工事等に伴う水道管移

設補償金等でございます。 
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 目３・その他の営業収益１９０万７０００

円。これは、材料売却収益１０００円と手数料

１９０万６０００円でございます。 

 営業収益合計５億１９１８万２０００円を計

上いたしております。 

 ２２ページをお願いいたします。 

 項２・営業外収益、目１・受取利息及び配当

金５９万５０００円。これは、定期預金等の利

子でございます。 

 目２・他会計補助金１７２８万３０００円。

これは、退職手当の支給に対する一般会計負担

分等でございます。 

 目３・長期前受金戻入１３３１万７０００

円。これは、固定資産の減価償却費のうち、長

期前受金の充当分を収益化するものでございま

す。 

 目４・雑収益１５３万１０００円。内訳は、

不用品売却収益１０００円、その他雑収益１５

３万円でございます。これは、量水器取りかえ

評価差額などでございます。 

 営業外収益合計３２７２万６０００円を計上

いたしております。 

 項３・特別利益、目１・固定資産売却益１０

００円でございます。 

 目２・過年度損益修正益１万円でございま

す。 

 目３・その他特別利益１０００円でございま

す。 

 特別利益合計１万２０００円を計上いたして

おります。 

 ２３ページをお願いいたします。 

 支出でございますが、款１・水道事業費用、

項１・営業費用、目１・原水及び浄水費８５３

２万７０００円。これは、水源地関係の費用で

ございまして、その主なものは、一般職２名分

の人件費、水源地の運転管理業務委託料や動力

費などでございます。 

 ２４ページをお願いいたします。 

 目２・配水及び給水費６５０４万８０００

円。これは、配水及び給水施設に係る費用でご

ざいまして、その主なものは、一般職３名及び

外港船舶給水所管理業務非常勤職員１名の人件

費、配水管及び給水管の修繕費、漏水調査委託

料などでございます。 

 ２５ページをお願いいたします。 

 目３・受託工事費２４１７万２０００円。こ

れは、給配水管の切りかえ工事等の受託工事に

要する費用でございまして、その主なものは、

一般職２名の人件費、下水道工事等に伴う水道

管切りかえ工事の工事請負費などでございま

す。 

 目４・総係費１億２０１４万７０００円。こ

れは、一般事務経費など事業全般に関連する費

用でございます。その主なものは、一般職７

名、再任用短時間勤務職員１名、水道料金滞納

整理業務非常勤職員２名、開閉栓・精算業務臨

時職員１名の人件費及び退職給付費、検針業務

委託料、料金システム・会計システムの保守料

などでございます。 

 ２６ページをお願いいたします。 

 目５・減価償却費１億５３４８万８０００

円、目６・資産減耗費４３０万円、目７・その

他営業費用１１万円でございまして、営業費用

合計４億５２５９万２０００円を計上いたして

おります。 

 ２７ページをお願いいたします。 

 項２・営業外費用でございますが、目１・支

払利息及び企業債取り扱い諸費２２７６万円、

目２・消費税及び地方消費税１９２６万円、目

３・雑支出１０００円でございまして、合計４

２０２万１０００円を計上いたしております。 

 項３・特別損失でございますが、目１・固定

資産売却損１０００円、目２・過年度損益修正

損５０万円、目３・その他特別損失１０００円

で、特別損失合計５０万２０００円を計上いた

しております。 
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 次の項・予備費は３００万円を計上いたして

おります。 

 ２８ページをお願いいたします。 

 資本的収入及び支出でございます。 

 まず、収入でございますが、款１・資本的収

入、項１・工事負担金、目１・他会計負担金３

４８万円。これは、消火栓設置費への一般会計

負担金でございます。 

 目２・特設配水管工事負担金１０００円、目

３・その他工事負担金１０００円でございま

す。 

 工事負担金合計３４８万２０００円を計上い

たしております。 

 項２・出資金４７２万４０００円を計上いた

しております。これは、第４次拡張事業に要し

た企業債の元金償還金への一般会計出資金でご

ざいます。 

 次に、２９ページの支出でございますが、款

１・資本的支出、項１・建設改良費、目１・原

水設備改良費４００万円。これは、新開水源地

のポンプを取りかえるものでございます。 

 目２・配水設備拡張費１億２４０１万５００

０円。これは、太田郷、松高、八千把地区など

に５０ミリから４５０ミリの配水管を２０９２

メーター布設するものでございます。 

 目３・配水設備改良費６５５３万７０００

円。これは、外港船舶給水所の電気設備改良工

事並びに東片町及び本町におきまして、１００

ミリから１５０ミリの配水管７８０メートルの

改良工事でございます。 

 目４・営業設備費３０９万７０００円。これ

は、新規給水に係るメーターの購入費でござい

ます。 

 建設改良費合計１億９６６４万９０００円を

計上いたしております。 

 ３０ページをお願いいたします。 

 項２・企業債償還金７２６１万４０００円を

予定いたしておりまして、次の項３・予備費は

１００万円を計上いたしております。 

 ３１ページから３７ページまでは、給与費明

細書、債務負担行為に関する調書、地方債に関

する調書でございますが、給与費明細書及び地

方債に関する調書については、説明を省略させ

ていただきます。 

 ３７ページの債務負担行為に関する調書と本

日お配りしております別紙資料をお願いいたし

ます。 

 本市は、平成２７年度末の給水区域内水道普

及率が５８.６％と低く、普及率向上のため、

水道本管未普及地区への拡張工事を継続してい

ます。給水戸数も毎年３００戸程度増加してお

り、それに比例して業務量もふえております

が、職員の増員が困難な状況の中で、非常勤職

員や臨時職員で対応している状況でございま

す。 

 そのため、経費削減とサービスの維持を図れ

るよう、水道料金に関します窓口、電話対応、

検針、調定、収納、滞納整理業務までを民間事

業者に包括委託する予定でございます。 

 委託の効果といたしましては、年間４５０万

円ほどの経費削減と、現行の営業時間が平日の

午前８時半から午後５時１５分でございます

が、委託により平日が午前８時半から午後７

時、土曜日が午前８時半から１２時までとし、

窓口サービスの向上が期待できます。 

 平成３０年４月から業務委託を開始し、平成

３５年３月までの５年間の契約で、業者の選定

に当たっては、プロポーザル方式を予定いたし

ております。 

 平成２９年４月に選定委員会を設置し、８月

に受託業者の募集を行い、１０月にプレゼンを

経て受託業者を決定し、契約というスケジュー

ルでございます。なお、平成３０年２月から３

月を事務引き継ぎ期間としており、引き継ぎに

係る経費は受託者の負担といたしております。 

 平成３０年４月から平成３５年３月までの５
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年間の業務委託費１億９３３２万円の債務負担

行為限度額の設定をお願いするものでございま

す。 

 予算書最後の３８ページから３９ページに、

Ⅰ、重要な会計方針、Ⅱ、予定貸借対照表につ

きまして、注記いたしております。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審議を

お願いいたします。 

○委員長（大倉裕一君） 以上の部分について

質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

○委員（矢本善彦君） 業務委託について、ち

ょっとお尋ねしますけど、これ、市内に、県

内、企業は市内におられるんですか、この業務

委託されるのは。 

○水道局長（宮本誠司君） 市内にも受託でき

る業者はございます。ただ、本社が関東のほう

ですとか、そういう業者も一応プレゼンのほう

に参加していただけるのではないかと予定して

おります。 

○委員（矢本善彦君） 周知はどんなふうにさ

れるんですかね。何か、インターネットで。ホ

ームページ。 

○水道局長（宮本誠司君） 本市水道事業のホ

ームページにて公募をいたす予定でございま

す。（委員矢本善彦君「公募ですね。わかりま

した」と呼ぶ） 

○委員長（大倉裕一君） よろしいですか。

（委員矢本善彦君「はい」と呼ぶ） 

 ほかにありませんか。 

○委員（笹本サエ子君） 今、矢本委員から質

問がありましたけど、市内にもね、委託業者、

対象者になりますかと。これ、いらっしゃると

いうことでございましたね。（水道局長宮本誠

司君「はい」と呼ぶ）できるだけ市内の方を選

ばれるといいなと要望しておきます。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。ありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１７号・平成２９年度八代市水道事業

会計予算について、原案のとおり決するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（大倉裕一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午後４時３３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時３４分 本会） 

◎議案第１８号・平成２９年度八代市病院事業

会計予算 

○委員長（大倉裕一君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、議案第１８号・平成２９年度八代市病

院事業会計予算を議題とし、説明を求めます。 

○市立病院事務部事務長（田中智樹君） 市立

病院の田中でございます。よろしくお願いしま

す。 

 本日、院長のほうが診療のほうを行っており

まして、欠席させていただくことを御了承くだ

さい。申しわけございません。 

 それでは、座って説明をさせていただきま

す。 

 議案第１８号・平成２９年度八代市病院事業

会計予算について、御説明いたします。 

 まず初めに、平成２９年度の病院事業会計に

つきましては、昨年の熊本地震による入院機能

の停止が続いている状態ではございますが、従

前どおりの地方公営企業法による財務会計処理
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方法にて、提案をさせていただいております。 

 それでは、予算書１ページ、平成２９年度予

算の概要でございますが、第２条の業務の予定

量では病床数９６床ですが、入院機能が停止し

ている状態ですので、年間患者数については見

込んでおりません。一方、外来診療では、１日

平均患者数を３０.７人、年間で７５００人と

見込んでおります。 

 主要な建設改良事業では、上水道設備等の改

良工事として１７２万６０００円、仮設外来診

療棟のリース料１１８３万４０００円などを予

定いたしております。 

 次の第３条では、病院事業の運営に関する収

益的収入及び支出でございます。項目別の内容

は後半で御説明いたしますので総額のみとさせ

ていただきます。収入では、病院事業収益とし

て３億５０２３万１０００円を見込み、支出で

は、病院事業費用として４億５５３１万６００

０円を計上いたしております。 

 ページをめくりまして、第４条では、資本的

収入及び支出でございます。こちらは、建物の

改修や医療機器の購入、企業債の償還などの費

用を計上するものです。第３条と同様に、総額

のみとさせていただきます。資本的収入総額を

１４９３万４０００円と予定しており、同じ

く、支出総額を１８０３万８０００円の計上と

し、収支の差し引きで不足する３１０万４００

０円については、当年度分の消費税及び地方消

費税資本的収支調整額７万８０００円及び過年

度分損益勘定留保資金３０２万６０００円で補

塡することとしております。 

 次の第５条は、万が一の資金不足に陥った場

合の一時借入金の限度額として、１億円を設定

するものであります。 

 第６条と７条は、経費の流用に関する事項で

ございます。 

 次のページの第８条は、今回新たに追加した

条文でございまして、一般会計からの繰出金の

うち負担区分に基づく経費以外の任意的なも

の、いわゆる基準外繰り出しについて規定して

いるものでございます。内容は、熊本地震に伴

う医療職の事務従事に係る分の職員給与経費及

び仮設外来診療棟建設に係るリース経費分、合

わせて１億４７７２万３０００円でございま

す。 

 第９条は、棚卸資産の購入限度額を２億円と

定めるものでございます。 

 次に、予算に関する説明に移らせていただき

ます。 

 ７ページから９ページまでは、病院事業会計

の予算実施計画ですが、詳細は、後半で御説明

いたしますので省略させていただきます。 

 １０ページをお開きください。 

 １０ページは、予定キャッシュフロー計算書

でございます。２９年度におけます現金の収入

や支出すなわち資金の動きに関する情報を業務

活動、投資活動、財務活動の区分に分け、増減

予定額をあらわしたものです。 

 １の業務活動によるキャッシュフローでは、

本業である医業によるキャッシュ――現金を幾

ら稼いだかを示すもので、この計算書の中で最

も重視される部分です。２の投資活動によるキ

ャッシュフローは、設備投資に伴う固定資産の

取得・売却などを示し、３の財務活動によるキ

ャッシュフローは、企業債の借り入れによる現

金の増または返済による現金の減、一般会計か

らの出資による資金調達などを示しておりま

す。１から３を合計した４の当該年度の資金す

なわち現金の増加額は、マイナス４３０５万８

０００円を見込んでおり、最後の６、２９年度

末における資金の残高は、９８７６万８０００

円と見込んでおります。 

 続いて、１１ページから１８ページまでの財

務諸表は、企業の財政状況を明らかにするもの

でございまして、２８年度分の決算見込みを示

した予定損益計算書及び予定貸借対照表と２９
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年度の予定貸借対照表でございます。それぞ

れ、資産、負債及び資本の状況を総括的に示し

たものであります。 

 詳細につきましては、決算の折に御説明いた

しますが、現時点での平成２８年度の予定損益

は、１２ページの下から３行目をお願いいたし

ます、当年度純損失が１億８３８８万５０００

円程度発生すると見込んでおります。 

 次の２８年度の予定貸借対照表では、年度末

の流動資産における現金預金が、１３ページの

下から７行目でございます、１億４１８２万６

０００円と見込んでおります。 

 １９ページをお願いいたします。 

 これより以降が、先ほど説明しました、１ペ

ージの第３条・収益的収入及び支出、２ページ

の第４条・資本的収入及び支出に係る節区分ま

での詳細な内容でございます。 

 主な項目や前年度と比較して増減が大きい項

目について、御説明いたします。 

 まず、収益的収入の主なものでございます

が、款１・病院事業収益、項１・医業収益でご

ざいますが、目１の入院収益は、現在、入院診

療を停止しておりますので存目のみの計上とし

ており、４億６３０４万５０００円の減収を見

込んでおります。 

 目２の外来収益は、１億２８９０万円を見込

んでおります。１日平均患者数を前年度とほぼ

同数の３０.７人とし、平均診療単価１万７１

５０円を乗じて見込んでおります。 

 目３・その他医業収益は、室料差額収益いわ

ゆる差額ベッド料や２次救急受け入れの病院群

輪番制病院事業補助金の収入がなくなったこと

により、前年度より５１１万２０００円の減の

８８２万９０００円を見込んでおります。 

 合わせた医業収益の合計は、１億３７７３万

円となり、前年度より４億５２３４万７０００

円の減収となる見込みでございます。 

 病院事業の根幹となる医業収益ですが、入院

収益が見込まれないため、大幅な収入減となる

見込みです。外来収益においては、地理的な条

件や周辺地域の人口減少の理由から、人数、収

益とも減少してきております。特に、診療科目

につきましては、以前より、内科・外科を問わ

ず総合的に診療を行ってまいりましたが、医師

の退職による内科医不在の影響は大きいものが

あります。 

 ２０ページの項２・医業外収益ですが、目２

の他会計負担金は、２億２１万２０００円を予

定しております。その内容は、説明欄に記入し

ておりますが、国が定めた繰出基準に基づき一

般会計より負担いただくものと、今回、冒頭の

第８条で規定しております基準外の繰り出しと

して、仮設外来診療棟リースの利息４０万８０

００円の２分の１、２０万４０００円の分と、

事務従事職員１９名分の人件費１億４１６０万

３０００円の全額、合わせますと１億４１８０

万７０００円が基準額繰り出しとして組まれて

おります。 

 目４の長期前受金戻入は、過去に補助金で取

得した償却資産を減価償却するため、当該補助

金相当分をこの項目で収益として計上するもの

で、１１０５万５０００円を計上いたしており

ます。 

 目５・その他医業外収益の１２２万９０００

円は、自動販売機売上手数料のほか、３月分の

窓口未収金収入等でございます。減収の要因

は、入院患者が使用されますおむつやパジャマ

等の売り上げ分の影響でございます。 

 よって、項２の医業外収益の合計は、２億１

２４９万８０００円となり、前年度より４４６

５万５０００円の減収を見込んでおります。 

 ２１ページの項３・特別利益は、特に予定は

ありませんので、合わせて３０００円を見込ん

でおります。 

 以上、収益的収入の合計は、３億５０２３万

１０００円となり、前年度より４億７７８万９
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０００円の減収を見込んでおります。 

 続きまして、収益的支出について御説明いた

します。 

 ２２ページからでございます。 

 款１・病院事業費用、項１・医業費用のうち

目１・給与費は、２億９６６７万３０００円を

計上しております。内訳は、医師を初め事務従

事職員を含む３６名分の給料と手当、非常勤職

員２名分の賃金、これらに伴う法定福利費でご

ざいます。 

 また、節の５から７までは、今後必要となる

退職金や賞与、法定福利費について、当該年度

分の引当金をそれぞれ計上するものでございま

す。前年度と比較しますと１億４２６１万１０

００円の減額となります主な要因ですが、医師

の日直・当直手当や看護師の夜間勤務等の手

当、非常勤の看護師等の賃金が皆減したことに

よるものです。 

 目２の材料費では、８１６７万９０００円を

計上いたしております。投薬や注射、薬局での

薬、検査に用いる試薬や酸素、診療材料等につ

いて、昨年１０月からの実績に基づいて計上い

たしております。 

 目３の経費５１４１万円については、病院施

設に係る光熱水費や修繕費、清掃、夜間・休日

の管理委託費用など建物の維持管理費用に加

え、医療機器のリース料や保守委託料、保険請

求等に係る医療事務委託など病院事業全般に係

る委託費用等について計上いたしております。

入院機能を停止している関係で、材料費、経費

とも、前年度より大幅に減少いたしておりま

す。収益が減少することに伴い、例年以上に、

費用・支出の削減に努めてまいります。 

 目４の減価償却費は２０６２万７０００円、

目５の資産減耗費につきましては１５０万円

を、それぞれ計上いたしております。 

 目６の研究研修費６６万１０００円につきま

しては、院内研修会開催時の講師謝金、医学

書、医師の学会等への参加旅費等を計上いたし

ております。 

 以上、医業費用の合計は、４億５２５５万円

を計上し、前年度より２億８６３７万８０００

円の減額といたしております。 

 ２５ページをお願いいたします。 

 項２の医業外費用でございますが、ここで

は、現在借り入れております企業債に対する利

息や万一資金不足に陥った場合の一時借入金の

支払い利息、今回より新たに仮設外来診療棟の

リースに係る利息分、次のページに、消費税、

地方消費税、その他として雑損益を計上いたし

ております。 

 合わせました医業外費用の合計は、１５６万

６０００円となります。前年度から減額計上と

なりました、その要因としましては、平成２４

年度に支払いました医師２名分の退職金を、２

５年度から４年間で焼却する繰り延べ勘定償却

が２８年度で終了したことによるものです。 

 項３は、特別損失でございます。ここでは、

企業の経常的な営業活動とは直接かかわりのな

い、特別な要因で発生した臨時的な損失を計上

するもので、前年度と同額の７０万円を計上し

ております。 

 項４・予備費についても、前年度と同額の５

０万円を計上しております。 

 以上、収益的支出の合計は、４億５５３１万

６０００円となり、前年度より２億９８９６万

９０００円の減額計上となります。なお、収益

的収入から支出を差し引いた収支は、１億５０

８万５０００円の収入不足となる、いわゆる赤

字予算を計上せざるを得ない結果となっており

ます。 

 次に、資本的収入及び支出について御説明い

たします。 

 こちらは、まず資本的支出のほうから先に御

説明いたします。 

 ２９ページをお願いいたします。 
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 款１・資本的支出、項１・建設改良費、目１

・建設改良費として、１７２万６０００円を計

上いたしております。主な内容は、今般設置し

ました仮設外来診療棟への上水道接続工事を予

定いたしております。 

 目２の有形固定資産購入費では、医療機器購

入費として１００万円、平成２９年度より３３

年度までの債務負担行為を設定しております仮

設外来診療棟のリース経費の元金１１８３万４

０００円を計上いたしております。前年度と比

較して大幅に減額となっておりますが、これ

は、医療機器の購入を突発的な故障による買い

かえのみとし、それ以外は見送ったことによる

ものです。 

 次の項２・企業債償還金、目１・企業債償還

金では、当年度の償還金元金分につきまして、

３４７万８０００円を計上いたしております。 

 計上後の未償還金元金の残高は、３０７万６

０００円となります。 

 以上、資本的支出の合計は、１８０３万８０

００円を計上いたしており、前年度より１３３

９万１０００円の減額となります。 

 上の２８ページにお戻りください。 

 これらに対します資本的収入でございます。 

 款１・資本的収入、項１・他会計出資金、目

１・他会計出資金では、１４９３万３０００円

を収入する予定としております。説明欄にも記

入しておりますが、支出の項目にあります建設

改良費、有形固定資産購入費、企業債償還金の

それぞれの２分の１の額を基準繰り入れとし

て、一般会計より収入することを原則としてお

りますが、今回、仮設外来診療棟リースに係る

分については、本来であれば病院事業で支出す

べき残る２分の１の額についても、基準外繰り

入れとして収入する予定としております。 

 項２の県補助金は、現時点では予定がありま

せん。 

 企業債についても、今回、借り入れの予定は

ございません。 

 以上、資本的収入の合計は、１４９３万４０

００円となりまして、前年度より３３７万２０

００円の減額となる見込みでございます。 

 したがいまして、資本的収支の収入から支出

を差し引きますと３１０万４０００円の収支不

足が生じますが、これは、先ほど説明しました

とおり、７万８０００円を当年度分の消費税及

び地方消費税資本的収支調整額で補塡しまし

て、残る３０２万６０００円を過年度分損益勘

定留保資金で補塡することとしております。 

 ただいま説明しました収益的収入及び支出並

びに資本的収入及び支出の各項の合計は、１ペ

ージの３条、２ページの第４条とそれぞれ一致

し、あわせて、第４条に、不足する財源の補塡

方法も記載しているところでございます。 

 ３０ページから３７ページまでは、給与費の

明細となっております。 

 ３８ページは現在設定しております債務負担

行為、３９ページが病院事業債の借入残高につ

いて記載をしております。 

 以上で平成２９年度の病院事業会計について

説明を終わりますが、今回、県が示す地域医療

構想では、病床機能の再編に伴い、今後、関係

市町村や医療機関などが参加する調整会議にて

具体的取り組みが検討されます。急激な医療・

介護ニーズの変化への対応をしっかりと受けと

め、それぞれの役割分担を果たしていくことが

地域の医療を守っていくことになると考えてお

ります。 

 地域住民が必要としている医療やほかの医療

機関が期待する機能を持った医療施設とするこ

とが重要であり、そういった意味でも、経営面

を含めて慎重に検討していかなければならない

と考えております。 

 今は、職員全員が一丸となって、今できる医

療を最大限提供していくよう努力していく所存

でございます。 
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 ご審議方、よろしくお願いいたします。 

○委員長（大倉裕一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（笹本サエ子君） 先ほど経済文化交流

部の意見交換をやったんですけどね、審査をや

ったんですけど、そのときに、経済文化交流部

に市立病院の看護師さんが３名異動されている

と、そして、その報酬については市立病院が負

担しているというお話を伺ったんですね。経済

交流部には３名だけど、ほかの部に何名か異動

されていますか。（市立病院事務部事務長田中

智樹君「内訳ですかね」と呼ぶ） 

 その数字。 

○市立病院事務部事務長（田中智樹君） 全部

で１９名と申し上げました。ちょっと内訳のほ

うは、現在資料を持ってきておりません。ちょ

っと手元に。うろ覚えでございますので、後で

お知らせをいたしたいと思います。（委員笹本

サエ子君「１９名」と呼ぶ）全員で１９名でご

ざいます。（委員笹本サエ子君「全員でです

ね」と呼ぶ）２９年度が１９名で、現在、２０

名おります。（委員笹本サエ子君「現在、１５

名」と呼ぶ）現在は、２０名です。（委員笹本

サエ子君「あ、２０名」と呼ぶ）はい。新年度

予算では、１９名分を計上しております。 

○委員（笹本サエ子君） それから、２２ペー

ジには、ここに、非常職３０人、一般行政職６

人と書いてありますけど、現在、３６名の方が

市立病院に勤務してらっしゃるんですか。 

○市立病院事務部事務長（田中智樹君） 先ほ

ど申し上げましたとおり、事務従事として、新

年度も市長部局等へ派遣をしておりますので、

この３０名と一般行政職を合わせました３６名

は、先ほどの事務従事の職員分も含んでおりま

す。したがいまして、これから１９人を引いた

残りが、病院で勤める職員の数という形になり

ます。（委員笹本サエ子君「はい、ありがとう

ございました」と呼ぶ） 

○委員長（大倉裕一君） ほかにございません

か。 

○委員（矢本善彦君） 今、ちょっと、労災病

院とか熊本総合病院なんかもいたとんなるでし

ょうが。（｢患者」と呼ぶ者あり）うん。その

給料もそっちが払いよるとですか。 

○市立病院事務部事務長（田中智樹君） ほか

の医療機関へはですね、当院からの事務従事に

は派遣はしておりません。全て市長部局または

部局外のほうへですね、形としてしておりま

す。 

○委員（矢本善彦君） ああ、そうか。あれは

患者だけんな。はい、わかりました。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

 じゃあ、私から１つお尋ねをしたいと思いま

すので、委員長を交代いたします。 

○副委員長（笹本サエ子君） 暫時、委員長の

職務を行いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員（大倉裕一君） 事務長のほうには、新

年度予算編成ですね、かなり御苦労されたので

はないかなというふうには思っておりますけれ

ども、先ほど説明の中で、輪番制のほうも今や

めているんだと、できない状態なんだというお

話があったんですけど、素人から見ると、仮設

ではありますけれども、外来のほうの診療が再

開したということから、輪番制の当番だけで

も、内科といいますか、そういったところの部

分はできないのかなと、ちょっと疑問に思った

んですけど。それをやることによって、少しで

も収益を上げるという部分と、地域の内部にお

いて、病院がですね、やっぱり存在感というの

がまた増してくる部分もあるのかなというふう

に思ったわけですけど。そのあたり、輪番制あ

たりはなぜできないのか、そこの理由をお聞か

せいただいてよろしいですか。 
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○市立病院事務部事務長（田中智樹君） 輪番

制の場合、基本、平日はいわゆる５時から先の

朝までという部分と、土曜・日曜の２４時間と

いう部分でございますので、現在、入院機能が

ないという部分では、言ってみれば、その時間

帯にはスタッフがいないという部分がございま

す。当然、外来ですので、昼間っていうのは受

け入れるのは可能ですけれども、ほぼ、救急車

での搬送という場合は入院が伴いますんで、結

果的に、うちで仮に受け入れをしたというとこ

ろがあっても、その後、労災病院なり総合病院

なり市内のほかの医療機関へのまた搬送という

のが発生してしまいますので、今のところはそ

こは考えておりません。何よりも原則は、平日

の時間外の部分と土曜・日曜の休日の部分が、

この補助金の対象というふうになっているとい

うところで記憶しております。 

○委員（大倉裕一君） そこでですよ、平日は

やむを得ないと。平日の夜間ですね、１７時か

ら朝まではやむを得ないかなと。土曜・日曜の

休日当番という部分はできないのかなというふ

うな思いを持ったんですけど。そのあたりにつ

いては、いかがなもんでしょうか。 

○市立病院事務部次長兼医事係長（藤澤智博

君） 済いません、よろしくお願いいたしま

す。 

 今現在、八代市立病院に勤務しているドクタ

ーが２人おりますので、どうしても、１人のド

クターの１週間の勤務時間というのが決まって

きます。そのためにどうしても、日曜日すると

なりますと、どこか平日を休診にしたりとか、

そういう面も出てきますので、どうしても、今

のドクターの数ではそういう対応はまずできな

いという状況でございます。 

○市立病院事務部事務長（田中智樹君） 正直

申し上げて、補助金が今２２０万なんですよ

ね。で、今おっしゃるような土曜・日曜の昼間

を対応させたほうの人件費のほうが恐らくオー

バーするんじゃないかという。医者と看護師を

時間外に待機させて、患者の受け入れの数と整

合した結果、恐らく、その補助金の部分では賄

い切れない部分が出てきてしまう、バランスが

とれない状況が出る。これまでもそれは一緒だ

ったんですけれども。という部分も、正直ござ

います。収支の面では、逆に出る部分が大きく

なってしまうのかなと思っています。確かに、

地域医療への貢献という部分では非常に大事な

部分だとは思いますけれども。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 理解はしたいと思うん

ですけど、そこの部分については、地域の八代

市医師会、そういったところの輪番制を今やら

れているところ、個人の病院の先生もおられる

と思うんですよね。で、個人の開業の先生から

すると、日曜日あけとって、次の月曜からまた

通常の業務に戻られるというようなこともされ

てるわけですので、そのあたり考えたときに

は、努力されてもいいのかなというふうには思

ったんですけど。そのあたりも、今後１つの検

討材料というようなところでですね、総合的に

判断をまたしていただければいいかなというふ

うに思いますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

○副委員長（笹本サエ子君） 委員長の職務を

委員長と交代いたします。 

○委員（山本幸廣君） 説明を聞きながら、事

務長、収入と支出の中で、まずは支出の中でで

すね、医療費用の中で給与費。医療職が３０人

で一般行政職が６人ということなんですが、私

たちからその、企業的なセンスの中で話をすれ

ばですね、３０人の会社の社員、そして年商は

大体４億５０００万ぐらい。年商と言ってはい

けないんですけども、まあ、しますね。で、一

般の行政職が、一般の事務職の中で６人という

のは、これは多いと思うんですよ。この６人と

いう数字がですね。ここらあたりを少し考えた
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ならば、また、全然、費用面についてもです

ね、マイナスが少なくなってくるような状況

で。 

 以前は、何人ぐらいあったんですか。 

○市立病院事務部事務長（田中智樹君） 一般

行政職の６人、これは、私も含めているところ

なんですけれども。事務職が今５名、それとあ

と一人がＭＳＷ、社会福祉士ですね、の方が１

名、で、合計６名でございます。ですので、社

会福祉士は今、事務従事で市長部局のほうへ派

遣しておりますので、実質、今、事務職が５名

という形になります。 

 地震が昨年度あって、今回、４月のまた異動

がございますので、確かに、規模としましては

ですね、御指摘の私たち事務職の１人引いた５

名というのも割合的にはどうかという部分もあ

りますので、十分そこは検討していきたいとい

うふうに考えております。 

○委員（山本幸廣君） 一般質問を含めてか

ら、いろいろと病院等についてですね、執行部

の考えというのがああいう状況でありますの

で、姿勢を示すならばですね、先ほど来、３人

はうちの経済文化交流部かな、それも市立病院

で人件費を払っとるような状況でですね、もと

もとそういうのは、大体がもう、執行部のほう

で払うのが当たり前なんですよね。はっきり言

って。そういうのもずっと精査すれば、そんな

に、年間で２０００万の赤字とか何かというで

すね。そら、ほんとに事務長あたりは努力され

とる中でですよ、数字だけがマイナス面で世論

に出てるという。これはですね、努力をされた

中で、まだ、私としては、努力しなさいよとい

う、マイナス面はですね。だけども、結果的に

は、入院とか、なかなか黒字にならないわけで

すけんでから、それだけやっぱ、今、外来棟で

ですね、一生懸命努力されている。その中で、

２０００万がいつもひとり歩きされるわけです

けども。今回についても、行政職で、もしもで

すね、１減でも２減でも可能ならばですね、努

力をしていただくという。その姿勢の中で、一

日も早く入院棟をプレハブでもつくるというよ

うなですね。やっぱ、それは、ぜひとも、行

政、執行部は考えてほしいなと私はそう思いま

す。そうしなければ、マイナスだけがひとり歩

きさるきよるもんですけん。もともと黒字の会

社ですけんでから。それが、自然災害の中でで

すね、こういう状況に陥ってるから、執行部は

早くそれは考えないかぬとですよ。外来と入院

は一緒なんですよ。 

 それと、今後の方針としてはですね、じゃ

あ、どうするかて。地域医療構想の中で、回復

期にするのか、どういう形でやるのかというの

は、今後の問題であって、一日も早く入院棟を

建設するというのが。私は来年あたりはそうい

う方向に持っていかれるんじゃなかろうかとい

う期待をしとるわけですけどもですね。 

○市立病院事務部事務長（田中智樹君） 御指

摘いただいたとおりなんですけど、前段のほう

で申し上げますと、先ほど、説明の中でもあり

ましたとおり、職員の、いわゆる事務従事に出

しております１９名分の人件費については、い

わゆる一般会計のほうから基準外繰り出しとい

う形で、病院をトンネルで支払いをしていると

いう形になっております。当然、直接、一般会

計のほうから支払いをするということになる

と、今のところ、身分的にはまだ看護師という

形でですね、お願いをしておりますんで。これ

が、普通の一般職のほうに職転というふうな具

体的な形になってくると、直接、一般会計のほ

うから支払いをするような形になりますけど

も、今はまだ、あくまでも病院の職員、病院事

業での予算計上という形で、今のところは、一

般会計から、その１９名分は、一応負担してい

ただいておりますけども、それは、病院を経由

して支払いをしているというような状況でござ

います。 
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 それを除きましても、御指摘のような収支の

不足が生じているんですけれども、説明しまし

たとおり、あれだけの規模の建物を持っていま

すと、どうしても削れない部分が出ております。

かなり、委託の費用だとか経費の部分でも精査

をしておりますけれども、どうしても、やっぱ

りかかってしまう経費がございますので、先ほ

どの、私たちの一般行政職の人件費の部分も含

めたところで、一層の歳出の節減のほうに努力

をしていきたいと考えております。 

○委員（山本幸廣君） 一生懸命努力されとる

のは、本当、この目でしっかり見ておりますし

ですね、後は、はっきり言ってから、再建をど

うするかということですから、今回、予算につ

いては承認をさせていただきたいと思います。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

○委員（笹本サエ子君） 私も、今、山本委員

がおっしゃったことにね、本当に賛成なんです

けれども。ちょっと聞き間違えたかなと思うん

ですが、先ほど、職員の数を言われたのに、２

８年度２０名だったと。で、２９年度は１９

名。マイナス１になってるんだけど、それは、

どういうことだろうかと思って。 

○市立病院事務部事務長（田中智樹君） 退職

者が、予定が１人あります。（委員笹本サエ子

君「退職者があったんですか」と呼ぶ）はい、

退職者が。（委員笹本サエ子君「理由は」と呼

ぶ）県の医療職へですね、試験を受けまして合

格しておりますんで、県職のほうへ行く予定で、

退職という形で。本人の希望もありまして。県

の医療職を受験しまして合格しましたので、４

月から県職という形で、市のほうの職員を退職

という予定でおります。（委員笹本サエ子君

「わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） それでは、以上で質

疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（笹本サエ子君） 先ほども言いました

けれども、本当に、予算を組まれるのにね、御

苦労されたというふうに思います。で、今、予

算の説明を受ける中でも、やっぱり、入院棟を

持つことは非常に大事だというふうに感じまし

た。やはり、行政としては、公的市立病院をど

うするかということで、本当に真剣に考えてい

ただいて。それぞれ地域構想というのもありま

すけれども、やっぱり、八代市としてどうある

べきかということを考えていただきたいと思い

ます。病棟を持つことで、財政上もですね、今

まで、本当に、昨年度は、３５００万近くの黒

字を出していたわけですから、私は、やっぱり

入院棟を持つことを真剣に考えていただきたい

ということを強く要望いたしておきます。 

 以上です。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） ないようですので、

これより採決いたします。 

 議案第１８号・平成２９年度八代市病院事業

会計予算について、原案のとおり決するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（大倉裕一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございます」と呼ぶ者あり） 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午後５時１３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後５時２３分 本会） 

◎議案第２６号・指定管理者の指定について

（八代市スポーツ・コミュニティ広場、八代市

弓道場、八代市球技場、八代市民プール、八代
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市民球場、八代市総合体育館、八代市立武道

館、八代市相撲場） 

○委員長（大倉裕一君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、事件議案の審査に入ります。 

 議案第２６号・八代市スポーツ・コミュニテ

ィ広場、八代市弓道場、八代市球技場、八代市

民プール、八代市民球場、八代市総合体育館、

八代市立武道館及び八代市相撲場に係る指定管

理者の指定についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） お世話に

なります。 

 議案第２６号・指定管理者の指定について、

下村スポーツ振興課長が説明しますので、よろ

しくお願いいたします。 

○スポーツ振興課長（下村孝志君） こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）スポーツ

振興課、下村でございます。よろしくお願いし

ます。 

 議案第２６号・指定管理者の指定につきまし

て、御説明させていただきます。座っての説明

をお許しください。 

 議案書の２１ページをお願いいたします。 

 今回、指定管理候補者選定委員会が終わりま

して、指定管理者候補者が決定いたしましたの

で、地方自治法第２４４条の２、第６項の規定

により、指定管理者の指定について、議会の議

決を求めることとなっておりますことから議案

として御提案させていただきます。 

 まず、今回の提案に至った経緯でございます

けれども、平成２８年１２月議会におきまして、

八代市体育施設の指定管理の指定について御提

案させていただきましたが、非公募の基準が不

明確でありますとか、ＮＰＯ法人八代市体育協

会の定款及び役員に対する問題等々御指摘があ

り、否決となりました。そこで、公の施設の指

定管理者制度に関する運用指針の、公募によら

ず指定管理者候補者を選定することができると

いう項目をより明確化したこと、その上で、改

めて選定委員会に諮りまして、体育施設の指定

管理者として、ＮＰＯ法人八代市体育協会を候

補者としたことは、さきの２月７日の本委員会

の中で御説明したとおりでございます。 

 それでは、指定管理者候補者の選定結果につ

いて、事前にお配りしております資料に基づき

まして説明させていただきます。 

 表題が、指定管理者候補者の選定結果につい

てという資料がございますでしょうか。 

 資料の１ページ、まず、１、施設の概要の

（１）名称及び所在地を示しております。八代

市スポーツ・コミュニティ広場以下８施設でご

ざいます。中身は省略させていただきます。 

 次のページでございます。 

 （２）で、施設の内容を載せております。８

施設のそれぞれの敷地面積、施設の概要、延べ

床面積をお示ししております。 

 ２、指定の期間でございますけれども、平成

２９年４月１日から平成３４年３月３１日の５

年間。 

 ３、提案価格につきましては、平成２９年度

から毎年７０４０万４０００円、５年間で３億

５２０２万円となっております。 

 １枚あけていただきまして、次のページなん

ですけれども、４、指定管理者候補者の概要と

して、ＮＰＯ法人八代市体育協会の名称、所在

地、設立目的、事業概要等を示しております。 

 その下、５、指定の経緯でございますけれど

も、募集要項の提示を本年１月２３日に行いま

して、同年同月２６日を提出締め切りとしまし

た。（３）ですけれども、選定委員会は２月の

６日に開催いたしまして、同日、指定管理の候

補者の決定といたしました。 

 その下、６、今後の日程ですけれども、指定

通知及び指定の告知を３月議会議決後、速やか

に行うことといたしまして、４月１日に、協定
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の締結並びに指定管理運営の開始ということに

なります。 

 その下、７、指定管理者候補者選定委員会委

員の名簿でございます。上から、（１）から

（５）までは外部委員５名でございます。次の

ページをあけていただきまして、（６）から

（９）までは内部委員４名でございます。合計

９名の委員により審査されたところでございま

す。 

 最後になりますけれども、８番、選定結果に

ついては、次のページをおあけいただきたいと

思います。Ａ４の横になっております。 

 委員９名が、選定項目５つございますけれど

も、それぞれを審査し、採点された平均点を示

しております。 

 総得点の合計は、２００点満点でございます。

そのうちの総得点の合計は１６１.１点で、指

定管理者候補者の選定できる基準、配点合計の

１００分の６０以上でございました。 

 なお、今回、非公募でございましたので、②

にございます優遇措置等欄につきましては配点

がございませんので０点、総計も同点数という

ことで１６１.１点ということでございます。 

 以上、説明を終わります。審議のほど、よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（大倉裕一君） 以上の部分につい

て、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。ありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 説明はいただきました

ので、その説明については、最後、お願いしま

すという言葉だったと思いますが、なぜ、この

ような状態になったのかということなんですよ

ね。なぜ、このようなことになったのかという

こと。まずは第１に。その認識は、宮村部長初

め担当の職員というのは、胸に手を合わせれば

わかると思うんですが。 

 私たちも、再三となくですね、説明を受けて、

それで、先日もありました。これは、私の会派

の説明をいただきましたので、そのときを思い

浮かせればですね、１２月のときに、あれは否

決をしたわけですけれども、その否決の理由と

しては、いろんな問題があったから見直しをし

てほしいということの要望をして、私はその要

望の中でですね、ＮＰＯ法人体育協会の方々の

報告を執行部が届けをされて、見直しの２点に

ついては、私は本当に理解をいたしました。あ

えて、私の個人的な見解も含めて、会派も含め

てでありますけれども、本当に努力をされた結

果というのは、私は、やはり会長なり事務局長

なり、そしてまた、役員の方々のその切実な思

いというのをですね。 

 そういう中でも私は発言を、――宮村部長は

出席されとったかな、課長だけやったかな、課

長もおったかな、未来の説明会のときにですね、

そのとき部長には厳しく私は発言したと思いま

す。まずは、陳謝をされたということですね。

その件についても、いろいろと問題はあったん

ですけれども、そのときには陳謝をされました、

部長はですね。 

 それと、顧問の問題、定款の問題についても

ですね、ＮＰＯ法人八代市体育協会の会長、事

務局長初め、役員の方々のその努力というのは

了としますよということで、私は、会派につい

ても理解を求めさせたというのが、走馬灯のよ

うに今浮かんでまいります。 

 その後、今回の３月の定例会の一般質問等々

を見ながらですね、野﨑伸也議員の質問に対し

ての宮村部長の答弁、きょうは傍聴されており

ます古嶋議員の質問に対しての答弁等々につい

てですね、宮村部長は、今の現状としてどのよ

うに認識をされとるのか、そして、あの答弁と

いうのは、どういうふうな答弁を考えて答弁さ

れたのか、そこらあたりをひとつ、まずは説明

をしてください。野﨑議員の質問の趣旨を理解

した上で、答弁されたと思いますから、まず野

﨑議員のほうから聞かせてください。 
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○経済文化交流部長（宮村明彦君） まず、冒

頭に陳謝を申し上げなければなりませんでした

が、済いません、１２月議会で、委員の皆様方

に誤解を招くような発言をしてしまいまして、

大変申しわけございませんでした。 

 今の御質問でございますが、野﨑議員さんの

御質問に対しましては、独自の事業ができると

思いますとの発言で、大変誤解を招いてしまい

ました。八代市体育協会が解散すると、仮定の

話でございましたが、予測できないところでご

ざいますが少なからず影響があるという趣旨を

答弁させていただいたところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） もう１回、ちょっと説

明して。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） ３月議会

の野﨑議員さんの質問に対しましては、独自の

事業ができると思いますとの発言で、皆さん方

に誤解を招いてしまいました。八代市体育協会

が解散するという、予測ができないところでご

ざいますが、少なからず影響があるとの趣旨で

答弁させていただいたところでございます。 

○委員（山本幸廣君） 古嶋議員の質問に対し

ての答弁を聞かせてください。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） 古嶋議員

さんの質問に対する答弁の趣旨といたしまして

は、八代市体育協会さんがもし解散となります

と、大変予測ができないことですけれども、少

なからず影響があると、同趣旨の答弁をさせて

いただいたところでございます。 

○委員（山本幸廣君） じゃあ、それは、両議

員については整合性があるということなんです

ね。整合性があると。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） はい、整

合性があると思っております。 

○委員（山本幸廣君） そんなことないでしょ

う。そんなことないでしょ、野﨑議員と古嶋議

員のって整合性がありますか。あのときの答

弁、私たちが聞いた中で。 

 じゃあ、宮村部長は、古嶋議員のときには、

部分的にはですね、誤解を招いている部分があ

るところではございますがと答弁しとっでし

ょ。 

 その前なんか、説明不足って、あなた言って

るでしょうが。説明不足によってということ

で。どういう説明不足やったんですか。もう１

回だけ、ここで発言してくださいよ。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） 繰り返し

になりまして大変申しわけないんですけれど

も、仮説で、八代市体育協会が解散した場合に

は影響があるというような趣旨を申し上げたか

ったんですけれども、その趣旨が十分に伝わら

なくて説明不足だったという趣旨でございま

す。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 本当に、あの答弁とい

うのはびっくりしましたよね、はっきり言って

から。じゃあ、あなたはそういう性格かな、そ

うしたら。そういう性格で、私が聞く範囲内で

は、はっきり言ってから、認識する・しないと

いう。本当に、何か、あなたの答弁について、

不信というか、そういうのを描いておるわけで

すけども。後からで、いいですから。 

 少し、委員長、ほかの議員さんに聞いてくだ

さい。結構です。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

○委員（橋本隆一君） 私も、再度確認させて

いただければですね、当日の答弁書もちゃんと

記録として残っているわけでありますし、実際

にどのような答弁をなされたのか、もう一遍読

み直してみればですね、どこが説明不足なの

か、あるいは、部長が自分は答えたつもりであ

った、そのつもりのところがどこなのかちゅう

のを、もう一遍精査してもらえば、明らかにな

るのではないかなと客観的には思いますけど。 
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 どうでしょう。（｢そうですね」と呼ぶ者あ

り） 

○委員長（大倉裕一君） 答弁書を確認したい

ということですかね。 

○委員（橋本隆一君） そうですね、はい。

（｢資料のほう」｢小会すったい、小会」と呼ぶ

者あり） 

○委員長（大倉裕一君） では、小会します。 

（午後５時４１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後６時０５分 本会） 

○委員長（大倉裕一君） 本会に戻します。 

 質疑を受け付けますが、質疑はありませんか。 

○委員（橋本隆一君） ただいま、――これ、

ユーチューブって言っていいですか。 

○委員長（大倉裕一君） いいですよ。 

○委員（橋本隆一君） 先ほど、ユーチューブ

のほうでですね、本会議の状況をちょっと確認

させていただきました。私が、個人として受け

た印象としては、確かに、宮村部長は、説明不

足と、次の古嶋議員のときに言われましたよう

に、はっきりと影響があるということを野﨑議

員のときには言われなくて、懸念があるという

印象があるということを言われました。それ

は、やっぱり、影響があるということの理解を

私たちはすべきだったと思うんです。で、それ

を、ちょっと遠慮されたのか、懸念があるとい

う言い方だったもんですから、受け取った側

は、何か影響がないんじゃないかというような

ことを受け取りされたのかなと思います。 

 そして、さらに、古嶋議員がそのことを再度

確認をしたときに、影響があるというふうにき

ちんと申し述べておられますので、それはもう、

影響があるという答弁で私たちは理解していい

のかなというように思います。 

 先にこげん言ったけん、あげん言ったけんじ

ゃなくて、やはり、それを自分は影響があると

いうことで申し上げましたということは間違い

ないことですので、宮村部長は、影響があると

いう認識でもってお答えをされたという理解で、

私は受けとめました。 

 以上です。 

○委員長（大倉裕一君） ほかに質疑ありませ

んか。 

○委員（山本幸廣君） 今、ちょっと、確認を

させていただきましたが。橋本委員が言われる

前段でも言われましたが、その前段について

は、私もそういう認識をしております。といい

ますのは、スポーツのイベント等については、

校区民体育祭を含めてですね、各種団体につい

ては、独自に実施されるということをはっきり

言われとるんですよね。実施されますと。で、

その後に、古嶋議員が言われたのに、はっきり

言って説明不足だったと、誤解を生じたという

ことで、その部分についての答えがあったわけ

でありますけれども。校区民体育祭なり。そし

て、古嶋議員はですね、万が一ですよ、解散と

なった場合には、駅伝競走と市民体育祭と校区

民体育祭などに影響があると。その前には、野

﨑議員のときには、影響が、実施されると思う

ということなんですよね。 

 ここらあたりが理解に苦しむんですけども、

答弁の中で。影響がある・ないという状況の中

で、前段では、野﨑議員のときには、実施され

るということは影響がないということですもん

ね。その後には、影響が懸念されるところがあ

ると。そういう答弁をされたから、古嶋議員は

ですよ、はっきり言って、影響がないように聞

き取ったから、再度、あなたに質問されたわけ

ですよ、再質問で。古嶋議員もそういう状況に

感じられたからですね、あなたの答弁に。だか

ら、再質問をされたんですよ。そうでしょうが。

理解に苦しみます。 

○委員長（大倉裕一君） ほかに質疑ありませ

んか。 

○委員（村川清則君） 確かに、でも、部長
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が、市の委託事業とか補助事業あるいはスポー

ツ振興事業などへの影響が懸念されるとおっし

ゃってますんで、全体的には、おっしゃるとお

りかなというような、私は解釈です。 

 体協が解散したとかそういう話よりも、そも

そも、解散させたらいけないわけでございまし

て、ぜひ――。皆さん、体協の重要性というの

は、各校区において、皆さん認識していらっし

ゃると思いますんで、今回は、ぜひ通して。こ

れから、世界大会とかいろいろあるようでござ

います。高校総体もバドミントンとかあるよう

でございますんで、ぜひ、ＮＰＯの体協が、そ

ういった大きい大会にこれから備えてほしいと

私は思っております。 

○委員（山本幸廣君） もう本音で語ろうと思

いますよ。なぜ解散の言葉が出たのかというこ

とですよ。わかりますか。野﨑議員も古嶋議員

もきょう傍聴しておられるんですけども、成松

議員も傍聴されてますけども。なぜ解散という

のが出たかと、どこから出たかということなん

ですよ。ですね。 

 じゃあ、この資料で、――万が一、ＮＰＯ法

人八代市体育協会が解散となった場合には、市

民に及ぼす影響って、この資料があるんですよ。

この資料に基づいて解散とかの言葉が出てきた

んじゃないですか。 

 私は、冒頭、言ったでしょう。ＮＰＯ法人体

育協会の、この前の１２月の定例会で否決した

中で、いろいろと、体育協会の会長初め事務局

長、たくさんの方々がですね、見直し案を提案

されてきたから、私は、今回は大変評価して、

賛成という立場でですね、私はですね、一議員

として、そういう思いできょうも来ました。 

 ところが、宮村部長の答弁で納得いかないと

ころがたくさんあるから、今、このような苦労

をしてるんですよ、はっきり言ってから。あな

たの答弁で苦労してるんですよ。わかりますか。

あれだけの見直しをされたんですけんね、ＮＰ

Ｏ体育協会については賛成ですよ、はっきり言

ってから。あなたの答弁でから、こうやって、

はっきり言ってから審議しとるんですよ。今の

ユーチューブで見たとおりですよ。校区民体育

祭が影響しますか。直営でしたならば、何も影

響しないんですよ。３年前のことを考えてくだ

さいよ。私は、本当にいいＮＰＯ法人ができた

なと古嶋議員と話したこつありましたよ、体育

協会というのは。大変苦労されてから。苦労さ

れてつくられたんだから、大変評価しましたよ。

前市長から前々市長からも含めてですね、大変

努力されたんですよ、古嶋議員も、以下体育協

会の方々も。いろんな視察を行ってから。そら

大変な苦労だったと思いますよ。 

 私は、一議員として、今の発言をしとるわけ

ですけども、あなたのあの答弁で、このような

心配を。あなたが心配をかけとるのと、いっち

ょん変わらんですよ、私は。私、そう思います。

皆さん、ほかの議員さんはどうかわかりません

けども、私は、そう思います。 

 それを何かの形でですね、これを解散した場

合の中での、あなたの答弁の中で、私は、今、

理解に苦しんでおります、はい。 

 部長だけの感覚だったのか、上からずっと全

体の中でのですね、市長初め、副市長初め、全

職員がそういう理解の中で、あなたの、影響が

ないと、影響があるということをあなた、それ

でもずっとその気持ちの中でおられるならば、

私はちょっと間違いだと思う。間違いです、あ

なたの考え方自体が。 

 じゃあ、市長初め全員の気持ちですか、影響

があるというのは。あなたの答弁は。そう理解

してよろしいんですね。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） 少なくと

も、私が発言しておりますので、経済文化交流

部の統一した意見でございます。 

○委員（山本幸廣君） そら、部長、いろんな

すり合わせを。大事なですね、ＮＰＯ法人、指
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定管理等々については、市長初め、市長も理解

されるし、副市長も理解されるし、できないと

ころはできないと、その判断を仰ぐべきじゃな

かったんですか、宮村部長。 

 誰が提案したんですか、これは。はっきり言

ってから。議案についても。中村市長なんです

よ、提案されたのは。だから、苦しんでるんで

すよ、あなたの発言だけで。 

 私は、賛成やった、はっきり言ってから。言

うたんですから、賛成って。かえって喜んでた

職員がおるんですよ。ほかの議員さんたち、話

もしたことないですけども。それだけ真剣にな

ってから、今回私は、今回の３月議会のですね、

指定管理についてのＮＰＯ法人体育協会につい

ては、賛成の立場でしたですよ。何回も言いま

すけど、あなたの答弁の発言だけで、今のとこ

ろ苦しんでる。反対だよ、はっきり言ってから、

私は。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

○委員（橋本隆一君） 先ほどの私の見解の繰

り返しにはなりますけれども、宮村部長はです

ね、やはり、少なからず影響があるという判断

は変わってないと思うんですよ。ただ、その言

い方が、さっき言ったように、地元の運動会と

か、あるいは独自でされることはもう、さっき

言われたように、地元でもともとされるわけで

すから、それには体育協会がもともと口を挟ん

でない事業に関しては、これはできるというこ

とであって。できるということで、影響がない

とは言っておられないんですからね。ただ、体

育協会が、指定管理者としてもそうですけど

も、かかわりをするような事業においては、体

育協会がなければできないということは、小学

生でもわかるようなことですので、当然、そこ

では、少なからず影響があるということは最後

にも言っておられますし、古嶋議員のお尋ねに

対しても、少なからず影響があるということは

言っておられますので、そこはぶれてないんだ

と思います。 

 だから、それはやっぱり、私たちは、部長の

答弁に対して余り、人格的なあれというよりも

ですね、やはり言い回しの問題であると思いま

すので、そこは、理解したほうがいいのかなと

いうふうに思いますので、私は、少なからず影

響があるというふうな認識を部長は持っておら

れたと思います。 

○委員（山本幸廣君） それは見解の違いと思

いますね。橋本議員としてはその考えでいいん

です。私としては、今まで言ったとおりなんで

すが。宮村部長は、そういう発言をされたわけ

で、私は、そういう理解をしておりますから。

影響がないということでね。 

○委員長（大倉裕一君） それから、前回の１

２月議会の提案のときにですね、体協さんのほ

うの定款とか体制とかというところで質疑が集

中をしまして、否決というような結果になった

わけですけれども、その件について、執行部の

ほうから、何か御報告というような状況はない

ですか。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） 先ほど、

山本委員さんからお話があったと思いますが、

いろいろ御助言いただいたことに関しまして、

我々市の執行部としましても努力しましたし、

あと、体協さんのほうも努力されたということ

でございます。それで、今回の３月議会に提案

させていただいているという……、済いませ

ん、努力……、１２月……、もとい……、は

い、特別ありません。 

○委員長（大倉裕一君） 組織的には何も変わ

ってないということですかね。体協さんの組織

とか、そういった体制とか、定款とか、そうい

った部分については何も努力はされてないとい

うことですね。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） 失礼いた

しました。理解不足でございました。 
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 体協さんのほうからの御報告によりますと、

２月末日をもって顧問さんが退職されたという

ことでございますし、体協さんの定款につきま

しては、今、検討なさっているというふうに聞

いているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（大倉裕一君） ほかには質問ありま

せんか。 

○委員（笹本サエ子君） 私は、野﨑議員の質

問は、まず第１には、今回、指定管理者がかわ

った場合というかな、決まらなかった場合、そ

れはどうなるかということが第１番目に聞かれ

たと思うんですね。そして、解体のことを第２

弾に聞かれたと思うんですね。そのときに、第

１弾の回答としては、今回、指定管理者が決ま

らなかった場合についてはね、前のように行政

がね、やる以外にないということをおっしゃっ

たと思うんですね。それが、第１弾の回答だ

と。 

 その次に、解散した場合のことを聞かれて、

懸念があるという表現をされたんですね。そし

て、古嶋議員の質問に対して、古嶋議員がどう

いう思いで質問されたかはわかりませんが、誤

解を与えた節があると、言葉足らずだったとい

う意味だと思いますけど、答えをされたと。そ

こでは、はっきりと、影響があるというふうに

おっしゃったんですね。 

 だから、今、橋本議員がおっしゃるように、

部長の考え、思いは、やはり影響があるという

ふうに思っておられるというのは、大体、理解

できるわけなんですけれども、やっぱり、もと

もとね、この問題は、指定管理者というのは公

募にするということがね、大原則にあって、や

っぱり非公募にする際には、非常に厳しいね、

チェックが必要になってくるわけですね。この

あたりで、やはり、今回の３月議会に上程する

ためにはね、非公募にして点数をつけるとかが

なされなかったのは事実なんだけど、もしね、

今回、決まらなかった場合についてね。やはり、

普通、言うじゃないですか、今まで、ＮＰＯ八

代体育協会がずっと３年間やってきたんだから、

次の指定管理者が決まるまで、随契でそのまま

継続ということもあり得るじゃありませんか。

そして、行政としては、公募の準備をするとい

うような段取りだってできたんじゃないかと思

うんですね。 

 そういうことの中で、非常に、答弁の言葉の

使い方というのでね、私たちは苦しんだわけで

す。私自身も、努力をされたと。顧問問題から

云々、定款の問題から、非常に努力をされたと

いうのは、非常に評価、高く買って、今回は賛

成しようと思って臨んだのは事実なんです。だ

けど、質問と答弁のあり方で非常に苦しんだと

いうことなんですね。そこのところで、もう一

回、部長から、今回のけじめをつけるに当たっ

て、部長が思いを発してもらいたいなと思いま

す。 

 何て言うかな。でないと、例えば、野﨑議員

の質問と古嶋議員の質問は、整合性があるのか

と。片や懸念がある、片や影響があると出まし

たよね。懸念があるほうについては、市民体育

祭とかね、校区の体育祭でしたか、は問題ない

けれども、市が補助金を出してる分については、

明らかに影響がありますよというようなことを

おっしゃってますね。だから、懸念があるとお

っしゃった。 

 だから、このあたりで、やっぱりすっきりと

した文言で言葉を発していただきたいと私は思

います。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） ありがと

うございます。 

 八代市体育協会と八代市というのは、市民の

スポーツ振興あるいは健康増進のために、両輪

のごとく活動しているところでございます。そ

のような体育協会が解散した場合には、それは

大きな影響があるというふうに思っております。
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答弁の中で、私の説明不足で、大変誤解を招い

てしまったことに対しては、心からおわび申し

上げます。繰り返しになりますが、解散という

のは大変、これは混乱をさせてしまい、予想が

できないところでございますので、影響はある

というふうに私は思っているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（大倉裕一君） いいですか。（委員

笹本サエ子君「はい」と呼ぶ） 

 済みません、お尋ねをしたいと思いますの

で、委員長を交代して。 

○副委員長（笹本サエ子君） それでは、暫

時、委員長の職務を行いますので、よろしくお

願いいたします。 

○委員（大倉裕一君） 答弁のことが話題にな

ってるんですけれども、今回、提案もなされて

いたということで、指定管理者に関してはです

ね、２名の議員さんが質問通告を上げられて、

で、古嶋議員が再質問で取り上げられたという

ような状況です。恐らく、それぞれの議員さ

ん、賛同するために自分を理解させるための、

賛同という方向に動くためのですね、かじを切

るための質問だったであろうというふうに私は

受けとめながら質問を聞いておったような状況

です。 

 今回の部長の発言というのは、古嶋議員のと

ころで、説明不足という発言をされましたけど

も、ずっと説明不足ですよ。野﨑議員の答弁に

関しても説明不足なんですよ。古嶋議員の再質

問に答えられた内容に対しても説明不足なんで

すよ。そこの認識、あられますか。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） 大変、皆

様方に誤解を招いてしまったことに対しては、

そのように思っているところでございます。 

○委員（大倉裕一君） 認識はあるということ

で受けとめていいんですか。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） 説明不足

であるという認識はしております。 

○委員（大倉裕一君） 認識はあるということ

で受けとめはします。 

 であるならばですね、もっと、この議案を通

したいという誠意を精いっぱい見せられること

が必要じゃないのかなと。説明を精いっぱい尽

くそうという姿勢を見せられる姿が、私には見

えてこぬとですよ。 

 僕は、最初、この問題に対しては、指定管理

者の案件というのは、公募から入るべきだと一

貫して言ってきました。委員長、副委員長の説

明をですね、したいという話があったときでも、

ずっと、公募せんとしゃがいかぬとじゃないで

すかって。それは、自治法の中にある競争性と

いうのが１つあります。そして、指定管理者の

制度のもとにも書いてあるように、基本は、公

募から入る、原則は公募って書いてあるんです

よね。公募から入って、その後に、非公募の話

が出てくるわけですよ。今回については、非公

募とした理由も丁寧には説明されない。２回目

だからというような、そういう姿勢をすごく私

は感じるわけですよね。 

 副市長もよく言われますよ。自治法ですから

って。地方自治体がやるのは、自治法ですから。

二百三十何条かって、競争性のっていう話をさ

れるんですけど、今回は、競争しなくてよかっ

たんですかね。点数は、ここにつけて上げてあ

りますけど、比較にならぬですもんね。自治法

にある競争性の部分は、どういうふうに捉えら

れますか。そこを聞きたい。（経済文化交流部

長宮村明彦君「御質問ということで」と呼ぶ）

質問です。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） 指定管理

制度というのは、原則、公募でございます。し

かしながら、これまでも何度も御助言、あるい

は答弁させていただきましたように、公募でな

い非公募の場合もあるだろうと。で、非公募の

場合にも、条件といいますか、それを整理をさ
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せていただいて、それに基づいて最初からやり

直して検討した結果、今回は非公募がよろしい

だろうということで提案させていただいたとい

うふうに私は思っているところでございます。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） そこに出すために制度

ば整備したんじゃないんですか。違いますか。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） これまで

も、幾つか、指定管理制度で非公募の施設がご

ざいます。で、その都度、説明をさせていただ

いてますが、それを、きちっと整理をすべしと

いうふうな御助言をいただいて、今回、整理を

させていただいたと。これまでの非公募の施設

も含めたところで整理をさせていただいたとい

うふうに私は考えております。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 認識がちょっと、お互

いの見解の部分が違うので、平行線をたどるか

もしれませんけど、原則は公募なんですよ。原

則論は。 

 質問をかえますけども。ＮＰＯ法人が解散と、

体協さんが解散という話がひとり歩きしてるよ

うな気もするわけですけど、解散ということが

あり得るんですか。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） ＮＰＯ法

人解散ということは、基本的に、私はないので

はないかと。各市町村にそれぞれの体育協会と

いうのは、やっぱり、なくてはならない存在で

はないかというふうに思っているところです。 

○委員（大倉裕一君） じゃあ、ＮＰＯ法人が

解散した場合という答弁、どういう意味なんで

すか。（｢考えられぬ。質問の趣旨が全然わか

らぬ」と呼ぶ者あり）外的要因でも働いている

んですか。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） 解散した

らというふうに御質問があって、それにつきま

して、すり合わせをさせていただきまして、ど

うしても答弁が欲しいということで、やむを得

ず、ああいう答弁になったというふうに思って

いるところでございます。 

○委員（大倉裕一君） 私の経験の話になって

しまうとですけど、そういう万が一の話を執行

部とすり合わせをすると、委員、そういうこと

は質問にそぐいませんというふうに何回も断ら

れてきました。 

 それだけ申し上げて、私の質問を終わります。 

○副委員長（笹本サエ子君） 委員長の職務を

委員長と交代いたします。 

○委員（上村哲三君） さっきから、数名の委

員さん方の意見を聞いとっと、お互いに、同じ

部長の提案の言葉でも、受け方が違う。橋本隆

一議員や村川議員の受け方、山本議員の受け

方、大倉議員の受け方、しょんなか、これは。

しょんなかて思う、俺は。そういう受け取り方

しかお互いにできぬ、意見ば今、言いよるだけ

ん。意見でよかでしょう。 

 だけん、そやんふうに思えばね、１２月に提

案されたときの否決の要因は、法人の役員顧問

に古嶋議員がおるからとか、法人の定款がどう

のこうのというのが、ほとんどの論点で、あん

ときは委員会のほうも否決だったというニュア

ンスで思うとるけど。これは、間違いなかと思

う。今回はまた、部長の言い方が悪い、配慮が

足らぬということであれば、もう、そやん思え

ば、しょんなかじゃなかろうかなと俺は思うば

ってんな。 

 だけん、その間にも、いろいろ、執行部、考

えてから、もう１回、同じ提案を出してきた。

で、この間、言葉が足らぬだったとは、新しい

指針を足してきた。これでどぎゃんでしょうか

と言うてきた。で、さっき聞いたばってん、２

月末で顧問も辞職をしてるというようなことも

あっとる。 

 それば踏まえて、みんな、もう判断せんばし

ょんなかじゃなかっかな。だけん、一人一人の

考え。そこは、議会だけんでから。 
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 ただ、確かに、指定管理制度は公募が原則と

いうのもあるけど、例えば、以前からある指定

管理にしても、当初は、その団体をつくらなけ

れば指定管理を、――指定管理って当時は言う

とらんけんですね、指定管理は平成１９年から

のあれだけん、それまでは、特化されてつくら

れた団体が、ほとんど市の出資が５０％以上で

できた団体がたくさんあります。これは全国に

たくさんある。なら、そういうのをいきなり公

募にしたら、もし、エリアの中にいろいろあっ

て、何もかんも、落札ができないような状態に

なれば、全て、市の出資金も何もかも、そらも

う特化してつくられとるけん、解散せざるを得

なくなるというような観点からは、ただし書き

が、ちゃんと国の指針の中にも入っとるわけで

すよね。特化してつくられた分にあっては、各

自治体で判断をすることができるていうふうに

なってる。 

 やっぱり、そういうことも考えれば、私が、

以前、市の財産管理やいろんな債権管理、そう

いう形もかかわってくる問題だからっていうふ

うに担当課にも言うたことはあるとだけど、も

し突然、管外の業者が入ってきて落札したら、

その市内の団体は解散せざるを得んごとなるよ

ねって。雇用のことだったら、継続してくれる

って約束はできるかもしれぬ。でも、会社自体

は、１回、解散せんばんたいなと。というよう

な事態になるんじゃなかろうかなというように

も私は思います。 

 そういう面からしたら、さっき部長もね、ほ

んと、苦しみ、苦しみながらね、ＮＰＯ法人体

育協会はなくてはならない、解散させることは

できないという思いでおるというようなことで

の提案だから、私は、ここは、一考してしかる

べきかなというふうな思いでおりますけどね。 

 皆さん、そら、いろんな意見があることはあ

るけんで、右は右、左は左なら、それで構わぬ

とだけど、やっぱり、そういうところもしっか

り思うべきじゃないかなというような気がしま

すね。 

○委員（山本幸廣君） 反論じゃないんですけ

ども、私は一議員として、今まで、公募の基

準、非公募の基準というのをですね、ＮＰＯ法

人体育協会に、１つの加担じゃないですけど

も、そういう基準をつくんなさいって、担当部

に何回も言ったこつあるんですよ。今、哲ちゃ

んはそやん言うけどもですね。私は、ただ顧問

の問題じゃなかったんですよ、はっきり言って

から。定款を変えなさいとか何か。宮村部長が

そういう発言をするから、やっぱ、問題になっ

てきておるわけ。 

 あなた、そこらあたりの責任はしっかりと捉

えてくださいよ。大体、きょうでも、冒頭に陳

謝せないかぬ、はっきり言ってから。後からで

しょうが、陳謝も。私は、再三とですね、担当

部とは、非公募というなら、公募せぬでよかけ

ん、非公募の基準ばまずはちゅうてから、課長

にも、何回も言ったこつあっですよ。その基準

ばつくれよと、したら、もう体育協会のはスム

ーズにいくとだけんでかって。何回も提案しま

したよ、個人的にも、私は。個人的じゃなくて

も、議員さんが何人かおる前でも。課長、そう

だったでしょう。その基準を、ＮＰＯ法人にと

いう。 

 委員長と私も感覚は違いますよ、今の、この

発言というのは。私は、再三と、そういう提案

をしてきた。宮村部長、そうやったでしょうが。

だから、あの基準でいいけども、もう少し、Ｎ

ＰＯ法人に加担じゃないけども、そういう中で、

大事なＮＰＯ法人体育協会だからということで、

私は、ずっと言ってきた。提案してきた、はっ

きりな話が。それが、宮村部長の発言等で、変

わってきとると、あなた自覚してくださいよ。

多大な責任がある、はっきり言ってから。それ

で、市長も副市長も上は関係ない、私が発言し

ましたからって。それで、議会って務まると思
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いますか。責任というのは。多大な責任ですよ、

はっきり言ってから。 

 今、上村委員が言われたようにですね、公募

・非公募の中でですね、原則は公募でしょうが。

公募になぜ決めたかというのは、いろんな問題

があってから決めたんですよ。記憶があっでし

ょう、記憶が。今、走馬灯のように浮かんでく

ると思いますよ。そういうのは、しっかりです

ね、やっぱし分析をしながら、じゃあ、今回に

ついては、こういう非公募にしたと、だから、

この基準はこのような基準でと。本当に、私が、

提案どおりしとれば、何のことはなかったわけ

よ。それだけ、まだ、私は自信を持っとるわけ

だけんでから。ですね。 

 だからこそ、先日も、あなたたちの会話の中

で、うちの未来はそういう理解をして、努力さ

れたんだからということで、賛成の意思を私は

伝えたつもりだがな。だから、今回の質問等

で、こういうような、いろんな議論をしないか

ぬ、審議をしていく過程の中ですよ、やはり激

論をするという。激論もいいですけども、この

ような激論はやめたほうがいいですと。それ

は、やっぱし、宮村部長の発言によって、こう

いう状況になったということは、もう少し反省

をしてほしい。（｢休憩しよう」と呼ぶ者あ

り） 

○委員長（大倉裕一君） 済いません、審議中

ですけど、５０分まで休憩をします。 

（午後６時４２分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後６時５５分 開議） 

○委員長（大倉裕一君） それでは、本会に戻

します。 

 引き続き、質疑をお受けしたいと思いますが、

どなたか、ほかにあられますでしょうか。 

○委員（山本幸廣君） 今回の件については、

まずは、当初から少し考えてみればですね、公

募という前提の中というのは、原則、公募です

がということの流れからずっと提案されて、１

２月で、そういう状況になりました。それか

ら、３月という月日の中でですね、いろいろと

体協も含めて努力をされて。 

 ただ、一番ひっかかるのが、この３月の一般

質問の宮村部長の答弁によって、このような状

況になったと。説明不足、説明不足じゃ通らな

い状況なんですね、本会議というのは。これは、

しっかり捉えてください。そして、また、個人

的には、はっきり言って、宮村部長の答弁とい

うふうな理解を、聞いておられる市民の方々は

そういうふうに思われたかもしれませんよ。そ

れについては、やっぱり、しっかり反省をして

ください。 

 宮村部長、再度でありますけれども、反省の

中でですね、どういう宮村部長が、今の採決を

前にですよ、考えておられるのか、そこら辺に

ついて、もう一回、お聞きしたいと思います。 

○経済文化交流部長（宮村明彦君） 私の発言

で、議員の皆様方あるいは市民の皆様方に、大

変な御心配あるいは御迷惑をおかけしまして、

心からおわび申し上げます。 

 また、１２月議会におきましても、私が誤解

を招くような発言をしてしまい、それを本日、

冒頭に陳謝すべきところでしたけれども、大変

申しわけございませんでした。 

 今、山本委員さんからありましたが、私の発

言で、多くの皆様方に誤解と御迷惑をおかけし

たことに関しまして、心よりおわび申し上げ、

今後このようなことがないように、心から反省

をしたいと思います。 

 よろしければ、きょうの提案につきましては、

御配慮いただければというふうに思います。よ

ろしくお願いいたします。 

○委員（山本幸廣君） 市民の方々そして執行

部の方々、そしてまた、きょう参加いただいた

担当部の方々、大変御苦労だったと思います。 

 しかしながら、私は今でもですね、自分の心
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臓の鼓動にですね、手を合わせることの中でで

すね、今、ここの採決を求めた中では、賛成に

ですね、いかがなもんかなという状況の中で、

私は、時間を貸してほしいというような心境で

す。 

 それだけ、宮村部長、今回の議案については、

市民の方々に不安を与えたのは事実なんです。

私たち議会も一緒なんです。そういうことを踏

まえてですね、私の意見といたします。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

○委員（笹本サエ子君） 本当に、非常に混迷

した議題になったと思いますけれども、やっぱ

り、今回の経験をもとにですね、公募と非公募

にする際のマニュアルといいますか、きちんと

した規則をつくっていただきたいというふうに

思います。よろしくお願いします。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） なければ、以上で質

疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） なければ、これより

採決いたします。 

 なお、採決は挙手により行いますが、挙手し

ない者は反対とみなします。 

 議案第２６号・八代市スポーツ・コミュニテ

ィ広場、八代市弓道場、八代市球技場、八代市

民プール、八代市民球場、八代市総合体育館、

八代市立武道館及び八代市相撲場に係る指定管

理者の指定について、可決するに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（大倉裕一君） 可否同数でありま

す。よって、八代市議会委員会条例第１７条第

１項の規定により、委員長が本案に対する可否

を裁決いたします。 

 委員長は、本案について否決と裁決いたしま

す。よって、本案は否決と決しました。 

 執行部入れかえのため、小会いたします。 

（午後７時０１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後７時０１分 本会） 

◎議案第３８号・八代市工場立地法地域準則条

例の一部改正について 

○委員長（大倉裕一君） 本会に戻します。 

 次に、条例議案の審査に入ります。 

 議案第３８号・八代市工場立地法地域準則条

例の一部改正についてを議題とし、説明を求め

ます。 

○商工政策課長（豊本昌二君） 商工政策課、

豊本でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、お手持ちの、申しわけございませ

ん、３月定例会議案のほうを御用意いただけれ

ばと思います。 

 座りましての説明をお許しください。失礼い

たします。 

 議案書の５９ページをお開きいただければと

思います。 

 議案第３８号でございます。八代市工場立地

法地域準則条例の一部改正についてということ

で上げております。 

 提案理由につきましては、工場立地法の改正

に伴い条例の改正が必要であるということでし

ております。 

 ６０ページをお開きいただきたいと思います。 

 ６０ページでお示ししておりますのは、第１

条及び第３条で、４条の第２項でありましたも

のを、第４条の２、第１項に改めるということ

でお示しいたしております。６０ページでござ

います。 

 これに関しましては、工場立地法の一部改正

が平成２９年４月１日に施行されることに伴い、
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本市の条例の条項のずれ、要は項ずれというこ

とが起こります、先ほど申し上げました第２項

が第１項にということを調整するものでござい

ます。 

 法の改正概要といたしまして、平成２４年に、

市のレベルまで移譲されている工場の緑地面積

比率等に係る地域準則の制定権限及び事務処理

権限を、今回の改正でですね、県にあったもの

を町村に移譲するものでございます。したがい

まして、市の取り扱いが特に変わるものではご

ざいません。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

 御審議方、よろしくお願いいたします。 

○委員長（大倉裕一君） 以上の部分につい

て、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第３８号・八代市工場立地法地域準則条

例の一部改正については、原案のとおり決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（大倉裕一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

 執行部入れかえのため、小会いたします。 

（午後７時０４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後７時０５分 本会） 

◎議案第３９号・八代市体育施設条例の一部改

正について 

○委員長（大倉裕一君） 本会に戻します。 

 次に、議案第３９号・八代市体育施設条例の

一部改正についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○スポーツ振興課長（下村孝志君） 議案第３

９号・八代市体育施設条例の一部改正につい

て、説明いたします。座って説明させていただ

きます。 

 議案書のほうは６１ページになります。 

 議案第３９号・八代市体育施設条例の一部改

正についてということで説明させていただきま

す。 

 提案理由といたしまして、八代市スポーツ・

コミュニティ広場の名称の変更及び市民プール

の使用料区分の変更に伴い、条例の改正が必要

であるためでございます。 

 議案書の６２ページをおあけいただきたいと

思います。 

 まず、１つ目の改正点でございます。八代市

スポーツ・コミュニティ広場を八代市テニスコ

ートに名称を改めるという点でございますけれ

ども、同第２条の表中の名称並びに別表第１の

施設名の欄、別表第２の施設名の欄並びに別表

第３のテニスコートの表、名称中の項中、八代

市スポーツ・コミュニティ広場を八代市テニス

コートというふうに改めさせていただきたいと

思います。 

 本施設につきましては、全天候型砂入り人工

芝テニスコートとなっておりまして、本年度中

に、新たに２面を増設します。１６面としまし

て、あわせて駐車場も整備して、県内で有数な

大規模テニス大会等を供する施設になると期待

できるところでございます。 

 しかしながら、施設名称につきましては、内

外の施設利用者のほうから、テニス施設とわか

りにくいという御意見もありまして、市議会の

ほうからも、そういった同様の御指摘があった

ことから、施設整備に合わせて、今回、名称を

変更するというところでございます。 

 改定する名称を八代市テニスコートとした理
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由につきましては、主要な利用団体であります

八代市テニス協会、八代市ソフトテニス協会の

ほうに御協力を仰ぎましてアンケートを実施し

たところでございます。その多数を占めた名称

であることと、遠方からの利用者に対して非常

にわかりやすい名称であること、また、条例に

他の施設の名称がありますけれども、その名称

が全て地域名称プラスの競技名称であることな

どから、今回、かなりシンプルでございますけ

れども、八代市テニスコートというふうに改名

させていただきたいと思っております。 

 ２つ目でございますけれども、体育施設、八

代市民プールのコース別料金の設定でございま

す。 

 別にお配りいたしました資料ございますでし

ょうか。赤い字で書いてあります分でございま

す。 

 八代市民プールにつきましては、５０メート

ルプール、２５メートルプール、それと幼児プ

ールと３つに分かれておりますけれども、プー

ル利用をする団体から、競技用練習のために、

利用区分のコース別料金の設定について要望が

ございました。 

 所管課といたしましてもですね、今まで、貸

し切りといったら全面貸し切りのみでございま

したので、利用形態に合わせた料金設定をする

ことで、より効果的に施設の運用が可能になる

というふうに判断いたしまして、新たに、コー

ス別料金を設定することといたしました。 

 本日配付しております資料の赤で書いてあり

ますところが、今回、新たに設定したところで

ございます。今回設定いたしましたのは、市民

プールの５０メートルと２５メートルのプール

を対象といたしました。１コースの料金をそれ

ぞれ１時間に、一般が、５０メートルが４１０

円、２５メートルが３１０円、小中高生が、２

１０円と１５０円と、それとは別に、別途個人

料金を徴収するということといたしました。 

 一番下の囲いにありますけれども、５０メー

トルプールコース料金、２５メートルプールコ

ース料金としておりますけれども、今回、コー

ス別の料金設定をするに当たりましては、県内

にありますプール施設で、同様のコース別料金

を設定しているところが２施設のみであったこ

と、また、そのプール自体が八代市の市民プー

ルと同クラスのプールではなかったために、非

常に比較しにくかったということもありますけ

れども、今回の料金の設定に関しましては、単

純に、全面のコースの占用料を、５０メートル

の場合９コースありますのでそれを割って、２

５メートルプールも同じように割ったところで、

直近の金額としてそれぞれ出しましたところ、

２５メートルで３００円、消費税が引き上げら

れた際の使用料金の再計算をした中で３１０円、

５０メートルプールにつきましては、２５メー

トルプールとの整合性から４１０円と。それぞ

れの高校生以下の金額については、１５０円、

２１０円というふうに設定したところでござい

ます。 

 なお、プール全面料金につきましては、専ら、

各種大会等開催を想定しておりまして、より多

くの大会が開催されまして、より多くの市民が

利用できることを目的に、かねてより、別途、

個人料金の徴収は行わないということとしてお

ります。 

 以上、御説明を終わります。 

 御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（大倉裕一君） 以上の部分について

質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 安くなるという状況で

ありますので、市民の方々の利用度も高まると

思いますので、この条例の一部改正について

は、私は賛成をしたいと思います。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 
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（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） ないですか。（｢は

い」と呼ぶ者あり）なければ、これより採決い

たします。 

 議案第３９号・八代市体育施設条例の一部改

正については、原案のとおり決するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（大倉裕一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午後７時１３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後７時１４分 本会） 

◎議案第４０号・八代市農村運動広場条例の一

部改正について 

○委員長（大倉裕一君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４０号・八代市農村運動広場条

例の一部改正についてを議題とし、説明を求め

ます。 

○農林水産政策課長（小堀千年君） 私のほう

からは、議案第４０号・八代市農村運動広場条

例の一部を改正する条例について、説明をさせ

ていただきます。座らせていただきまして説明

をさせていただきます。 

 今回の案件は、当課が所管しております施設、

すなわち八代市昭和運動広場、それから八代市

郡築八番町運動広場の２つの施設について定め

られております八代市農村運動広場条例の一部

改正を行うものでございます。 

 まず、条例改正案を提出するに至った経緯を

説明させていただきたいと思います。 

 昭和・郡築の２つの運動広場につきましては、

それぞれ昭和６０年、６１年に、農林水産省の

補助事業を活用しまして、地域住民の健康増進

及び連帯意識の向上を図ることなどを目的に建

設されたものでございます。その際に定められ

ました条例、すなわち現行条例ということにな

りますが、これには、利用の許可や利用の制限、

原状回復義務などは定められておりますものの、

利用時間や使用料などの利用の詳細については

定められていないところでございます。 

 また、当時、地元で組織する運動広場管理委

員会と市との間で、同施設の管理に関する委託

契約が締結され、地元によるグラウンドの整備

やトイレの清掃などの管理が行われてきている

ところでございます。この契約は、双方からの

別段の意思表示がないときは自動継続されるこ

ととなっていることから、現在に至っていると

ころでございます。 

 このように、条例に使用料等が定められてい

ないこと、地元との管理委託契約が長期にわた

って継続される内容となっていること、また、

現在の関係者の話などを総合しますと、当時、

市では、使用料を徴収しないかわりに通常の維

持管理は地元で行うという合意のもとに同施設

が建設されたものであるようでございます。当

然、維持管理には経費が必要となりますが、地

元では、その経費を賄うために、管理委員会で

独自に利用料金を設定し、それを維持管理経費

の一部に充ててきたという経緯がございます。 

 しかし、本年度の市の定期監査におきまして、

公の施設の使用料については、地方自治法で、

条例によることとなっておりまして、独自で決

定し管理委員会の歳入とすることはできない、

運動広場の管理委託については、委託内容を明

確にし、また、適切な事務処理を行うようにと

の指摘をいただいたところでもございます。 

 こうしたことから、このほど、当該条例に使

用料に関する項目を追加するものでございます。 

 それでは、具体的な内容を、別に配付してご

ざいます八代市農村運動広場条例の一部改正に
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ついて（新旧対照表）という、このような資料

を配付してあるかと思います。新旧対照表でご

ざいます。こちらをお開きいただきたいと思い

ます。 

 表紙をめくっていただきまして、左側の欄、

改正案のほうをごらんいただきたいと思います。 

 １条と２条は記載を略してございますが、１

条には設置目的、２条には名称と位置が記載さ

れており、これは現行のままということで記載

は省略してございます。 

 ３条では、これまで記載のなかった利用時間

について、新たに定めます。午前９時から午後

１０時は、ほかの類似施設に合わせたところで

ございます。 

 ４条の利用許可では、旧条例の第３条の運動

広場を施設等に置きかえまして、さらに、第２

項で、許可に当たっては条件を付すことができ

るとしたところでございます。 

 それから、第５条・利用の制限では、旧条例

の第４条で許可の制限と許可の取り消しの２つ

が定められていたものを、許可の取り消し部分

について別に７条で定めることとし、文言を修

正しまして、５条として定めます。 

 ６条の利用権の譲渡等の禁止につきましては、

旧条例の第５条をそのまま適用いたします。 

 第７条の利用許可の取り消し等については、

旧条例の第４条中の許可の取り消し部分を第７

条として新たに定め、（１）から（４）に該当

したときは許可を取り消すことができることと

いたします。 

 それから、８条で、新たに、使用料について

定めます。条文にございます別表に定める使用

料につきましては、後ほど、最後のほうで御説

明いたします。 

 第２項の附属施設、すなわち夜間照明灯、ナ

イター設備のことでございますが、夜間照明灯

につきましては、別途、施行条例で定めること

といたします。 

 ちなみに、夜間照明灯の使用料は、従前どお

り、１時間当たり１０２０円を予定しておりま

す。 

 それから、第９条・使用料の減免についても、

新たに定めます。減免の対象となる具体的な団

体や活動につきましては、別途、施行規則で定

めます。 

 ちなみに、減免の対象と考えておりますのは、

国・県・市などの行政が行う行事また住民自治

協議会、体育協会、町内会、消防団等々の地域

活動団体が行う行事や小中学校の部活動などを

考えておるところでございます。 

 第１０条の使用料の還付につきましても、新

たに定めます。還付することができるのは、

（１）と（２）にあるとおりでございます。 

 第１１条の原状回復義務につきましては、旧

６条の運動広場を施設等に置きかえ、１１条と

いたします。 

 それから、第１２条の委任につきましては、

必要な事項は市長が別に定めるとしていたもの

を、規則で定めると改めるものでございます。 

 最後の別表、使用料につきましては、各施設

とも、１時間当たり４１０円としたところでご

ざいます。料金設定につきましては、市内にあ

るグラウンドの使用料の中で、類似していると

思われる鏡総合グラウンドの使用料を参考にし

たものでございます。 

 以上、議案第４０号・八代市農村運動広場条

例の一部改正についての説明とさせていただき

ます。 

 御審議方、よろしくお願いいたします。 

○委員長（大倉裕一君） 以上の部分につい

て、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（村川清則君） これ、地元のまちづく

り協議会とかには、説明は済んだんですか。 

○農林水産政策課長（小堀千年君） 昭和・郡

築の各出張所長とか公民館主事の同席のもとに
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ですね、まちづくり協議会の代表の方、校区長

さんになりますけれども、には改正案の内容を

説明いたしまして、内諾を得ているところでご

ざいます。 

○委員長（大倉裕一君） よろしいですか。

（委員村川清則君「はい」と呼ぶ） 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４０号・八代市農村運動広場条例の一

部改正については、原案のとおり決するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（大倉裕一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第４１号・八代市食肉センター条例及び

八代市食肉流通施設条例の廃止について 

○委員長（大倉裕一君） 次に、議案第４１号

・八代市食肉センター条例及び八代市食肉流通

施設条例の廃止についてを議題とし、説明を求

めます。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（豊田浩史

君） 農業振興課、豊田です。よろしくお願い

します。 

 私のほうから、議案第４１号・八代市食肉セ

ンター条例及び八代市食肉流通施設条例の廃止

につきまして、御説明申し上げます。 

 資料は、議案の６７ページでございます。 

 提案理由といたしましては、食肉センター及

び食肉流通施設を廃止することに伴いまして、

当該施設に係る設置及び管理に関する条例を廃

止する必要があるということから、廃止するも

のでございます。 

 食肉センター並びに食肉流通施設につきまし

ては、既に、国への財産処分の報告、小動物屠

殺につきましては、平成２０年１０月２１日に

厚生労働省に、そして、食肉流通施設につきま

しては、平成２１年３月３０日に農林水産省へ、

それぞれの財産処分の報告を行っております。

それによりまして、補助金適化法、国の補助事

業を実施した場合、補助金のその財産の処分に

係る制限がございます。補助金等に係る予算の

執行と適正化に関する法律、そこの第２条で、

財産の処分については厳格に規定されておりま

すものの、この財産処分の報告によりまして、

うちの施設の廃止、財産の処分が認められてお

ります。このような手続を経て今日に至ってお

ります。 

 この食肉センター設置条例並びに食肉流通施

設条例を廃止することに伴いまして、附則でご

ざいます、６８ページにございます、附則第２

でございます、八代市職員の特殊勤務手当支給

条例、平成１７年八代市条例第５４号の別表４

・特別作業手当の項中、第７号・食肉センター、

第８号・食肉流通施設の項を削除いたします。

また、八代市暴力団排除条例、平成２３年八代

市条例第３２号の一部を改正することになりま

す。第１条第１項中、第２５号・食肉センター、

第２６号・食肉流通施設、それぞれを削除いた

しまして、２号ずつ繰り上がるというものでご

ざいます。 

 説明は以上でございます。 

 審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（大倉裕一君） 以上の部分につい

て、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 
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（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） いいですか。なけれ

ば、これより採決いたします。 

 なお、採決は挙手により行いますが、挙手し

ない者は反対とみなします。 

 議案第４１号・八代市食肉センター条例及び

八代市食肉流通施設条例の廃止については、原

案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（大倉裕一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございます」と呼ぶ者あり） 

 執行部退出のため、小会いたします。 

（午後７時２７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後７時２７分 本会） 

◎平成２８年陳情第２１号・農用地区域からの

除外について 

○委員長（大倉裕一君） 本会に戻します。 

 次に、請願・陳情の審査に入ります。 

 今回、当委員会に付託となっておりますのは、

継続審査の陳情１件です。 

 それでは、継続審査となっております、平成

２８年陳情第２１号・農用地区域からの除外に

ついてを議題とします。 

 要旨は文書表のとおりです。 

 本件について、御意見などはありませんか。 

 内容については、簡単に申し上げますと、農

地のほうにですね、進出したいという企業があ

らわれたと。そのために農地の農振除外をかけ

てほしいという内容になります。 

○委員（山本幸廣君） 今、行政で、農業振興

地域整備計画の見直しがもう大体済んだと思う

んですけどもですね。そういう状況を見る中

で、どのような執行部の考えかわかりませんけ

ども、今の私たちの判断ではなかなか厳しいと

いうような状況ですので、どちらか一つ判断を

させていただきたいと思いますが。今まで継続

ですので、継続でもよかし、まだ審議未了でも

いいと思いますけど。なかなか難しいと思いま

す、今の状況では、執行部の。農業振興整備計

画がもうでき上がっておりますから。 

 それでよかろう。 

○委員長（大倉裕一君） 執行部の説明を聞い

てみますか。 

○委員（山本幸廣君） もう、いいです。

（｢こん前も聞いたしね」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） いいですね。 

○委員（山本幸廣君） はい。 

○委員長（大倉裕一君） 小会してもらってい

いですか。 

（午後７時３０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後７時３０分 本会） 

○委員長（大倉裕一君） 本会に戻します。 

 陳情第２１号・農用地区域からの除外につい

て、御意見などはございませんか。 

○委員（村川清則君） 本来、議会というより

も農業委員会の範疇だと思いますんで、これ

は、審議未了でお願いしたいと思います。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） ただいま、審議未了

という御意見が出ております。審議未了のほか

に、御意見はございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） なければ、お諮りい

たします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 平成２８年陳情第２１号・農用地区域からの

除外については、閉会中継続審査の申し出をし

ないこと並びに結論を得るに至らなかったこ

と、すなわち審議未了とするに賛成の方の挙手
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を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（大倉裕一君） 挙手全員と認め、本

件は審議未了とすることに決しました。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は委員長に御一任願いたいと思いますが、これ

に御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会いたします。 

（午後７時３２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後７時３３分 本会） 

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・病院・水道事業に関する諸問題の調査 

○委員長（大倉裕一君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、産業・経済の振

興に関する諸問題の調査、病院・水道事業に関

する諸問題の調査、以上の２件です。 

 このうち、産業・経済の振興に関する諸問題

の調査に関連して２件、病院・水道事業に関す

る諸問題の調査に関連して１件、執行部から発

言の申し出があっておりますので、これを許し

ます。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（く

まもと県南フードバレーフェアＩＮ台湾基隆市

及び香港における晩白柚プロモーション活動の

報告について） 

○委員長（大倉裕一君） それでは、まず、く

まもと県南フードバレーフェアＩＮ台湾基隆市

及び香港における晩白柚プロモーション活動の

報告についてをお願いします。 

○フードバレー推進課長（宮川武晴君） 皆

様、お疲れさまです。（｢お疲れさまです」と

呼ぶ者あり）フードバレー推進課、宮川でござ

います。着座にて説明のほうをさせていただき

ます。 

 それでは、お手元のほうにはですね、右肩に

本日の日付が入りました、こちらの資料の御準

備のほう、よろしくお願いいたします。 

 それでは、初めに、台湾基隆市で開催いたし

ましたフェアについて、説明のほうをさせてい

ただきます。 

 表紙をおめくりいただきまして、資料はです

ね、パワーポイントというフォーマットを使っ

ておりますので、ページは上から下というよう

な流れになりますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 早速、表紙の下、２ページとなっておりま

す、フェアの概要をごらんください。 

 ことしは、記載のとおり、２月の１８、１９

にかけまして、基隆市内の旧駅構内のほうで実

施をいたしました。昨年は、日本の正月に当た

ります春節前のですね、日本に置きかえますと

正月前の歳末大売出しの時期にですね、このフ

ェアを開催したところでございますが、ことし

の春節は１月２８日でございまして、その正月

気分が少し落ちついたころにですね、昨年とは

違う時期を選定し、どのような反応があるかと

いうことで、この日程で開催したものでござい

ます。 

 次のページをお願いいたします。 

 実施内容１では、フェアで行いましたオープ

ニングセレモニー、くまモンステージなどを記

載しております。物産展に出店いただきました

事業者の皆様は、記載のとおりでございます。 

 次の下の段、４ページ、実施内容の２でござ
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います。ステージイベントや物産展のほか、今

回、会場内で実施いたしました内容を記載して

ございます。地元のバイヤーにも会場に来てい

ただいてまして、このフェア開催の前日または

開催中にですね、出店された事業者と個別の商

談を行っていただいております。台湾への販路

を開拓していくというのも、このフェアの狙い

の１つでございます。 

 その他、記載をしておりますとおり、ＤＭＯ

によります観光ＰＲ等々、実施をいたしており

ます。 

 次のページ、お願いいたします。 

 ５ページでございます。上の段、オープニン

グセレモニーの様子でございます。 

 下の段はですね、くまモンステージ、くまモ

ンによります寝ござ、晩白柚の紹介でございま

す。台湾でもですね、くまモンは大変人気でご

ざいまして、下の写真のほうですね、昨年も会

場をにぎわせ大好評でございました民謡の披露

というところでございます。 

 それと、右下には、子供さんとお母さんがで

すね、ちょっと白黒でわかりづらいんですけ

ど、頭にですね、晩白柚の皮をもらってかぶっ

て喜んでらっしゃる、実にほほ笑ましいショッ

トを紹介させていただいております。 

 次のページ、７ページをお願いいたします。 

 ステージ上で行いました日本茶セミナー、イ

グサコースターづくりなどを体験いただいてい

る様子でございます。今回はですね、ステージ

上に畳を組みまして和空間を演出し、イグサの

効能なども紹介をさせていただいております。 

 下の段、８ページからは、物産展の様子で

す。こちら、写真を添付しておりますけれど

も、物流費を考慮してテスト的に販売をしてい

ただいております。商品によって差はございま

すけれども、おおむね日本の価格の３倍ぐらい

といったところをですね、目安で販売をしてい

ただいております。 

 ９ページ、お願いいたします。 

 物産展の様子でございます。大変にぎわって

ますよというところをお伝えしている写真でご

ざいます。 

 下の段、１０ページ、実施状況６について

は、少し説明のほうをさせていただきます。 

 真ん中、上のほうはですね、ＤＭＯによりま

す本市の観光ＰＲでございます。五家荘にござ

います甲冑をですね、台湾に持ち込みまして武

者姿に扮装してもらい、会場内で大いに注目を

集めておりました。 

 下の右側はですね、県立大学によります晩白

柚の試食調査の様子でございます。晩白柚の産

地は日本の八代であることを知ってますかとか

ですね、香り・味はどうですかとか、この晩白

柚を見てどんなイメージを持ちましたかという

ようなアンケート調査をやっていただいており

まして、現在、大学で取りまとめを行っていた

だいておりますが、香りとかですね、そういっ

たものには、非常に高い評価を得ているようで

ございまして、また、印象はですね、健康的じ

ゃないのとかプレゼントにいいよといったよう

な御意見が寄せられているというふうに伺って

おります。 

 右下の写真はですね、県南広域本部で実施い

ただきましたアンケートの、県南地域の加工品

の写真でございます。飲み物とか御菓子とかケ

チャップ、そういったもの１７アイテムを持ち

込みまして、アンケート調査を実施いただいて

おります。結果が出ましたら市へも情報提供い

ただきますよう、お願いをしているというよう

なところでございます。 

 それでは、１１ページをお願いいたします。 

 こちらですね、会場全体の様子でございまし

て、駅としての機能がなくなりましたところで

やりましたもんですから、昨年よりは広いスペ

ースで実施できましたというところでございま

す。 
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 下の段、１２ページは、今回のフェアの実績

でございます。来場者数は１万人ということ

で、昨年とほぼ同様であったというところでご

ざいます。物産展での売り上げは２５６万円で

ございまして、昨年がですね、ちなみに１２７

万円ということでございましたので、ほぼ２倍

の売り上げとなったというところでございま

す。 

 冒頭申し上げましたけれども、昨年はです

ね、歳末大売り出しの時期に開催したというこ

とで、ことしは、少し、その時期とはずらした

もののですね、同様の来客数であったこと、売

り上げは２倍であったということ、これだけを

見ますと、高い評価をしていいのかもしれませ

んけれども、実際はですね、昨年の飛ぶように

売れたというような状況、午前中には完売だっ

たというような売れ方を御存じの事業者が７社

あったということ、また、事業者数も２事業者

ふえての物産展であったこと、また、ことし

も、御当地台湾の経済団体からの側面的な支援

があったこと、こういった背景を考えますと、

２倍だったから直ちに大成功とは言えないんじ

ゃないかなというのが、私の今の正直な気持ち

でございます。 

 出展された事業者の皆様との意見交換を踏ま

えまして、どう評価するかはこれからだと考え

ておりますけれども、実は、台湾のマスメディ

アからも注目いただきまして、現地のテレビニ

ュース番組の中でですね、このフェアを取り上

げていただきまして注目度も高かった、また、

会場は大盛況で、昨年度同様、多くの方に来場

いただきましたことから、事業者の皆様にとっ

ても意義が深く、私どもにとっても価値あるフ

ェアではあったかなというふうに感じていると

ころでございます。 

 最後、１３ページをごらんください。 

 次年度に向けてということで、これまで２回

開催しましたフェアを踏まえての気づき・検討

課題などを記載してございます。１点目は、来

年はですね、このフェアとして使った駅という

のはなくなりますので、ここがもう使えません

ねということ。それと、２点目はですね、日本

からの輸入食品に関する取り扱い・事務処理が

大変厳しくなっていますよというところ。３点

目は、昨年に続いて物産展に参加された団体が

ですね、先ほど７社同じでしたということを申

し上げましたけれども、少し固定化されたかな

というところがございますので、さらに輸出に

意欲的な事業者の発掘が必要じゃないかなとい

うふうに考えております。言いかえれば、テス

トマーケティングとしての、このフェアの役割

をもう一度考える必要があるのではないかと考

えるところでございます。 

 以上、課題のほう申し上げましたところです

が、やはり台湾というのはですね、親日的であ

り、日本食に対する需要は高いという地域の特

性を肌で感じております。加えて、このフェア

で間違いなく八代の物が売れたというところ、

販路として拡大できるんじゃないかという実

績、手応えを踏まえますと、台湾における新た

な展開も模索をしてみたいと考えている次第で

ございます。 

 それでは、引き続きになりますが、イオンス

トアーズ香港、晩白柚プロモーション活動につ

いて、報告のほうをさせていただきます。 

 おめくりいただきまして、申しわけございま

せん、資料作成の都合でですね、また１ページ

から振り直しということで、よろしくお願いい

たします。 

 この下の段でございます、プロモーション活

動までの取り組みということで、このプロモー

ション活動の母体となっております協議会につ

いて、確認ということで説明をさせていただき

ます。 

 平成２５年に、イオン様、ＪＡ、本市、氷川

町、八代商工会議所などで、熊本県八代晩白柚
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ブランド推進協議会というのを設立してござい

まして、この協議会では、青果としての販売、

加工品の開発、販売対策に関する晩白柚の研究

や国内外でのＰＲ活動というのを実施いたして

おります。 

 少し横道にそれますけれども、今年度の商品

開発としましてはですね、イオン様で、晩白柚

香るクリーミープリンという新商品を開発いた

だきまして、昨年の８月から、全国のイオング

ループ２２００店舗で販売をいただいておりま

す。また、産地のＰＲといたしましては、首都

圏、福岡からですね、産地である八代を訪ねて

いただくツアー、旅行を企画していただきまし

て、昨年の１２月、宿泊・日帰り旅行を実施い

ただいております。 

 資料に戻りまして、イオンのネットワークを

活用した海外での地産外消を推進しているとこ

ろでございまして、海外への販路も拡大してい

く取り組みを行っているところでございます。

その一環として、イオンストアーズ香港での晩

白柚プロモーション活動を、２７年開催以来こ

としで３回実施したというところでございま

す。 

 次のページをお願いいたします。 

 今回の晩白柚フェアの概要でございます。そ

もそも、この晩白柚ですね、何で香港で売って

るのかというところでございますが、補足とし

て説明させていただきますと、中国ではです

ね、先ほども申し上げました春節、日本で言う

正月にですね、黄色く丸いものを飾ると福が来

ますよという、日本の門松にも似たような縁起

物を飾る風習がございます。実際、私どもが渡

航いたしました際にもですね、あちらこちら

で、この飾りを見ることができました。この晩

白柚はですね、キンカンよりもはるかに大きい

ということから、より大きな福が来ますよとい

うことで、販売促進を行っているというところ

で御理解いただければと思います。 

 先ほどの台湾フェアの説明と重複いたします

けれども、ことしの春節は１月２８日でござい

ましたので、その前、歳末大売出しの時期とな

ります春節前の１月２０日から２５日の六日

間、この時期に、イオンストアーズ香港の１２

店舗で今回のフェアを開催いただいたところで

ございます。販売価格・個数につきましては、

記載のとおり、Ｌ玉が２０００個、日本円で約

２１００円、３Ｌ玉につきましてはですね、縁

起物・贈答用ということで、晩白柚を飾ります

専用の置き畳と豪華さを醸す桐箱とのセット販

売ということで約１万５０００円で販売をした

ところでございます。 

 下の段、４ページをごらんください。 

 ここではですね、生産者の皆様などと渡航い

たしまして販売促進活動をしましたプロモーシ

ョンの概要について触れてございます。このフ

ェアが始まりました２日目の２１、２２の２日

間、本市、氷川町、ＪＡさん、生産者の皆様１

３名が渡航し、チームを組み対応をいたしてき

ました。実施店舗は記載のとおりとなってござ

います。 

 それでは、次のページ、５ページをお願いい

たします。 

 まず、事前の準備といたしまして、資料のと

おり、くまモンのシール、食べ方を紹介しまし

たパンフレット、くまモンのコースター・缶バ

ッヂを用意いたしまして、これらを、くまモン

を印刷しました袋に晩白柚とともに入れまして

販売するという戦略で臨んだところでございま

す。香港でもですね、くまモンは大変人気でご

ざいまして、このくまモンを活用することで手

にとってもらうきっかけということで、大変効

果的であったというふうに実感をしてございま

す。 

 下の段、６ページをごらんください。 

 ことし１月６日、ＪＡやつしろ八代選果場で

実施いたしました出発式の様子でございます。
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荷主、荷役業者など各方面の御協力をいただき

まして、昨年に引き続き、八代港から香港へ向

けて晩白柚を輸出することができました。式典

にはですね、経済企業委員会の委員の皆様を初

め、市議会からも正副議長に御列席いただきま

して、新春のですね、大変暖かい日差しにも恵

まれた中で、盛会のうちに開催することができ

ました。本当、新年早々お世話になりまして、

ありがとうございました。 

 次、７ページをお願いいたします。 

 こちらはですね、イオンストアーズ香港の１

号店で、香港での売り上げもナンバー１でござ

いますコーンヒル店におけますオープニングセ

レモニーの様子でございます。主催者挨拶を初

め、イオンストアーズ香港の水島副社長様に御

挨拶を賜りまして、イオン香港の社長でもいら

っしゃいますクリスティン社長にも御列席いた

だきまして、テープカットをしたというところ

でございます。ここでも、くまモンは駆けつけ

てくれましてですね、大変会場を盛り上げてく

れました。 

 下の段、８ページでございます。これは、実

際のプロモーションの様子でございます。先ほ

ども申し上げましたけれども、４店舗ごとにで

すね、チームを組み、売り場に立ちまして、晩

白柚のほうをですね、売ってまいりました。こ

れはですね、イオン香港からの要請を受けて実

施しているところでございますけれども、その

趣旨はですね、中国語を話すことのできない本

物の日本人がですね、産地から売りに来てると

いうことに価値があるそうでございまして、実

際、多くのお客様に足をとめていただくことが

できました。 

 また、少し見づらいのですけれども、右下の

ですね、テレビが写ってるかと思います。これ

は、実はがめさんでございまして、観光ＰＲも

あわせて行ってまいりました。 

 それでは、次のページ、９ページを御確認く

ださい。 

 こちらはですね、クリスティン社長、水島副

社長を初め、イオンストアーズ香港様との意見

交換の様子でございます。イオン側様からはで

すね、晩白柚は喜ばれてますよといった御意

見、また、香港人は日本が大好きで、海外旅行

の実質、世界での行き先は日本が１番なんです

よというようなこととか、日本の各所からです

ね、さまざまな農林水産物が入ってきていて、

日本の地名と商品の認知度は向上、定着してき

てますよといった御意見も出されておりまし

て、記載のとおり、ほかにも農林水産物を提案

してねといった御要望もあったところでござい

まして、今後の展開に期待が持てる御意見だっ

たと受けとめてございます。 

 下の段、１０ページをごらんください。 

 今回のフェアの結果でございます。記載のと

おり、Ｌ玉は１９０７個が売れてございます。

３Ｌ玉はですね、価格的なものもあって、少し

売れ行きは悪かったかなというところでござい

ます。トータル、日本円で約４００万円を売り

上げたという結果になってございます。 

 次のページ、次年度に向けてでございます。

今回のフェア終了後に、イオンストアーズ香港

から、事務レベルで要望がありました内容を記

載してございます。速報の御報告という意味で

掲載させていただきました。来年はですね、Ｌ

玉４０００、３Ｌ玉を２０、さらに４Ｌもくだ

さいというリクエストでございました。この御

要望はですね、大変ありがたいことでありまし

て、それだけ、イオン様としてもですね、晩白

柚の販売に自信がある、売れるといったことだ

と推察しておりますけれども、産地側としての

調整、生産者の皆様の御意見も尊重しなければ

いけません。次年度に向けまして、今後の晩白

柚ブランド推進協議会の中で検討したいと考え

てございます。 

 このほか、私たちが感じたところで申し上げ
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ますと、フェア自体はですね、順調に定着して

きております。ただ、香港はですね、酸値、酸

っぱみをですね、非常に嫌われるというような

お土地柄であるということで聞いておりまし

て、実際、今回試食した中には少し酸っぱいの

もありまして、ちょっと、反応からですね、あ

あ、少し酸っぱいよということでですね、うん

っていうようなところもありました。 

 これを踏まえまして、これは１つの案なんで

すけれども、晩白柚を香港で縁起のいい名前、

「ばんぺいゆ」という読み方はそうしながらも

ですね、少し、縁起のいい漢字などを使いなが

ら、縁起物、飾り物というようなことで売り出

していくということも、販売戦略として検討し

てみたいなと考えてございます。 

 また、先ほども申し上げましたとおり、香港

の方にはですね、日本の農林水産物はおいしい

ということが定着してございまして、加えてで

すね、香港という地域は、農林水産物の輸入の

規制、制限というのがほとんどない地域でござ

います。逆に言いますと、しのぎを削りながら

ですね、香港市場での販売競争を行っていると

いうようなお土地柄でございますので、今後も

引き続きこのようなプロモーションを行いなが

ら、整備が進みます八代港からの輸出促進とい

うことも念頭に置き、香港、アジアへの販路の

拡大に取り組んでまいりたいと考えているとこ

ろでございます。 

 以上、簡単ではございますが、台湾基隆市で

のフードバレーフェア及び香港におけます晩白

柚プロモーションについての説明とさせていた

だきます。よろしくお願いします。 

○委員長（大倉裕一君） 本件について、何

か、質疑、御意見などはございませんか。 

○委員（橋本隆一君） 今、晩白柚の酸味に抵

抗があるということでしたけれども、簡易な糖

度検査の機械がありますよね。当てるだけで、

ぱっと出る。あれで、糖度が何度ちゅうのがわ

かるんじゃないかと思ったんですけれども。 

○フードバレー推進課長（宮川武晴君） 糖度

は、今、例えばトマトとかですね、そういった

皮が薄いものにつきましては、外から光等を当

てることで糖度判断ができますけれども、晩白

柚は、そこまで技術が今上がっておりませんの

で。（委員橋本隆一君「ああ、皮が厚いから」

と呼ぶ）さようでございます。ですので、糖度

計につきましては、なかなか、少し難しいです

ねというところで。（委員橋本隆一君「そうい

うことなんですか」と呼ぶ）ええ。この辺につ

いては、県のほうともですね、連携しながら、

何かおいしい時期を出せるような取り組みを引

き続き検討してまいりたいと考えているところ

でございます。（委員橋本隆一君「わかりまし

た」と呼ぶ） 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） 長時間にわたって説明

いただいたんですけれども、要は、生産者の方

々がもう輸出はしないとならないためにも、や

っぱし、農家所得を上げることだけんでから。

東京で１５００円で売ったなら、５００円、台

湾で２０００円で売ってもよ、必要経費等を計

算したならば。だから、何を目的にしてるのか

ということをですね、これから位置づけしなけ

れば続かないと思いますよ。それよりは、日本

でしたほうがいいよ。 

○フードバレー推進課長（宮川武晴君） 貴重

な御意見、ありがとうございます。 

 今、御指摘のとおり、産地の方々にとって、

当然、実のあるフェアでなければなりません。

で、今回、イオンストアーズで販売しておりま

すのは、いわゆる露地物というものでございま

して、正式な数字というのはなかなか教えても

らえてないんですけれども、国内のですね、露

地物よりは若干いい価格でお取引をいただいて

いるところもありまして、産地としても協力を

されているというところがあろうかというふう
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に推測しておりますので、今後も、今のような

御意見でですね、産地側に実があるような取引

となるよう、私どもも、側面的に支援をしてま

いりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） 課長、よろしかればで

すね、はっきり言ってから、ネットの販売と言

われてるでしょう。ネット販売等も、注文がど

れだけあっとるかと、参加した１０社の中で。

１０社の中で、西岡から全部たい。１０社の中

でね。そこらあたりの追跡調査をしてから。４

００万ぐらいで、これだけの人件費を使って行

ったら大変。ということとですね、苦言じゃな

いですけど、それを、やっぱり教訓として。じ

ゃ、何をすべきかということを、もう一回だけ

ですね、生産者と話し合ってしたら、うまくい

くんじゃないかなと思います。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにないようであ

りますので、以上で、くまもと県南フードバレ

ーフェアＩＮ台湾基隆市及び香港における晩白

柚プロモーション活動の報告についてを終了い

たします。（委員山本幸廣君「御苦労さんでし

た」と呼ぶ） 

 引き続き、桑原次長から、御報告をいただき

ます。 

○経済文化交流部次長（桑原真澄君） 済いま

せん、貴重なお時間を、お疲れのところ申しわ

けございません。 

 １点、ちょっと、御報告を申し上げさせてい

ただきたいと思います。 

 台湾基隆市でのフードバレーフェアで、中村

市長が基隆市のリン市長と面談できる時間がご

ざいました。その際、平成２７年８月１０日に

結びました八代港と基隆港との友好交流確認書

締結を契機に、今、宮川課長から報告がござい

ましたが、２年続けての基隆フェアの開催や、

昨年６月のリン市長を団長とされた総勢４０人

の方々が本市を訪問いただくなど、両市相互に

訪問を重ねてきております。これからも、将来

に向けて、両市の友好交流を進めていきたいと

いうようなお話になり、来年度以降、さらに深

めていけたらという話になったところでござい

ます。 

 今後、何か動きがあれば、また、経済企業委

員会また議員の皆様に御報告、御相談をしなが

ら進めていければと考えております。よろしく

お願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○委員長（大倉裕一君） ありがとうございま

した。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午後７時５５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後７時５５分 本会） 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査

（「ＤＭＯやつしろ」における事業進捗状況に

ついて） 

○委員長（大倉裕一君） 本会に戻します。 

 次に、ＤＭＯやつしろにおける事業進捗状況

についてをお願いします。 

○観光振興課長（岩崎和也君） お疲れさまで

す。観光振興課、岩崎です。どうぞよろしくお

願いします。着座にて説明させていただきま

す。 

 資料のほうは、晩白柚色の資料でございま

す。（｢目立つぞ、こら」と呼ぶ者あり）右上

にページを振っております。 

 ２ページ目を見ていただきますと、ＤＭＯや

つしろが、４月に発足いたしました。 

 組織構成は、総会、理事会、観光部会、物産

部会、それから、事務局構成としましては、代

表理事と事務局、その下に、総務企画課、事業

推進課というのを設けております。会員は、正

会員ということで１４名、それから一般会員の
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皆様方が１１１名いらっしゃいます。それから、

職員数ですけれども、９名おりまして、旅行会

社からの派遣１名、市派遣１名、職員３名、嘱

託４名で行っております。 

 事業費の規模としましては、当初の収入が７

２００万、それから支出のほうが６９００万と

いうことでございます。市から、３２００万程

度の補助をやってるというような状況でござい

ます。 

 続きまして、３ページです。 

 ３ページは、ＤＭＯやつしろの業務全体のイ

メージというようなことで書いております。字

が小さくて申しわけございません。 

 理念としましては、ＤＭＯやつしろによる地

域のさまざまな産業の活性化というようなこと

で、それに向けた目標、それから戦略、数値目

標、それから戦術について記載させていただい

ております。これにつきましては、ごらんのと

おりでございますので割愛させていただきたい

と思います。 

 次のページを見ていただきたいと思います。 

 市とＤＭＯやつしろとの関係・連携というよ

うなことで書いております。 

 図を描いておりますけれども、市は車で例え

るとハンドル、それから、ＤＭＯはエンジンと

いうことで、市が、公益事業に関して方向性を

示しまして、その方向性に沿った実践活動を行

っていただくというようなことでございます。

ＤＭＯやつしろは、あくまでも一般社団法人と

いうことで、公益事業と収益事業がございます

ので、あくまでも公益事業に関しての考え方と

いうことでございます。 

 下のほうに、連携というふうに書いておりま

すけれども、毎月１回、必ず定例会を開催し、

事業調整あたりをやっているところでございま

す。市としましては、理事会あるいは総会への

出席をさせていただいておるというようなこと

でございます。 

 それでは、５ページをごらんください。 

 ＤＭＯやつしろの事業概要１というようなこ

とで、平成２８年度地方創生加速化交付金事業

というようなことで、以下のような事業をやっ

ております。 

 まず、１点目が、観光戦略計画を策定すると

いうようなことでございます。 

 それから、２番目が、第３種の旅行業の登録

を１０月に終えまして、旅行業を行うことがで

きるということでございます。称号は、きびっ

とツアーということで、結ぶ人と書いて、こち

らのほうの方言で、きびる、結ぶというような

ことで、きびっとツアーというような名称にさ

せていただいております。そのツアーを４本ほ

ど実施しております。１１月から３月に向けて、

農業と絡めながらツアーをやっているというよ

うな状況でございます。 

 それから、３月は、八代内港から上天草への

シャトル船の運行を行うと。２０日に実施予定

でございますが、これは、なぜ、わざわざよそ

の市町村かということでございますけれども、

宿泊は八代でというような仕掛けをもって他の

市町村までやるということでございます。 

 それから、４番目に、日本版ＤＭＯ候補法人

登録というようなことで、熊本県内では、２例

目として登録が完了しております。それから、

人材育成としまして、職員研修、それから会員

研修等を行っております。 

 また、ＤＭＯとは何ぞやというお声がたくさ

んありますので、その認知度向上のために、観

光座談会を１４回、ケーブルテレビあるいはラ

ジオ等への出演によって、ＤＭＯの存在につい

て、市民の皆さん方に理解してもらおうという

ような動きをやっております。 

 それから、次のページでございます。 

 インバウンド事業ということで、外国の旅行

者をふやすというようなことで、台湾を初め韓

国、現在、ハワイのホノルルのほうに、妙見祭
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と一緒にですね、宣伝活動に行っておりまして、

実は、２月に、韓国旅行エージェント訪問と書

いておりますけれども、右のほうの矢印を見て

いただくと、訪問した結果が、来年度の花火大

会に１０００名ほど来る予定というようなこと

で、誘致活動が実っているというような実情も

ございます。 

 インバウンド対応としまして、日本文化の体

験コーナー、それから、中国人観光客・乗組員

等へのアンケート調査、それから、船会社等へ

の旅行商品の提案、トマトなどの食材の提供、

それと、外国人観光客向けの動画作成等を行っ

ているところでございます。 

 それから、７ページになります。 

 平成２８年度地方創生推進交付金事業という

ことで、補正を承認していただきました件でご

ざいますけれども、これについては、ガイド研

修会、それから、インバウンド事業としまして

八代城跡のお堀の遊覧船３隻、人力車２台を購

入し、船めぐりを外国人の方あるいは市民の方、

国内の旅行者の方に楽しんでもらうというよう

な動きをしております。これは、あくまでも、

船だけを楽しんでもらうということではありま

せんで、船に乗る方々に八代市内の特産品ある

いは飲食店等のＰＲをする場というようなこと

で考えておるところでございます。 

 それから、宿泊促進事業というようなことで、

日奈久温泉花火大会の開催を２回予定して、既

に、１回目は実施しているところでございます。

それから、浜焼きというようなところで、海産

物を炭火焼きで旅行者の方々に体験してもらお

うというようなもの、それから、ホームページ

の作成、それから、八代城跡周辺、それから日

奈久温泉をインバウンドの拠点と位置づけてお

りますので、その計画づくり、それから、和の

空間づくりのための備品購入等を実施している

ところでございます。それから、定住自立圏の

協定市町村であります氷川町、芦北町と観光圏

を設定したいというようなことで、旅行エージ

ェント訪問等を行っております。 

 なお、先ほど、船めぐりのお話をさせていた

だきましたけれども、３月２９日に、お披露目

会をしたいというふうなことで、委員の皆様方

に御案内を申し上げているところでございます

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それから、８ページになりますけれども、観

光復興に向けての支援プログラムということで、

八代版ふっこう割を実施させていただいており

ます。これにつきましては、ＤＭＯやつしろが

受託者というところで、既に、先月末で、５５

００人の方々の利用があってるというようなこ

とでございます。目標７０００ということで、

春休み等もありますので、目標が達成できるの

かなというふうに期待しているところでござい

ます。 

 それから、全国花火競技大会のバスハイク事

業につきましては、バス台数が１３５台、利用

者数が５１１４人ということで、前年比から減

ってるというようなことでございます。この減

ってるというのは、団体旅行から個人旅行へ移

行しているというような流れ、それから、バス

がなかなか確保できないというようなところ、

それと、料金の高騰というようなところから、

減ってきているという現状がございます。 

 最後になりますけれども、今後３年間の目標

というようなところで、旅行消費額を平成２７

年１０７億３０００万だったものを３年間のう

ちに１１１億８０００万、それから、宿泊者数

を、２２万８４７９人だったものを２５万人、

で、来訪者の満足度については、これまで調べ

ておりませんでしたけれども、７０％を目標と

するということにしております。 

 基本的な考え方としましては、収益事業の早

期確立と安定的継続、それから行政からの補助

金に頼らずに自立した組織へということ、その

他、自立した職員の育成、それから、クルーズ
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受け入れ準備の完了と継続したオペレーション

の確立というようなことで、方針を定めまして

目標に向けて頑張るというようなことでござい

ます。 

 その後、参考資料がついておりますけれども、

これは後ほどごらんいただければなというふう

に思います。 

 報告のほうを終わらせていただきます。 

○委員長（大倉裕一君） 本件について、質

疑、御意見などはありませんでしょうか。 

○委員（矢本善彦君） 城跡のお堀の遊覧船に

ついてですね、何か、柳川から３隻って言いな

ったね。（観光振興課長岩崎和也君「はい」と

呼ぶ）八代にはヤマハ、企業が来てるんだけど

も、ヤマハの船じゃいかぬとだったかな。 

○観光振興課長（岩崎和也君） 恐らく、製造

する船の種類が違うので、専門的にやられてい

る柳川さんの、先進地のほうにお願いしてつく

っていただいたというところでございます。 

○委員（矢本善彦君） せっかくなら、地元の

企業にね、留意していただきたいなと感じまし

た。 

 以上です。 

○委員長（大倉裕一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） 以上でＤＭＯやつし

ろにおける事業進捗状況についてを終了いたし

ます。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午後８時０５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後８時０６分 本会） 

・病院・水道事業に関する諸問題の調査（八代

市水道事業及び簡易水道事業経営戦略につい

て） 

○委員長（大倉裕一君） 本会に戻します。 

 次に、八代市水道事業及び簡易水道事業経営

戦略についてをお願いします。 

○水道局長（宮本誠司君） 水道局の宮本でご

ざいます。よろしくお願いいたします。座りま

して、説明させていただきます。 

 水道事業・簡易水道事業で策定いたしました

経営戦略について、御説明いたします。 

 公営企業では、保有する資産の老朽化に伴う

大量更新期の到来や人口減少等に伴う料金収入

の減少等により、今後、経営環境は厳しさを増

していくと予想されており、不断の経営健全化

の取り組みが求められています。 

 このような中、公営企業が、住民の日常生活

に欠くことのできない重要なサービスを提供す

る役割を果たしており、将来にわたってもサー

ビスの提供を安定的に継続することができるよ

うに、総務省では、平成３２年度までに、１０

年以上の中長期的な経営の基本計画である経営

戦略を策定することを要請しているところです。 

 また、水道事業の高料金対策及び下水道事業

の高資本費対策に要する経費に係る地方交付税

措置を講じるに当たっては、平成２９年度から、

経営戦略の策定を要件としております。 

 経営戦略は１０ページ前後になりますので、

概略版で御説明いたします。 

 それでは、資料１をお願いいたします。 

 八代市水道事業経営戦略・概略版でございま

す。 

 八代市の上水道は、昭和３０年８月より給水

を開始し、未普及地域の解消に努めてまいりま

したが、施設や設備等の老朽化もあり、計画的

に更新を行っていく必要がございます。 

 将来の事業環境ですが、水道事業は、水道料

金によって運営を行っており、水需要の増減に

よって収支が大きく変化いたします。今後１０

年間の給水区域内人口と給水人口を過去の実績

をもとに推計しています。給水区域内人口は減

少しますが、拡張事業を継続して行いますので、

給水人口は微増を見込んでいます。そのため、
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今後１０年間は安定した収益が見込まれますの

で、消費税増税分を除きますと、今後１０年間

で、料金改定は想定していません。 

 続きまして、投資・財政計画ですが、拡張事

業から水道施設の耐震化・更新等の改良事業へ

シフトさせていき、安定供給を目指してまいり

ます。また、設備投資を行っていく際には、新

たな企業債発行を可能な限り抑制し、企業債残

高の縮小に努めてまいります。 

 今後も、業務の効率化及びサービス向上を図

っていくため、各種業務の民間委託を行ってま

いります。 

 また、本経営戦略は、今後１０年間の計画を

策定しており、効率的な計画運営を目指し毎年

度検証を行い、計画の見直しについては、３な

いし５年ごとに見直しを行ってまいります。 

 続きまして、八代市簡易水道事業経営戦略に

ついて、説明させていただきます。 

 経営戦略は７ページになりますので、概略版

で御説明いたします。 

 それでは、資料２をお願いいたします。 

 八代市簡易水道事業経営戦略・概要版でござ

います。 

 八代市の簡易水道事業は、二見白島地区、坂

本町、東陽町、泉町の上水道からの給水が困難

な集落単位を給水区域とする４４カ所の小規模

な水道施設で、主に山間部に、広範囲にわたっ

て点在しています。簡易水道では、地下水及び

表流水を水源とする施設が半々で、そのほとん

どが、山間部の地形を利用した自然流下によっ

て各家庭等へ給水しています。 

 これらの中には、創設から６０年を経過した

施設も含まれ、老朽化した管路からは漏水が頻

繁に発生し、表流水を水源とする施設において

も、浄水設備がない施設もあり、安全で安心で

きる水の安定供給にはこれからも施設の整備が

必要です。 

 事業を継続していくためには、将来的な経営、

収支の見通しをシミュレーションする必要があ

ります。 

 将来の事業環境ですが、簡易水道事業は、水

道料金及び一般会計からの繰入金によって運営

を行っており、水需要と施設の建設改良費の増

減によって収支が大きく変化します。給水区域

の多くが山間部である簡易水道事業では、過疎

化等による給水人口の減少が見込まれるため、

水需要と料金収入の減少が想定されます。 

 このように料金収入が減少する中、安心・安

全な飲料水を供給するため、浄水設備のない施

設の整備を図る必要がありますが、このままで

は、繰入金への依存度がより高まることから、

本計画中に審議会を開催し、水道料金の見直し

を行うことを予定しています。 

 続きまして、投資・財政計画ですが、安全・

安心な飲料水供給のため必要な浄水設備等の建

設改良を平成３３年度までに完了し、以降は、

経過年数等を考慮しながら送配水管の管路更新

を主に行ってまいります。 

 地方債につきましては、主要な施設整備が完

了した平成３４年度からは、借入額が償還額を

下回るよう、建設改良費を抑え、地方債残高の

縮小に努めてまいります。 

 今後は、人口減少や少子高齢化等により水需

要が減少している状況から、施設や業務の効率

化を図るためにも、現在４４カ所ある施設につ

いて、取水量や地形、施設間距離等を考慮しな

がら、可能な限り施設統合を図ります。 

 また、本経営戦略は、１０年の期間を設けて

策定しており、今後は、毎年度の決算による経

営分析表の公表を行うとともに、３ないし５年

目の中間期に、計画の検証及び見直しを行って

まいります。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（大倉裕一君） 本件につきまして、

何か、質疑・御意見などはございませんでしょ

うか。いいですか。 
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（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） なければ、以上で、

八代市水道事業及び簡易水道事業経営戦略につ

いてを終了いたします。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について、

何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） ないようですので、

以上で所管事務調査２件についての調査を終了

いたします。（｢お世話になりました」と呼ぶ

者あり） 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続審査の申し出をしたいと思いますが、

これに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（大倉裕一君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。これをもって経済企業委員会を散会い

たします。 

（午後８時１４分 閉会） 
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